
﹁
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
二
〇
〇
六
年
家
族
法
制
改
革
評
価
報
告

書
︵
要
約
版
︶
﹂
︵
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
政
府
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

家
族
問
題
研
究
所

︵

︶

︑
二
〇
〇
九
年
一
二
月
︶︵
翻
訳
︶

1

犬

伏

由

子
／
監
修

駒

村

絢

子
／

訳

一

資
料
の
概
要

１

報
告
書
の
背
景
と
意
義

二
〇
〇
六
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
︑
一
九
七
五
年
連
邦
家
族

法
︵
T
h
e
F
am
ily
L
aw
A
ct︑
以
下
連
邦
家
族
法
と
す
る
︶
の
改

正
で
あ
る
家
族
法
改
正
＝
共
同
親
責
任
法
︵
S
h
ared
P
aren
talR
e-

sp
on
sib
ility
A
ct
2006︑
以
下
二
〇
〇
六
年
法
と
す
る
︶︑
及
び
家

族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
新
設
拡
充
を
伴
う
一
連
の
家
族
法
制
度
改
革

を
行
い
︵

︶
︑
こ
の
改
革
に
︑
三
九
七
︑〇
〇
〇
︑〇
〇
〇
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

2

ア
ド
ル
︵
四
年
間
で
︶
の
財
政
支
出
を
認
め
た
︒
二
〇
〇
六
年
改
革

は
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
︑
父
母
が
離
別

し
た
後
も
子
ど
も
の
生
活
に
よ
り
多
く
関
わ
る
こ
と
︑
子
ど
も
を
家

庭
内
暴
力
や
児
童
虐
待
か
ら
保
護
す
る
こ
と
︑
離
別
し
た
父
母
が
子

ど
も
の
問
題
に
つ
い
て
訴
訟
手
続
に
よ
ら
ず
に
協
力
的
な
取
り
決
め

を
合
意
で
き
る
よ
う
に
援
助
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
︵

︶
︒
こ
の
政

3

策
目
標
具
体
化
の
た
め
に
行
わ
れ
た
前
述
の
制
度
改
革
の
第
一
が
家

族
法
改
正
︵
二
〇
〇
六
年
法
︶
で
あ
り
︑
⑴
一
定
の
事
由
│
家
族
内

暴
力
・
児
童
虐
待
な
ど
が
あ
る
場
合
を
除
き
︑
裁
判
所
へ
の
訴
訟
申

立
て
の
前
に
︑
父
母
に
家
族
紛
争
解
決
手
続
︵
F
am
ily
d
isp
u
te

resolu
tion
︑
以
下
Ｆ
Ｄ
Ｒ
と
す
る
︶
を
経
る
こ
と
の
義
務
づ
け

︵
二
〇
〇
六
年
法
第
六
〇
条
Ｉ
︶︒
⑵
平
等
な
共
同
親
責
任
に
有
利
な

推
定
と
い
っ
た
一
連
の
規
定
に
よ
り
︑
離
別
後
の
父
母
双
方
が
子
ど
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も
の
生
活
に
関
与
す
る
こ
と
の
必
要
性
の
強
調
︵
二
〇
〇
六
年
法
第

六
一
条
Ｄ
Ａ
︑
六
〇
条
Ｂ
一
項
⒜
︑
六
〇
条
Ｃ
Ｃ
二
項
⒜
︶︑
⑶
家

庭
内
暴
力
や
児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
保
護
す
る
必
要
性
の
強
調

︵
第
六
〇
条
Ｂ
一
項
⒝
︑
六
〇
条
Ｃ
Ｃ
二
項
⒝
︶︑
⑷
子
ど
も
の
問
題

に
関
し
て
よ
り
対
立
的
で
は
な
い
裁
判
手
続
の
明
文
化
︵
第
七
章
第

一
二
Ａ
節
︶
を
主
た
る
要
点
と
し
た
︒
第
二
が
︑
家
族
関
係
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
新
設
拡
充
で
あ
り
︑
そ
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
は
︑

六
五
の
家
族
関
係
支
援
セ
ン
タ
ー
︵
F
am
ily
R
elation
sh
ip

C
en
tre︑
以
下
Ｆ
Ｒ
Ｃ
と
す
る
︵

︶
︶
の
開
設
で
あ
っ
た
︵

︶
︒

4

5

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
︑
二
〇
〇
六
年
︑
一
連
の
家
族
法
制
度

改
革
を
行
う
と
と
も
に
︑
こ
の
改
革
の
影
響
を
徹
底
的
に
評
価
し
︑

将
来
の
家
族
法
領
域
で
の
政
策
決
定
が
厳
密
に
収
集
さ
れ
分
析
さ
れ

た
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
︵

︶
︑

6

連
邦
法
務
省
︵
th
e
A
ttorn
ey
-G
en
eral’s
D
ep
artm
en
t
(A
G
D
)︶

と
連
邦
家
族
・
住
宅
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
及
び
先
住
民
問
題

省
︵
th
e
D
ep
artm
en
t
of
F
am
ilies,
H
ou
sin
g
,
C
om
m
u
n
ity

S
erv
ices
an
d
In
d
ig
en
ou
s
A
ffairs
(F
aH
C
S
IA
)︶
を
通
し
て
︑

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
族
問
題
研
究
所
︵
A
u
stralian
In
stitu
te
of

F
am
ily
S
tu
d
ies︑
以
下
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
と
す
る
︵

︶
︶
に
法
制
度
改
革
の
評

7

価
を
委
託
し
た
︒
本
評
価
報
告
書
︵
二
〇
〇
九
年
一
二
月
刊
行
︶
は
︑

Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
に
よ
り
︑
二
〇
〇
七
年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ

た
家
族
法
制
改
革
の
政
策
目
標
の
達
成
度
に
関
す
る
評
価
事
業
の
報

告
書
で
あ
る
︵

︶
︒

8

本
評
価
事
業
の
結
論
と
し
て
︑
離
別
父
母
や
子
ど
も
が
複
雑
多
様

な
諸
問
題
に
直
面
し
て
お
り
︑
こ
れ
に
効
果
的
に
対
応
で
き
る
諸

サ
ー
ビ
ス
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
︑
家
族
法
シ
ス
テ
ム

が
︑
連
携
的
に
︑
タ
イ
ム
リ
ー
に
子
に
焦
点
を
当
て
て
運
用
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
︒
評
価
事
業
に
お
い
て
︑
家
族
シ

ス
テ
ム
内
部
に
も
多
く
の
見
方
︑
多
く
の
対
立
的
ニ
ー
ズ
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
︑
結
局
︑
第
一
次
的
に
子
ど
も

の
最
善
の
利
益
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
や
家
族
メ
ン
バ
ー
の
安
全
を

守
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
︒
こ
の
よ
う
な
結
論
自
体
は
予
想

し
う
る
常
識
的
な
結
果
か
も
し
れ
な
い
し
︑
離
別
後
の
子
ど
も
の
養

育
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
人
々
の
考
え
方
を
変
え
る
と
い
っ
た
二
〇
〇

六
年
改
革
の
目
標
の
実
現
に
関
し
て
早
急
に
評
価
し
う
る
も
の
で
は

な
い
︒
し
か
し
︑
改
革
に
よ
る
影
響
を
多
く
の
デ
ー
タ
に
よ
り
論
拠

を
持
っ
て
検
証
し
︑
着
実
に
改
革
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
政
府
の
姿
勢
に
は
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
︒

な
お
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
︑
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
の
評
価
に
続
き
︑

さ
ら
に
別
の
三
つ
の
検
討
を
行
う
な
ど
︑
特
に
︑
家
庭
内
暴
力
に
関

わ
る
問
題
を
中
心
に
調
査
を
続
け
て
い
る
︵

︶
︒

9
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２

評
価
の
実
施
に
つ
い
て

Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
の
評
価
研
究
は
︑
二
〇
〇
六
年
家
族
法
改
正
︑
及
び
︑

家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
程
度
法
制
度
改
革
の
政
策
目
標
を

達
成
し
た
か
を
検
証
す
る
目
的
で
九
個
の
評
価
項
目
︵
報
告
書
第
四

章
参
照
︶
に
沿
っ
て
行
わ
れ
︑
次
の
三
つ
の
領
域
に
関
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
︑
裁
判
所
や
行
政
機
関
の
有
す
る
デ
ー
タ
を
も
含

め
た
広
範
な
質
的
及
び
数
量
的
調
査
分
析
で
あ
っ
た
︒

第
一
︑
立
法
及
び
裁
判
所
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
︑
二
〇
〇

六
年
共
同
親
責
任
法
の
履
行
状
況
の
検
討
の
た
め
に
︑
家
族
法
制
度

従
事
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
︑
家
族

法
専
門
弁
護
士
に
対
す
る
調
査
︑
家
庭
裁
判
所
や
裁
判
例
の
分
析
を

行
っ
た
︵

︶
︒

10
第
二
︑
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
︑
Ｆ
Ｒ
Ｃ
の

創
設
と
い
っ
た
︑
支
援
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
変
革
が
効
果
を
挙
げ
て
い

る
か
を
見
る
た
め
に
︑
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
抽
出
グ
ル
ー
プ
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︑
Ｆ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
︵
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
︶
関
係
職
員
や
利
用
者
に
対
す
る
調
査
を
行
っ
た
︵

︶
︒

11

第
三
︑
家
族
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
︑
離
別
父
母
の
体
験
に

焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
︒
調
査
対
象
者
に
は
︑
二
〇
〇
六
年
改

正
前
及
び
後
に
離
別
し
た
父
母
︑
さ
ら
に
︑
離
別
し
た
父
母
を
持
つ

子
ど
も
の
祖
父
母
も
含
ま
れ
る
︵

︶
︒

12

以
下
は
︑
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
の
報
告
書
︵
要
約
版
︶
か
ら
︑
調
査
結
果

︵
第
三
章
︶︑
各
評
価
項
目
に
つ
い
て
の
総
括
︵
第
四
章
︶︑
及
び
結

論
︵
第
五
章
︶
の
部
分
を
訳
出
︵
全
体
版
か
ら
の
補
足
も
含
む
︶
し

た
も
の
で
あ
り
︑
駒
村
絢
子
が
翻
訳
を
担
当
し
︑
犬
伏
由
子
が
監
修

を
行
っ
た
︒

＊

な
お
︑
二
〇
一
〇
年
三
月
︑
日
本
学
術
振
興
会
﹁
異
分
野
融
合

に
よ
る
方
法
的
革
新
を
目
指
し
た
人
文
・
社
会
科
学
研
究
推
進
事

業
﹂
に
基
づ
く
﹁
現
代
型
家
族
問
題
に
対
す
る
法
と
臨
床
心
理
学
の

融
合
的
視
点
か
ら
の
解
決
モ
デ
ル
の
提
案
﹂︵
研
究
代
表
立
命
館
大

学
二
宮
周
平
教
授
︶
に
関
わ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
現
地
調
査
に
犬
伏

及
び
駒
村
は
同
行
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
︑
本
評
価
報
告
書
に
関
し

て
有
意
義
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
︒
貴
重
な
機
会
を
与
え
て

頂
い
た
二
宮
周
平
教
授
に
感
謝
申
し
上
げ
る
︒

︵

︶

評
価
事
業
を
担
当
し
た
の
は
︑
R
ae
K
asp
iew
,
M
atth
ew

1
G
ray
,R
u
th
W
eston
,L
aw
rie
M
olon
ey
,K
elly
H
an
d
,L
ix
ia
Q
u

an
d
th
e
F
am
ily
L
aw
E
v
alu
ation
T
eam
で
あ
る
︒

︵

︶

駒
村
絢
子
﹁
離
婚
後
の
子
の
監
護
法
制
に
関
す
る
一
考
察
│
オ

2
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
家
族
法
に
お
け
る
離
別
後
の
共
同
養
育
推
進

を
手
が
か
り
に
﹂
法
政
論
究
八
四
号
一
六
三
頁
参
照
︒

︵

︶

二
〇
〇
六
年
家
族
法
制
度
改
革
の
政
策
目
標
と
は
︑
⑴
強
固
で

3
健
全
な
関
係
性
を
築
き
︑
離
別
を
防
ぐ
た
め
の
支
援
を
行
う
こ
と
︑

オーストラリア二〇〇六年家族法制改革評価報告書（要約版）（翻訳）

57



⑵
父
母
が
離
別
後
も
子
ど
も
の
生
活
に
よ
り
多
く
関
与
で
き
る
よ

う
に
支
援
す
る
こ
と
︑
及
び
︑
子
ど
も
を
暴
力
・
虐
待
か
ら
保
護

す
る
こ
と
︑
⑶
有
益
な
情
報
・
ア
ド
バ
イ
ス
︑
実
効
性
の
あ
る
紛

争
解
決
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
︑︵
訴
訟
に

た
よ
る
の
で
は
な
く
︶
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
考
慮
し
た
父
母

間
の
合
意
形
成
を
支
援
す
る
こ
と
︑
⑷
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の

入
り
口
と
な
り
︑
家
族
が
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
く

す
る
た
め
の
分
か
り
や
す
い
窓
口
を
確
立
す
る
こ
と
の
四
点
で
あ

っ
た
︒

︵

︶

Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
︑
家
族
に
関
わ
る
情
報
・
助
言
を
与
え
︑
家
族
紛
争

4
解
決
手
続
︵
Ｆ
Ｄ
Ｒ
︑
一
種
の
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
︶
を
行
い
︑

他
の
サ
ー
ビ
ス
機
関
へ
の
紹
介
窓
口
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
︒

Ｆ
Ｒ
Ｃ
に
つ
い
て
は
︑
パ
ト
リ
ッ
ク
・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
︵
長
田
真

里
訳
︶﹁
別
居
後
の
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
︵
p
aren
tin
g
︶
│
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
紛
争
解
決
プ
ロ
セ
ス
│
﹂
立
命
館
法
学
三
三

〇
号
一
二
四
頁
以
下
に
紹
介
が
あ
る
︒

︵

︶

Ｆ
Ｒ
Ｃ
以
外
に
︑
家
族
関
係
支
援
電
話
相
談
︵
F
am
ily
R
ela-

5
tion
sh
ip
A
d
v
ice
L
in
e︑
以
下
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｌ
と
す
る
︶︑
オ
ン
ラ
イ
ン

家
族
関
係
支
援
︵
F
am
ily
R
elation
sh
ip
O
n
lin
e︑
以
下
Ｆ
Ｒ
Ｏ

と
す
る
︶
が
新
設
さ
れ
︑
そ
の
他
の
初
期
支
援
サ
ー
ビ
ス
︵
Ｅ
Ｉ

Ｓ
︑
こ
れ
に
は
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
男
性
支
援
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
︑

男
性
及
び
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
︵
Ｍ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
︶︑
家
庭
内
暴
力

に
対
す
る
支
援
サ
ー
ビ
ス
︵
Ｓ
Ｆ
Ｖ
Ｓ
︶︑
家
族
関
係
教
育
及
び
ス

キ
ル
訓
練
支
援
︵
Ｅ
Ｄ
Ｓ
Ｔ
︶︑
家
族
関
係
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
あ
る
︶
や
離
別
後
支
援
サ
ー
ビ
ス
︵
Ｐ
Ｓ
Ｓ
︑
こ
れ

に
は
家
族
紛
争
解
決
手
続
︵
Ｆ
Ｄ
Ｒ
︶︑
子
ど
も
面
会
交
流
支
援

サ
ー
ビ
ス
︵
Ｃ
Ｃ
Ｓ
︶︑
養
育
命
令
履
行
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
Ｐ
Ｏ

Ｐ
︶
が
あ
る
︶
が
拡
充
さ
れ
た
︒

︵

︶

二
〇
〇
六
年
の
一
連
の
家
族
制
度
改
革
は
︑
こ
れ
に
先
立
ち
二

6
〇
〇
三
年
に
出
さ
れ
た
︑
下
院
の
家
族
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
問
題

に
関
す
る
常
任
委
員
会
︵
H
ou
se
of
R
ep
resen
tativ
es
S
tan
d
in
g

C
om
m
ittee
on
F
am
ily
an
d
C
om
m
u
n
ity
A
ffairs︶
の
調
査
に

基
づ
く
勧
告
︵
E
v
ery
p
ictu
re
tells
a
story
,h
ttp
://w
w
w
.ap
h
.

g
ov
.au
/H
ou
se/com
m
ittee/fca/ch
ild
cu
stod
y
/rep
ort/fu
llre-

p
ort.p
d
f︶
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
︑
こ
の
勧
告
に
お
い
て
︑
離
別
が

子
ど
も
や
家
族
に
及
ぼ
す
影
響
や
︑
裁
判
所
命
令
の
長
期
に
わ
た

る
影
響
な
ど
に
つ
い
て
の
論
拠
の
あ
る
調
査
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
︵
E
v
alu
ation
of
th
e
F
am
ily
L
aw

R
eform
s
b
y
th
e
A
u
stralian
In
stitu
te
of
F
am
ily
S
tu
d
ies:A
n

on
lin
e
m
ed
ia
resou
rce,h
ttp
://w
w
w
.aifs.g
ov
.au
/m
ed
ia.h
tm
l

参
照
︶︒

︵

︶

Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
は
︑
一
九
七
五
年
家
族
法
に
基
づ
き
一
九
八
〇
年
二

7
月
に
作
ら
れ
た
政
府
機
関
︒

︵

︶

w
w
w
.aifs.g
ov
.au
/in
stitu
te/p
u
b
s/fle/in
d
ex
.h
tm
l
か
ら

8
全
体
版
と
要
約
版
の
入
手
が
可
能
︒

︵

︶

h
ttp
://w
w
w
.aifs.g
ov
.au
/m
ed
ia.h
tm
l
参
照
︒

9
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︵

︶

以
下
の
五
つ
の
デ
ー
タ
が
利
用
さ
れ
た
︒
法
制
度
従
事
者
に
対

10
す
る
質
的
︵
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
︶
調
査
︵
Q
S
L
S
P
2008︶︑
家
族
法

専
門
弁
護
士
調
査
︵
F
L
S
2006
&
2008︶︑
改
正
以
前
及
び
改
正
以

降
の
裁
判
所
資
料
︵
F
C
oA
,F
M
C
,&
F
C
oW
A
cou
rt
files︶︑
裁

判

所

統

計
︵
F
C
oA
,
F
M
C
,
&

F
C
oW
A

ad
m
in
istrativ
e

d
ata2006-2009︶︑
裁

判

集
︵
F
C
oA
,
F
M
C
,
&

F
C
oW
A

re-

p
orted
ju
d
g
m
en
t2006-2009︶︒

︵

︶

以
下
の
四
つ
の
デ
ー
タ
が
利
用
さ
れ
た
︒
Ｆ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
関
係
職
員

11
に
対
す
る
質
的
︵
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︶
調
査
︵
Q
S
F
R
S
P
staff
2007-

2008,2009︶︑
Ｆ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
関
係
職
員
に
対
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査

︵
2008,2009︶︑
Ｆ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
利
用
者
調
査
︵
2009︶︑
Ｆ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
オ
ン

ラ
イ
ン
な
ど
に
よ
る
デ
ー
タ
︵
p
rog
ram
d
ata
2006-09︶︒

︵

︶

以
下
の
四
つ
の
デ
ー
タ
が
利
用
さ
れ
た
︒
一
般
父
母
電
話
調
査

12︵
G
P
P
S
2006,
2009︶︑
二
〇
〇
六
年
改
正
前
︵
二
〇
〇
四
年
一
月

～
二
〇
〇
五
年
六
月
︶
離
別
父
母
調
査
︵
L
B
S
2009︶︑
離
別
父
母

経
年
調
査
︵
L
S
S
F
W
1
2008︶︑
離
別
父
母
の
子
ど
も
に
関
す
る
祖

父
母
調
査
︵
G
S
F
S
2009︶︒

﹇
犬
伏
由
子
﹈

二

翻
訳
│
│
評
価
報
告
書

評
価
報
告
書
の
目
次

第
一
章

評
価
事
業
の
背
景
⁝
⁝
⁝
⁝
⁝
⁝
省
略

第
二
章

評
価
の
方
法
⁝
⁝
⁝
⁝
⁝
⁝
⁝
⁝
省
略

第
三
章

評
価
事
業
か
ら
の
知
見
⁝
⁝
⁝
⁝
以
下
翻
訳

第
四
章

主
要
な
評
価
項
目
に
関
す
る
示
唆

第
五
章

結
論

第
三
章

評
価
事
業
か
ら
の
知
見

一

離
別
父
母
の
特
徴
│
│
家
族
関
係
及
び
そ
の
福
祉
に
お
け
る
課

題
家
族
法
制
改
革
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
︑
家
族
法
制
度
の
利
用
者

た
る
家
族
の
特
徴
を
明
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
︒
そ
の

特
徴
と
は
す
な
わ
ち
︑
家
庭
内
暴
力
︑
精
神
的
健
康
の
問
題
︑
薬

物
・
ア
ル
コ
ー
ル
の
濫
用
及
び
そ
の
他
の
依
存
症
に
関
す
る
問
題
を

抱
え
て
い
る
割
合
︑
並
び
に
︑
父
母
間
の
関
係
の
質
内
容
に
つ
い
て

で
あ
る
︒
家
族
法
制
度
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
家
族
を
対
象
と

す
る
が
︑
離
別
父
母
は
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
に
あ
る
父
母
に
比
べ
て
︑

平
均
的
に
︑
教
育
レ
ベ
ル
が
低
く
︑
学
齢
期
前
の
子
ど
も
を
抱
え
て

い
る
傾
向
が
あ
る①
︒

⑴

家
庭
内
暴
力

︵
＊

︶
及
び
安
全
面
に
関
す
る
懸
念

10

離
別
し
た
母
親
の
約
三
分
の
二
︑
及
び
︑
離
別
し
た
父
親
の
半
分
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強
は
︑
離
別
前
ま
た
は
離
別
時
に
︑
他
方
親
か
ら
の
心
理
的
虐
待
を

受
け
て
い
た
と
回
答
し
た
︒
ま
た
︑
離
別
し
た
母
親
の
四
分
の
一
︑

及
び
︑
父
親
の
約
六
分
の
一
が
︑
離
別
前
に
他
方
親
か
ら
の
身
体
的

暴
力
を
受
け
て
い
た
と
述
べ
て
お
り
︑
そ
の
大
半
に
お
い
て
︑
子
ど

も
が
そ
の
よ
う
な
虐
待
ま
た
は
暴
力
を
見
聞
き
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
回
答
で
あ
っ
た
︒
家
庭
裁
判
所
︵
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
庭
裁
判
所
︑

連
邦
治
安
判
事
裁
判
所
及
び
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
家
庭
裁
判
所
︶

資
料
を
検
討
す
る
に
︑
裁
判
所
係
属
事
件
の
過
半
数
に
お
い
て
︑
家

庭
内
暴
力
の
主
張
が
な
さ
れ
た
書
面
上
の
記
録
が
あ
っ
た

︵
＊

︶
︒
子
ど
も

11

の
他
方
親
と
の
現
在
の
面
会
交
流
に
関
し
て
安
全
面
の
懸
念
を
抱
い

て
い
る
と
回
答
し
た
離
別
父
母
は
︑
全
体
の
約
五
分
の
一
を
占
め
た
︒

そ
の
う
ち
九
〇
％
は
︑
か
つ
て
他
方
親
か
ら
の
身
体
的
暴
力
ま
た
は

心
理
的
虐
待
を
受
け
た
経
験
が
あ
っ
た②
︒

⑵

精
神
的
健
康
︑
及
び
︑
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
そ
の
他
薬
物
濫
用

離
別
し
た
母
親
の
半
数
︑
及
び
︑
離
別
し
た
父
親
の
約
三
分
の
一

は
︑
離
別
前
の
家
族
に
お
い
て
︑
精
神
的
健
康
の
問
題
︑
及
び
／
ま

た
は
︑
ア
ル
コ
ー
ル
そ
の
他
薬
物
の
濫
用
︑
若
し
く
は
そ
の
他
依
存

症
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
と
回
答
し
た
︒

⑶

離
別
父
母
間
の
関
係
の
質

多
く
の
離
別
家
族
は
複
雑
な
問
題
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
た
︒

し
か
し
︑
離
別
父
母
の
大
半
︵
母
親
は
全
体
の
六
二
％
︑
父
親
は
全

体
の
六
四
％
︶
に
お
い
て
は
︑
離
別
後
一
五
カ
月
を
経
過
し
た
時
点

で
の
他
方
親
と
の
関
係
は
友
好
的
ま
た
は
協
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
事
実
を
見
失
わ
な
い
こ
と
も
重
要
で
あ
る
︒
他
方
︑
約
五
分

の
一
の
離
別
父
母
に
お
い
て
は
︑
父
母
間
の
関
係
は
疎
遠
な
も
の
で

あ
っ
た
し
︑
五
分
の
一
弱
は
高
度
な
4
藤
ま
た
は
恐
怖
を
伴
う
関
係

で
あ
っ
た
︒

︵
＊

︶
︵
原
文
注
の
番
号
は
︑
第
一
章
・
第
二
章
を
省
略
し
た
た
め

10
︵
＊

︶
か
ら
始
ま
る
︶
こ
の
領
域
に
お
い
て
は
︑
定
義
に
関
す
る

10

複
雑
な
問
題
が
認
め
ら
れ
る
︵
F
eh
lb
erg
,B
eh
ren
s,&
K
asp
iew
,

2008,p
.185
参
照
︶
が
︑
本
評
価
事
業
に
お
い
て
は
︑
主
要
な
関

連
制
定
法
及
び
実
務
文
書
に
て
用
い
ら
れ
て
い
る
用
語
で
あ
る
こ

と
か
ら
︑
‘fam
ily
v
iolen
ce’︵﹁
家
庭
内
暴
力
﹂
と
訳
す
︑
訳
者
追

加
︶
と
い
う
用
語
を
用
い
る
︵
連
邦
家
族
法
第
四
条
及
び

W
in
k
-

w
orth
&
M
cA
rth
u
r,2008
参
照
︶︒

︵
＊

︶

こ
れ
ら
の
数
値
は
︑
th
e
L
on
g
itu
d
in
al
S
tu
d
y
of
S
ep
a-

11rated
F
am
ilies
〔L
S
S
F
W
1
2008〕
調
査
に
よ
る
統
計
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
い
る
︒
同
調
査
は
本
評
価
事
業
の
一
端
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
︑
二
〇
〇
六
年
七
月
以
降
に
離
別
し
た
父
母
の
う
ち
児

童
扶
養
局
︵
Ｃ
Ｓ
Ａ
︶
利
用
者
を
対
象
と
し
て
い
る
︒
本
調
査
の
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設
問
と
し
て
は
︑
th
e
A
B
S
P
erson
alS
afety
S
u
rv
ey
2005
調
査

に
お
け
る
設
問
に
修
正
を
加
え
た
も
の
を
用
い
た
︒
父
母
に
対
し

て
行
っ
た
質
問
は
︑
次
の
通
り
で
あ
る
︒
⒜
離
別
前
に
他
方
親
か

ら
の
身
体
的
暴
力
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
否
か
︒
そ
し
て
︑
も

し
あ
る
場
合
に
は
︑
子
ど
も
が
そ
の
虐
待
ま
た
は
暴
力
を
目
撃
し

た
か
否
か
︒
⒝
離
別
前
ま
た
は
離
別
時
に
︑
他
方
親
か
ら
の
心
理

的
虐
待
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
否
か
︒
な
お
︑
心
理
的
虐
待
に

つ
い
て
は
︑
そ
の
多
様
な
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
も
ら
う
べ
く
︑
以

下
の
選
択
肢
を
用
意
し
た
︵
I
回
答
者
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
行

動
を
妨
げ
る
こ
と
︑
す
な
わ
ち
︑
家
族
若
し
く
は
友
人
と
の
接
触
︑

電
話
若
し
く
は
自
動
車
の
使
用
︑
ま
た
は
︑
家
庭
の
財
産
の
把
握

若
し
く
は
使
用
︑
J
辱
め
ま
た
は
貶
め
る
意
図
を
も
っ
て
回
答
者

を
侮
辱
す
る
こ
と
︑
K
回
答
者
の
子
ど
も
︑
そ
の
他
家
族
／
友
人
︑

回
答
者
︑
ペ
ッ
ト
ま
た
は
加
害
者
自
身
に
危
害
を
加
え
る
と
脅
迫

す
る
こ
と
︑
及
び
︑
L
財
産
に
損
害
を
加
え
︑
ま
た
は
︑
財
産
を

破
壊
す
る
こ
と
︶︒
⒞
現
在
︑
子
ど
も
と
他
方
親
と
の
面
会
交
流
の

結
果
と
し
て
︑︵
回
答
者
自
身
ま
た
は
子
ど
も
の
︶
安
全
面
に
関
す

る
懸
念
を
抱
い
て
い
る
か
否
か
︒
な
お
︑
大
規
模
の
調
査
手
法
は
︑

回
答
の
あ
っ
た
諸
行
為
が
攻
撃
的
な
も
の
か
若
し
く
は
防
御
的
な

も
の
か
に
関
し
て
︑
ま
た
は
︑
そ
の
行
為
対
象
︵
客
体
︶
に
対
す

る
主
観
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
し
て
︑
確
実
な
情
報
を
収
集
す
る

に
は
︑
一
般
的
に
は
あ
ま
り
適
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
留
意

を
要
す
る
︒

二

新
設
拡
充
さ
れ
た
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
及
び
実
効
性

二
〇
〇
六
～
七
年
か
ら
二
〇
〇
八
～
九
年
に
か
け
て
︑
全
Ｆ
Ｒ
Ｓ

Ｐ
︵
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
︶
の
利
用
者
数
が
次
の

通
り
増
加
し
た
︒

・
Ｆ
Ｒ
Ｃ
利
用
者
：

約
一
四
︑〇
〇
〇
名
か
ら
約
六
〇
︑〇
〇
〇
名

・
Ｆ
Ｄ
Ｒ
利
用
者
：

約
一
四
︑五
〇
〇
名
か
ら
約
二
二
︑五
〇
〇
名

・
Ｃ
Ｃ
Ｓ
利
用
者
：

約
一
一
︑〇
〇
〇
名
か
ら
約
二
三
︑五
〇
〇
名

・
Ｐ
Ｏ
Ｐ
利
用
者
：

約
三
︑〇
〇
〇
名
か
ら
約
八
︑〇
〇
〇
名

・
Ｓ
Ｆ
Ｖ
Ｓ
利
用
者
：

約
三
︑五
〇
〇
名
か
ら
約
七
︑〇
〇
〇
名

・
Ｍ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
利
用
者
：
約
二
四
︑〇
〇
〇
名
か
ら
約
二
八
︑〇
〇
〇
名

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
：
約
六
三
︑五
〇
〇
名
か
ら

約
一
〇
一
︑〇
〇
〇
名

・
Ｅ
Ｄ
Ｓ
Ｔ
利
用
者
：
約
三
二
︑〇
〇
〇
名
か
ら
約
四
九
︑五
〇
〇
名

⑴

初
期
支
援
サ
ー
ビ
ス
︵
Ｅ
Ｉ
Ｓ
︶

二
〇
〇
六
年
法
制
改
革
の
一
端
と
し
て
︑
初
期
支
援
サ
ー
ビ
ス

︵
Ｅ
Ｉ
Ｓ③
︶
へ
の
追
加
資
金
投
入
が
行
わ
れ
た
︒
目
的
は
︑
夫
婦
の

離
別
防
止
及
び
強
固
で
健
全
な
家
族
関
係
の
構
築
の
支
援
で
あ
る
︒

パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
に
あ
る
父
母
に
お
い
て
そ
の
関
係
上
の
問
題
を
生

じ
な
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
は
︑
そ
の
関
係
に
つ
い
て
支
援
を
受

け
る
た
め
に
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
者
は
ご
く
少
数
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派
で
あ
っ
た
︵
全
体
の
約
一
〇
分
の
一
︶︒
し
か
し
な
が
ら
︑
父
母

の
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
上
︑
何
ら
か
の
段
階
に
お
け
る
深
刻
な
ト
ラ
ブ

ル
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
た
ケ
ー
ス
で
は
︑
そ
の
う
ち
半
数
が
︑
そ

の
問
題
に
対
処
す
る
べ
く
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
そ
の
他
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
︒
こ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
父
母

は
︑
他
の
Ｅ
Ｉ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
同
様
に
︑
そ
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
高
レ
ベ
ル
の
満
足
度
を
示
し
て
い
た
︒

⑵

離
別
後
支
援
サ
ー
ビ
ス
︵
Ｐ
Ｓ
Ｓ
︶

二
〇
〇
六
年
法
制
改
革
以
降
に
離
別
し
た
父
母
に
お
い
て
は
︑
全

体
の
約
三
分
の
二
が
離
別
後
に
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
た
︒
ま
た
︑
法
制
改
革
以
前
に
離
別
し
た
父
母
よ
り
も
︑
弁
護

士
ま
た
は
裁
判
手
続
を
利
用
し
た
と
い
う
割
合
が
小
さ
か
っ
た

︵
W
av
e
1
of
th
e
L
on
g
itu
d
in
al
S
tu
d
y
of
S
ep
arated
F
am
ilies

[L
S
S
F
W
1]2008
調
査

及
び

th
e
L
ook
in
g
B
ack
S
u
rv
ey
[L
B
S
]

2009
調
査
の
デ
ー
タ
参
照④
︶︒
し
か
し
な
が
ら
︑
離
別
を
検
討
す
る

場
合
に
弁
護
士
に
相
談
す
る
と
い
う
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
︑

こ
れ
を
肯
定
す
る
割
合
が
︑
法
制
改
革
以
降
︑
離
別
父
母
及
び
パ
ー

ト
ナ
ー
関
係
に
あ
る
父
母
共
に
増
加
し
た
︵
th
e
G
en
eral
P
op
u
la-

tion
of
P
aren
ts
S
u
rv
ey
s
[G
P
P
S
]
2006
an
d
2009
調
査
の
デ
ー

タ
参
照
︶︒

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
主
な
利
用
者
は
︑
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
上
重
大
な

問
題
を
抱
え
て
い
た
父
母
で
あ
る⑤
︒
例
え
ば
︑
家
族
関
係
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
離
別
父
母
は
︑
利
用
し
て
い
な
い
離
別
父
母
に
比

べ
て
︑
家
庭
内
暴
力
︑
精
神
的
健
康
の
問
題
︑
ま
た
は
︑
薬
物
及
び

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
割
合
が
遙
か
に
大
き
か
っ

た
︒
ま
た
︑
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
離
別
父
母
は
︑
そ
の
子
ど
も
の

他
方
親
と
の
関
係
が
疎
遠
な
も
の
で
あ
る
か
︑
ま
た
は
︑
4
藤
若
し

く
は
恐
怖
を
伴
う
も
の
で
あ
る
傾
向
も
高
か
っ
た
︒

家
族
紛
争
解
決
手
続
支
援
サ
ー
ビ
ス
︵
Ｆ
Ｄ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
︶
も
ま

た
︑
か
な
り
複
雑
か
つ
4
藤
の
激
し
い
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
を
主
と
し

て
い
る
︒
Ｆ
Ｄ
Ｒ
へ
と
紹
介
さ
れ
た
ケ
ー
ス
の
う
ち
半
数
ま
で
は
い

か
ず
と
も
相
当
数
は
︑
深
刻
な
家
庭
内
暴
力
ま
た
は
子
ど
も
に
対
す

る
虐
待
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て
お
り
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に

よ
っ
て
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
に
は
不
適
応
で
︑
二
〇
〇
六
年
法
第
六
〇
条
Ⅰ
九

項
規
定
の
必
要
的
Ｆ
Ｄ
Ｒ
の
例
外
的
免
除
の
要
件
を
充
足
す
る
ケ
ー

ス
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
︒

Ｅ
Ｉ
Ｓ
利
用
者
と
比
べ
る
と
︑
離
別
後
支
援
サ
ー
ビ
ス
︵
Ｐ
Ｓ

Ｓ
︶
利
用
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
評
価
は
多
く
の
面
で
厳
し
い
も
の
で

あ
っ
た
が
︑
Ｆ
Ｒ
Ｃ
及
び
Ｆ
Ｄ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
者
の
大
多
数
か

ら
好
評
を
得
た
︒

Ｆ
Ｒ
Ｃ
及
び
Ｆ
Ｄ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
︑
各
評
価
項
目
の
う
ち
︑
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離
別
後
に
お
け
る
他
方
親
と
の
交
渉
支
援
提
供
に
つ
い
て
は
概
ね
高

評
価
を
与
え
た
︒
他
方
で
︑
利
用
者
自
身
が
求
め
る
支
援
の
提
供
能

力
と
い
う
点
に
関
し
て
は
︑
他
の
対
面
型
Ｆ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
よ
り
も
評
価
が
厳
し
い
傾
向
に
あ
っ
た
︒
父
母
の
関
係
破
綻
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
諸
問
題
の
複
雑
さ
に
照
ら
せ
ば
︑
こ
れ
は
驚
く

こ
と
で
は
な
い
︒

サ
ー
ビ
ス
従
事
者
は
︑
自
機
関
の
関
連
サ
ー
ビ
ス
提
供
能
力
を
一

般
的
に
高
く
評
価
し
て
い
て
︑
様
々
な
タ
イ
プ
の
家
族
に
対
応
可
能

で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
総
じ
て
自
信
を
有
し
て
い
た
︒
し
か

し
な
が
ら
︑
言
語
及
び
文
化
の
障
壁
に
つ
い
て
は
︑
か
な
り
多
く
の

職
員
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
た
︒
多
く
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
︑

通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
け
れ
ば
︑
そ
の
所
在
地
で
用
い
ら
れ
て

い
る
多
種
多
様
な
言
語
を
カ
バ
ー
で
き
な
い
と
い
う
現
実
を
表
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
︒

以
上
を
要
す
る
に
︑
離
別
後
の
紛
争
へ
の
一
次
的
対
応
と
し
て
は
︑

法
律
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
減
少
し
︑
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
︒

父
母
の
離
別
後
に
お
け
る
子
ど
も
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ
い
て
︑
そ
の

一
次
的
な
把
握
・
対
応
を
家
族
関
係
問
題
の
観
点
か
ら
行
う
割
合
が

拡
大
し
て
い
る
と
い
う
文
化
的
な
変
革
が
見
て
取
れ
る
︒

三

養
育
措
置
の
取
り
決
め
へ
の
経
路

二
〇
〇
六
年
法
制
改
革
以
降
に
離
別
し
た
父
母
の
う
ち
四
分
の
三

近
く
が
︑
子
ど
も
の
養
育
に
関
す
る
問
題
を
離
別
後
約
一
年
以
内
に

解
決
処
理
し
て
い
た
︒
こ
れ
ら
父
母
の
う
ち
︑
半
数
に
は
満
た
な
い

も
の
の
相
当
数
は
︑
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
︑
弁
護
士
ま
た
は

裁
判
所
と
い
っ
た
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
ほ
と
ん
ど
ま
た
は
全
く
利
用
し

て
い
な
か
っ
た
︒
対
し
て
︑
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
場
合
に
お

け
る
︑
そ
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
種
類
数
の
平
均
は
一
人
当
た
り
一
・
八

件
で
あ
っ
た⑥
︒
他
方
︑﹁
問
題
処
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で
あ

る
﹂︵
“still
sortin
g
th
in
g
s
ou
t”︶
と
い
う
父
母
は
全
体
の
五
分

の
一
未
満
で
あ
っ
た
︒
そ
し
て
︑﹁
一
切
未
処
理
で
あ
る
﹂︵
“n
oth
-

in
g
w
as
sorted
ou
t”︶
と
い
う
父
母
は
一
〇
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
︒

養
育
紛
争
解
決
の
主
た
る
手
段
は
他
方
親
と
の
協
議
で
あ
り
︑
次

い
で
多
か
っ
た
の
は
︑
措
置
の
取
り
決
め
は
﹁
た
ま
た
ま
成
立
し

た
﹂︵
“ju
st
h
ap
p
en
ed
”︶
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
︒
こ
の
点
は
︑

父
母
の
離
別
時
期
が
二
〇
〇
六
年
法
制
改
革
以
前
の
ケ
ー
ス
と
以
降

の
ケ
ー
ス
の
両
方
に
共
通
し
て
い
た
︒
既
に
合
意
を
締
結
し
た
父
母
︑

ま
た
は
︑
合
意
を
目
指
し
て
父
母
間
で
協
議
中
で
あ
る
父
母
の
大
半

は
︑
そ
の
合
意
へ
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
は
︑
自
身
︑
元
パ
ー
ト
ナ
ー
︑

そ
し
て
子
ど
も
に
と
っ
て
有
益
な
も
の
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
︒
法

制
改
革
以
前
に
離
別
し
た
父
母
は
︑
法
制
改
革
以
降
に
離
別
し
た
父
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母
に
比
べ
て
︑
弁
護
士
及
び
裁
判
所
を
利
用
し
て
問
題
解
決
ま
た
は

取
り
決
め
の
た
め
の
支
援
を
受
け
る
傾
向
が
非
常
に
高
か
っ
た
︒

多
く
の
離
別
父
母
は
︑
養
育
措
置
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
争
う
こ
と

は
な
か
っ
た
︒
大
半
の
父
母
は
︑
措
置
の
取
り
決
め
に
つ
い
て
私
的

な
方
法
で
交
渉
す
る
こ
と
は
子
ど
も
に
と
っ
て
好
ま
し
い
こ
と
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
︑
交
渉
プ
ロ
セ
ス
へ
の
満
足
度
は
概
ね
高
か
っ
た
︒

ま
た
︑
重
要
な
知
見
と
し
て
︑
二
〇
〇
六
年
七
月
︵
の
法
制
改
革
︑

訳
者
追
加
︶
以
降
に
離
別
し
︑
既
に
養
育
措
置
の
取
り
決
め
に
至
っ

た
父
母
の
う
ち
半
分
が
︑
家
庭
内
暴
力
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
こ
と

も
報
告
し
て
い
た
︵
そ
の
暴
力
の
内
容
と
し
て
は
︑
心
理
的
虐
待
の

み
を
受
け
た
と
い
う
回
答
が
︑
そ
れ
と
共
に
身
体
的
暴
力
も
受
け
た

と
い
う
回
答
の
約
二
倍
で
あ
っ
た
︶︒
他
方
︑
養
育
措
置
の
取
り
決

め
へ
向
け
て
現
に
処
理
の
最
中
か
︑
ま
た
は
︑
未
だ
一
切
未
処
理
と

い
う
父
母
で
は
︑
そ
の
う
ち
約
四
分
の
三
に
暴
力
被
害
の
経
験
が

あ
っ
た
︒
そ
の
う
ち
三
分
の
一
は
身
体
的
暴
力
も
受
け
て
い
た
が
︑

五
分
の
二
強
は
心
理
的
虐
待
の
み
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る⑦
︒

な
お
︑
二
〇
〇
六
年
法
制
改
革
前
後
共
に
︑
支
援
を
求
め
た
離
別

父
母
の
サ
ン
プ
ル
に
お
け
る
そ
の
利
用
し
た
手
続
へ
の
満
足
度
は
︑

Ｆ
Ｄ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
父
母
が
最
も
高
く
︑
裁
判
所
を
利
用

し
た
父
母
が
最
も
低
か
っ
た
︒
弁
護
士
に
支
援
を
求
め
た
父
母
は
︑

大
体
両
者
の
中
間
で
あ
っ
た⑧
︒
こ
の
よ
う
な
利
用
者
の
評
価
パ
タ
ー

ン
に
は
︑
裁
判
所
に
ま
で
行
く
ケ
ー
ス
の
大
半
︑
さ
ら
に
は
︑
そ
れ

程
ま
で
で
は
な
い
と
し
て
も
弁
護
士
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
と
い
う
の

は
︑
非
常
に
困
難
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実

が
現
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
︒

Ｆ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
は
︑
概
し
て
︑
利
用
者
支
援
の
た
め

に
必
要
な
家
族
法
制
改
革
に
関
す
る
知
識
を
十
分
に
備
え
て
い
る
と

自
認
し
て
い
た
が
︑
Ｅ
Ｉ
Ｓ
職
員
は
こ
の
点
に
関
す
る
自
信
度
が
最

も
低
か
っ
た
︒
こ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
は
︑
通
常
︑
自
機
関
に

お
け
る
紹
介
の
プ
ロ
セ
ス
及
び
プ
ロ
ト
コ
ル
に
つ
い
て
自
信
を
有
し

て
い
た
︒
全
般
的
に
︑
と
い
う
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
も
の
の
︑
多

く
の
場
合
︑
自
機
関
に
お
け
る
他
の
Ｆ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
及
び
そ
の

他
諸
サ
ー
ビ
ス
と
の
協
働
体
制
を
高
く
評
価
し
て
い
た
︒
同
時
に
︑

自
機
関
の
利
用
者
の
多
く
が
Ｆ
Ｄ
Ｒ
利
用
の
た
め
の
要
件
に
つ
い
て

明
確
に
理
解
し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
た⑨
︒

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｌ
職
員
は
︑
自
機
関
に
お
け
る
他
の
Ｆ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス

と
の
協
働
体
制
や
紹
介
の
経
路
に
関
す
る
自
己
評
価
が
他
の
サ
ー
ビ

ス
機
関
職
員
よ
り
も
低
か
っ
た

︵
＊

︶
︒
お
そ
ら
く
は
︑
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｌ
が
電
話

12

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
相
対
的
に
孤
立
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
や
︑

多
く
の
件
数
の
電
話
相
談
に
比
較
的
短
時
間
で
対
処
す
る
と
い
う
そ

の
サ
ー
ビ
ス
内
容
ゆ
え
に
︑
同
サ
ー
ビ
ス
の
﹁
外
に
あ
る
︵
“ou
t

th
ere”︶﹂
諸
サ
ー
ビ
ス
の
真
の
内
容
に
つ
い
て
不
明
確
な
点
が
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様
々
生
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
︒

家
族
関
係
支
援
セ
ン
タ
ー
︵
Ｆ
Ｒ
Ｃ
︶
の
窓
口
と
し
て
の
働
き
は
︑

未
だ
十
分
に
確
立
し
て
い
な
い
︒
Ｆ
Ｒ
Ｃ
を
家
族
法
制
度
に
と
っ
て

必
要
不
可
欠
な
存
在
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
は
︑
他
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
全
体
の
う
ち
約
半
数
︑
及
び
︑
実
務
弁
護
士
の
う
ち
約
三
分
の

一
に
過
ぎ
な
か
っ
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
多
く
の
家
族
法
専
門
弁
護

士
が
諸
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
者
を
紹
介
す
る
こ
と
に
抵
抗
感
を
示
し
て

い
た
中
で
︑
他
サ
ー
ビ
ス
へ
の
紹
介
業
務
を
行
っ
て
い
る
弁
護
士
の

多
く
は
︑
Ｆ
Ｒ
Ｃ
へ
の
紹
介
は
他
サ
ー
ビ
ス
へ
の
紹
介
よ
り
も
不
安

が
少
な
い
と
考
え
て
い
た
︒

︵
＊

︶

但
し
︑
セ
ン
タ
ー
リ
ン
ク
︵
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｌ
は
セ
ン
タ
ー
リ
ン
ク

12か
ら
職
員
の
供
給
を
受
け
て
い
る
︶
と
の
協
働
体
制
を
除
く
︒

四

家
族
紛
争
解
決
手
続
︵
Ｆ
Ｄ
Ｒ
︶

Ｆ
Ｄ
Ｒ
は
︑
多
く
の
親
子
に
と
っ
て
有
益
な
も
の
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
︒
法
制
改
革
以
降
に
離
別
し
た
父
母
の
う
ち
︑
父
親
の
三

一
％
及
び
母
親
の
二
六
％
が
﹁
Ｆ
Ｄ
Ｒ
ま
た
は
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
﹂
と
回
答
し
て
い
る⑩
︒
こ
の
回
答
者
グ
ル

ー
プ
中
約
五
分
の
二
は
Ｆ
Ｄ
Ｒ
に
お
い
て
合
意
に
達
し
︑
そ
の
大
多

数
は
L
S
S
F
W
1
2008
調
査
時
点
︵
離
別
か
ら
約
一
年
後
︶
で
も
な

お
合
意
内
容
通
り
の
措
置
を
行
っ
て
い
た⑪
︒
他
方
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
に
お
い

て
合
意
に
達
し
な
か
っ
た
父
母
も
︑
そ
の
大
半
が
同
調
査
時
点
で
既

に
紛
争
を
解
決
し
て
い
た
︒
Ｆ
Ｄ
Ｒ
が
直
接
合
意
に
結
び
つ
い
た
か

否
か
に
か
か
わ
ら
ず
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
︑
そ
し
て
︑

紛
争
を
解
決
す
る
に
至
っ
た
父
母
の
大
多
数
は
︑
そ
の
紛
争
解
決
は

主
に
当
事
者
間
の
協
議
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
た
︒
こ

の
回
答
結
果
は
︑
自
律
的
な
紛
争
解
決
へ
向
け
て
紛
争
当
事
者
を
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
す
る
︑
と
い
う
Ｆ
Ｄ
Ｒ
の
主
た
る
目
的
に
合
致
し

て
い
る
︒
ち
な
み
に
︑
父
母
が
Ｆ
Ｄ
Ｒ
の
時
点
で
合
意
に
達
す
る
こ

と
な
く
︑
証
書
の
交
付
を
受
け
た
︵
す
な
わ
ち
裁
判
制
度
の
﹁
利
用

資
格
﹂︵
“en
try
”︶
を
付
与
さ
れ
た
︶
と
い
う
ケ
ー
ス
は
︑
問
題
の

解
決
ま
た
は
紛
争
に
関
す
る
取
り
決
め
に
至
っ
た
割
合
が
最
も
低
か

っ
た⑫
︒

Ｆ
Ｒ
Ｃ
へ
と
紹
介
さ
れ
た
紛
争
の
大
多
数
は
︑
複
雑
な
ケ
ー
ス
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
実
際
の
と
こ
ろ
︑
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
︑
過
去
若
し

く
は
現
在
に
お
け
る
暴
力
︑
恐
怖
︑
ま
た
は
機
能
不
全
行
動
の
経
験

の
た
め
に
︑
和
解
が
幾
ら
か
困
難
に
な
っ
て
い
る
非
常
に
多
く
の
父

母
に
と
っ
て
︑
初
期
段
階
に
お
け
る
支
援
へ
の
窓
口
と
な
っ
て
い
た⑬
︒

Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
︑
一
部
の
弁
護
士
か
ら
は
︑
複
雑
な
ケ
ー
ス
を
効
果
的
に

仕
分
け
し
て
他
サ
ー
ビ
ス
へ
と
紹
介
す
る
た
め
の
最
も
合
理
的
な
窓

口
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
︒
困
難
な
ケ
ー
ス
を
Ｆ
Ｒ
Ｃ
ま
た
は
Ｆ

Ｄ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
へ
紹
介
す
る
こ
と
は
︑
一
つ
の
保
険
と
し
て
見
ら
れ
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て
い
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
判
明
し
て
い
る
︒
例
え
ば
︑
中

に
は
二
〇
〇
六
年
法
第
六
〇
条
Ⅰ
九
項
規
定
の
例
外
の
要
件
を
満
た

す
こ
と
が
明
ら
か
な
ケ
ー
ス
が
あ
っ
て
も
︑
弁
護
士
は
裁
判
所
に
お

い
て
同
例
外
要
件
の
充
足
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
確
信
を
必
ず
し
も

持
て
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
︑
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
︑

Ｆ
Ｄ
Ｒ
士
か
ら
証
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
︒
他
方

で
︑
例
外
要
件
を
お
そ
ら
く
は
充
足
す
る
で
あ
ろ
う
父
母
に
つ
い
て
︑

Ｆ
Ｄ
Ｒ
を
開
始
し
︑
更
に
／
ま
た
は
Ｆ
Ｄ
Ｒ
を
完
了
さ
せ
る
場
合
も

あ
る⑭
︒

こ
の
よ
う
に
紛
争
解
決
を
め
ぐ
る
判
断
の
難
易
度
と
し
て
最
も
困

難
な
部
類
に
属
す
る
ケ
ー
ス
に
関
し
て
︑﹁
最
善
の
﹂
経
路
を
予
測

す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
︒
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
中
に
は
︑

Ｆ
Ｄ
Ｒ
の
利
用
ま
た
は
合
意
の
締
結
を
強
制
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
た

と
回
答
す
る
者
も
見
ら
れ
た
︒
し
か
し
︑
同
じ
く
複
雑
な
家
族
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
他
の
利
用
者
か
ら
は
︑
そ

れ
と
は
異
な
る
回
答
結
果
も
得
ら
れ
た
︒
Ｆ
Ｄ
Ｒ
の
更
な
る
発
展
を

目
指
し
て
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
士
の
資
格
認
定
用
に
︑
新
た
な
ス
キ
ル
を
組
み

込
ん
だ
訓
練
が
用
意
さ
れ
て
い
る
︒

統
計
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
︑
弁
護
士
の
利
用
と
Ｆ
Ｄ
Ｒ
の
利
用
と
は

か
な
り
重
複
し
て
い
る
︒
弁
護
士
が
果
た
す
べ
き
利
用
者
の
代
弁
人

と
し
て
の
役
割
は
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
士
の
業
務
に
対
し
て
補
完
的
ま
た
は
競

合
的
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
︒
従
っ
て
︑
弁
護
士
・
Ｆ
Ｄ
Ｒ

従
事
者
間
︑
及
び
︑
弁
護
士
・
支
援
サ
ー
ビ
ス
部
門
間
に
お
い
て
︑

Ｆ
Ｄ
Ｒ
に
対
す
る
責
任
体
制
と
し
て
の
協
働
的
な
取
り
組
み
を
推
進

す
る
施
策
を
講
じ
れ
ば
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
は
高
ま
る
で
あ

ろ
う
︒
Ｆ
Ｄ
Ｒ
従
事
者
及
び
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
部
門
職
員
に
お
い
て
︑

自
機
関
利
用
者
の
4
藤
増
幅
と
信
頼
低
下
を
互
い
に
招
く
こ
と
の
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
︑
機
関
相
互
の
協
働
的
な
取
り
組
み
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

統
計
デ
ー
タ
か
ら
は
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
及
び
サ
ー
ビ
ス
部
門
一
般
に
対
す

る
弁
護
士
の
根
強
い
懸
念
が
読
み
取
れ
る
︒
し
か
し
︑
他
方
で
は
︑

特
に
地
域
の
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
︑
弁
護
士
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
従
事
者
及
び

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
が
︑
元
パ
ー
ト
ナ
ー
間
に
お
け
る
︑
子
ど

も
の
成
長
発
達
の
手
助
け
に
な
る
よ
う
な
離
別
後
の
措
置
の
取
り
決

め
を
目
指
し
て
︑
協
働
し
て
い
た
ケ
ー
ス
も
数
多
く
存
在
し
て
い
た
︒

五

世
話
時
間⑮
に
関
す
る
措
置
の
取
り
決
め
│
│
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

意
見
、
各
種
措
置
の
実
施
割
合
及
び
持
続
性
、
並
び
に
、
経
年

的
な
傾
向
に
つ
い
て

二
〇
〇
六
年
家
族
法
制
改
革
の
主
た
る
目
標
は
︑
子
ど
も
は
家
庭

内
暴
力
ま
た
は
児
童
虐
待
か
ら
保
護
さ
れ
る
と
い
う
条
件
の
下
︑
父

母
が
離
別
後
も
共
に
子
ど
も
の
生
活
に
よ
り
多
く
関
与
す
る
よ
う
に
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促
進
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
︒﹁
関
与
﹂
の
具
体
的
な
内
容
は
︑

次
の
通
り
で
あ
る
︒
⒜
可
能
な
場
合
は
泊
ま
り
が
け
で
︑
子
ど
も
を

一
次
的
に
世
話
す
る
こ
と
︑
⒝
子
ど
も
の
生
活
ス
タ
イ
ル
全
般
及
び

福
祉
に
関
わ
る
諸
決
定
に
寄
与
す
る
こ
と
︑
並
び
に
︑
⒞
子
ど
も
を

扶
養
す
る
こ
と
等
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
﹁
父
母
の
関
与
﹂
は
﹁
親

責
任
﹂︵
“p
aren
tal
resp
on
sib
ility
”︶
の
行
使
と
重
な
る
と
こ
ろ

が
あ
る
が
︑﹁
関
与
﹂
は
﹁︵
実
際
に
︶
生
じ
る
こ
と
﹂︵
“w
h
at

h
ap
p
en
s”︶
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
に
対
し
て
︑﹁
責
任
﹂︵
“re-

sp
on
sib
ility
”︶
は
責
任
ま
た
は
義
務
の
観
念
を
示
す
も
の
で
あ
る
︒

こ
こ
で
は
︑
父
母
が
離
別
後
に
子
ど
も
と
共
に
過
ご
す
時
間
に
つ

い
て
説
明
す
る
︒
次
の
六
で
は
︑
子
ど
も
の
世
話
時
間
に
関
す
る
措

置
の
取
り
決
め
に
つ
い
て
︑
そ
の
交
渉
プ
ロ
セ
ス
や
各
世
話
時
間
の

措
置
ご
と
の
家
族
の
特
徴
に
焦
点
を
当
て
︑
七
で
は
︑
子
ど
も
に
関

す
る
決
定
及
び
子
ど
も
の
扶
養
へ
の
父
母
の
関
与
に
着
目
す
る
︒

な
お
︑
本
評
価
事
業
に
お
い
て
は
︑﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂

︵
“sh
ared
care
tim
e”︶
と
は
︑
子
ど
も
が
父
母
各
々
の
許
で
︑
一

年
の
う
ち
三
五
～
六
五
％
の
夜
を
過
ご
す
と
い
う
状
況
を
指
し
︵
児

童
扶
養
制
度
︵
th
e
C
h
ild
S
u
p
p
ort
S
ch
em
e︶
上
の
分
類
に
従
っ

て
い
る
︶︑﹁
世
話
時
間
の
均
分
﹂︵
“eq
u
al
care
tim
e”︶
と
は
︑

子
ど
も
が
父
母
各
々
の
許
で
四
八
～
五
二
％
の
夜
を
過
ご
す
と
い
う

状
況
を
指
す
︒

一
八
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
父
母
の
大
半
は
︑
離
別
後
も
父
母

各
々
が
子
ど
も
へ
の
関
与
を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
子
ど
も
に
と
っ
て

有
益
で
あ
る
と
い
う
点
に
賛
成
し
て
い
た
︵
二
〇
〇
九
年
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
八
一
％
︶︒
二
〇
〇
六
年
時
点
で
は
︑
離
別
後
も
父
母

各
々
が
子
ど
も
へ
の
関
与
を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
子
ど
も
に
と
っ
て

有
益
で
あ
る
と
考
え
る
父
母
の
割
合
は
︑
こ
れ
よ
り
も
若
干
低
か
っ

た
︵
七
七
％

︵
＊

︶
︶︒
こ
の
割
合
の
増
加
は
︑
父
母
の
継
続
的
な
関
与
の

13

重
要
性
に
対
す
る
確
信
の
高
ま
り
と
い
う
小
さ
な
文
化
的
変
革
を
表

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
︑
こ
の
傾
向
が
今
後
も
持
続
す
る
の
か
︑

あ
る
い
は
︑
揺
ら
ぎ
や
す
い
意
見
パ
タ
ー
ン
の
一
端
の
現
れ
に
過
ぎ

な
い
の
か
を
判
断
す
る
に
は
︑
更
な
る
観
察
が
必
要
で
あ
る
︒
加
え

て
︑
二
〇
〇
九
年
調
査
に
お
い
て
は
︑
大
半
の
父
母
が
︑
た
と
え
三

歳
未
満
の
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
︑
父
母
各
々
と
大
体
半
分
ず
つ
の
時

間
を
共
に
過
ご
す
こ
と
が
適
切
な
場
合
が
あ
る
と
考
え
て
い
た⑯
︒

父
母
が
離
別
し
た
子
ど
も
全
体
の
う
ち
︑﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂

を
行
う
子
ど
も
が
占
め
る
割
合
は
︑
二
〇
〇
六
年
法
制
改
革
以
降
に

増
加
し
た
︒
こ
の
点
は
︑
離
別
父
母
︑
Ｃ
Ｓ
Ａ
及
び
裁
判
所
資
料
を

対
象
と
し
た
各
調
査
の
統
計
デ
ー
タ
の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
︒
裁
判
所
資
料
の
統
計
デ
ー
タ
か
ら
は
︑
特
に
裁
判
所
の

決
定
に
よ
り
紛
争
が
終
結
し
た
ケ
ー
ス
に
お
け
る
そ
の
増
加
が
著
し

か
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
︒
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し
か
し
な
が
ら
︑﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
う
ケ
ー
ス
の
割
合

増
加
は
法
制
改
革
の
か
な
り
以
前
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
︑
国
際
的
な

傾
向
の
一
端
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る⑰
︒
二
〇
〇
六
年
の
法
制
改
革

で
﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
の
増
加
に
拍
車
が
か
か
っ
た
否
か
は
︑
こ

の
傾
向
に
つ
い
て
の
更
な
る
検
証
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ

う
︒

﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
う
ケ
ー
ス
が
全
体
に
占
め
る
割
合
が
増

加
し
て
い
る
と
は
い
え
︑
実
際
に
こ
れ
を
行
っ
て
い
る
子
ど
も
は
ご

く
少
数
派
で
あ
る
︒
L
S
S
F
W
1
2008
調
査
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
︑
二
〇
〇
六
年
七
月
～
二
〇
〇
八
年
九
月
の
間
に
父
母
が
離
別
し

た
︵
さ
ら
に
は
︑
二
〇
〇
七
年
に
Ｃ
Ｓ
Ａ
に
登
録
さ
れ
た
︶
子
ど
も

の
う
ち
︑
一
六
％
が
﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
っ
て
い
た
が
︑
そ

の
割
合
は
子
ど
も
の
年
齢
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
が
あ
っ
た

︵
＊

︶
︒
具
体

14

的
に
は
︑
子
ど
も
の
年
齢
ご
と
に
次
の
よ
う
な
割
合
で
あ
っ
た⑱
︒

・
三
歳
未
満
の
子
ど
も
：

八
％

・
三
～
四
歳
の
子
ど
も
：

二
〇
％

・
五
～
一
一
歳
の
子
ど
も
：

二
六
％

・
一
二
～
一
四
歳
の
子
ど
も
：
二
〇
％

・
一
五
～
一
七
歳
の
子
ど
も
：
一
一
％

大
半
の
子
ど
も
は
︑
ほ
と
ん
ど
の
夜
ま
た
は
毎
夜
︑
母
親
の
許
で

過
ご
し
て
お
り
︑
毎
夜
母
親
の
許
で
過
ご
す
と
い
う
子
ど
も
が
全
体

の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
た
︒
父
親
の
許
に
一
切
宿
泊
し
な
い
子
ど

も
の
う
ち
三
分
の
二
は
日
中
に
父
親
と
面
会
し
て
い
た
が
︑
残
り
の

三
分
の
一
は
父
親
と
一
切
面
会
し
て
い
な
か
っ
た⑲
︒

ま
た
︑
二
〇
〇
四
年
一
月
～
二
〇
〇
五
年
六
月
に
離
別
し
た
父
母

に
焦
点
を
当
て
た

L
B
S
2009
調
査
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
︑
離

別
か
ら
約
四
～
五
年
経
過
時
点
で
の
継
続
率
が
最
も
高
い
世
話
時
間

の
配
分
は
︑︵
子
ど
も
が
主
に
︑
ま
た
は
︑
専
ら
母
親
の
許
で
暮
ら

す
と
い
う
︶
伝
統
的
な
措
置
で
あ
っ
た
︒
次
い
で
継
続
率
が
高
か
っ

た
の
は
︑﹁
世
話
時
間
の
均
分
﹂
の
措
置
で
あ
っ
た
︒
そ
し
て
︑
こ

れ
と
同
程
度
の
継
続
率
と
思
わ
れ
た
の
は
︑
子
ど
も
が
父
親
よ
り
も

母
親
の
許
で
多
く
の
夜
︵
年
間
五
三
～
六
五
％
︶
を
過
ご
す
形
で
の

﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂︑
及
び
︑
子
ど
も
が
父
親
の
許
で
六
六
～
一
〇

〇
％
の
夜
を
過
ご
す
と
い
う
配
分
情
況
で
あ
っ
た
︒

要
す
る
に
︑
子
ど
も
が
父
親
よ
り
も
母
親
の
許
で
多
く
の
夜
を
過

ご
す
と
い
う
伝
統
的
な
世
話
時
間
の
配
分
は
︑
依
然
と
し
て
最
も
多

く
︑
か
つ
︑
離
別
か
ら
四
～
五
年
経
過
時
点
に
お
い
て
最
も
安
定
し

た
配
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る⑳
︒
し
か
し
な
が
ら
︑﹁
世
話
時
間

の
分
担
﹂
ケ
ー
ス
は
︑
離
別
父
母
全
般
及
び
訴
訟
で
争
っ
た
父
母
│

特
に
裁
判
所
の
決
定
に
よ
っ
て
紛
争
が
決
着
し
た
ケ
ー
ス
│
の
双
方

に
お
い
て
増
加
し
て
い
る
︒

︵
＊

︶

二
〇
〇
六
年
及
び
二
〇
〇
九
年
実
施
の
Ｇ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
調
査
の
統

13
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計
デ
ー
タ
に
よ
る
︒

︵
＊

︶

L
S
S
F
W
1
2008
調
査
に
お
い
て
︑
一
八
歳
未
満
の
子
ど
も

14が
複
数
い
た
父
母
に
つ
い
て
は
︑
子
ど
も
の
世
話
時
間
の
措
置

︵
そ
の
他
子
ど
も
の
福
祉
等
の
子
ど
も
に
関
す
る
様
々
な
事
項
︶
は

複
数
い
る
子
ど
も
の
う
ち
一
人
の
み
に
関
す
る
も
の
と
し
た
︵
当

該
子
ど
も
を
﹁
調
査
対
象
た
る
子
ど
も
﹂︵
“focu
s
ch
ild
”︶
と
称

す
る
︶︒
L
B
S
2009
調
査
に
つ
い
て
も
同
様
の
扱
い
と
し
た
︒

六

世
話
時
間
の
配
分
│
│
交
渉
の
在
り
方
及
び
家
族
の
特
徴
に
つ

い
て

L
S
S
F
W
1
2008
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
家
族
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の

諸
事
情
に
応
じ
て
多
様
な
世
話
時
間
の
措
置
を
行
っ
て
い
た
︒
例
え

ば
︑
離
別
後
に
お
け
る
世
話
時
間
の
配
分
と
︑
離
別
前
に
お
け
る
子

ど
も
の
日
常
生
活
へ
の
他
方
親
の
関
与
度
に
関
す
る
回
答
結
果
と
の

間
に
は
︑
密
接
な
相
関
が
存
在
し
て
い
た
︒
離
別
前
に
お
け
る
親
の

関
与
度
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
︑
離
別
後
に
お
け
る
そ
の
親
の
世
話

時
間
も
平
均
的
に
長
か
っ
た
の
で
あ
る
︒

父
親
が
調
査
対
象
た
る
子
ど
も
と
共
に
夜
を
過
ご
す
こ
と
の
な
い

グ
ル
ー
プ
は
︑
そ
の
中
で
も
さ
ら
に
︑
父
親
が
日
中
に
子
ど
も
の
世

話
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と
父
親
が
子
ど
も
に
一
切
会
う
こ
と
の
な

い
グ
ル
ー
プ
の
二
通
り
に
分
け
ら
れ
る
︒
こ
れ
ら
の
父
母
は
年
齢
が

比
較
的
若
く
︑
子
ど
も
の
誕
生
時
に
お
け
る
カ
ッ
プ
ル
の
同
居
率
が

全
グ
ル
ー
プ
中
で
最
低
で
あ
っ
た
︒
こ
の
二
グ
ル
ー
プ
間
に
は
明
確

な
社
会
人
口
学
的
類
似
性
が
あ
っ
た
も
の
の
︑
父
母
の
住
居
地
間
の

距
離
︑
養
育
措
置
に
関
す
る
解
決
処
理
の
在
り
方
及
び
家
族
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
っ
て
い
た
︒

第
一
に
︑
子
ど
も
に
一
切
会
っ
て
い
な
い
父
親
は
︑
日
中
の
み
子

ど
も
の
世
話
を
し
て
い
る
父
親
に
比
べ
て
︑
子
ど
も
の
母
親
の
居
所

か
ら
二
〇
㎞
以
内
ま
た
は
時
間
に
し
て
車
で
三
〇
分
以
内
の
場
所
に

住
ん
で
い
る
割
合
が
低
か
っ
た
︵
前
者
の
父
親
グ
ル
ー
プ
で
は
︑
父

親
が
母
親
の
居
所
か
ら
少
な
く
と
も
五
〇
〇
㎞
ま
た
は
車
で
六
時
間

の
場
所
に
住
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が
全
体
の
約
三
分
の
一
を
占
め
た
︶︒

ま
た
︑
子
ど
も
に
一
切
会
っ
て
い
な
い
父
親
は
︑
日
中
の
み
子
ど
も

の
世
話
を
し
て
い
る
父
親
に
比
べ
て
︑
す
で
に
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー

関
係
を
結
ん
で
い
る
割
合
が
高
か
っ
た
︒

第
二
に
︑
父
親
に
一
切
会
っ
て
い
な
い
子
ど
も
の
父
母
で
は
︑
日

中
の
み
父
親
の
世
話
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
の
父
母
と
比
較
し
て
︑

養
育
措
置
の
取
り
決
め
に
つ
い
て
既
に
決
着
が
付
い
て
い
る
と
い
う

回
答
割
合
が
低
か
っ
た
︒
そ
し
て
︑
養
育
措
置
の
取
り
決
め
に
つ
い

て
既
に
決
着
が
付
い
て
い
る
場
合
も
︑
主
に
父
母
間
の
協
議
に
よ
っ

て
決
着
が
付
い
た
と
い
う
回
答
割
合
が
低
く
︑
そ
れ
よ
り
も
養
育
措

置
は
﹁
た
ま
た
ま
成
立
し
た
﹂︵
“ju
st
h
ap
p
en
ed
”︶
と
い
う
回
答

割
合
の
方
が
高
か
っ
た
︒

オーストラリア二〇〇六年家族法制改革評価報告書（要約版）（翻訳）

69



第
三
に
︑
家
族
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
関
し
て
︑
父
親
に
一
切
会
っ
て

い
な
い
子
ど
も
の
父
母
の
回
答
で
は
︑
父
母
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
頻
度
が
よ
り
少
な
い
と
共
に
︑
父
母
間
の
関
係
に
つ
い
て
高

度
な
4
藤
ま
た
は
恐
怖
を
孕
ん
で
い
る
と
形
容
す
る
傾
向
が
高
く
︑

友
好
的
ま
た
は
協
力
的
な
関
係
と
評
す
る
割
合
が
低
か
っ
た
︒
こ
の

点
と
矛
盾
な
く
︑
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
父
母
は
︑
子
ど
も
が
日
中
の
み

父
親
に
会
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
父
母
よ
り
も
︑
他
方
親
か
ら
の
身

体
的
虐
待
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
と
い
う
回
答
割
合
が
高
か
っ
た
︒

ま
た
︑
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
父
親
は
︑
日
中
の
み
子
ど
も
の
世
話
を
し

て
い
る
父
親
と
比
較
し
て
︑
心
理
的
虐
待
の
み
を
受
け
た
経
験
が
あ

る
と
い
う
回
答
割
合
が
高
か
っ
た
︒

面
会
交
流
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
父
母
自
身
の
安
全
面
ま
た
は
子
ど

も
の
安
全
面
に
関
す
る
懸
念
を
訴
え
る
割
合
も
︑
父
親
に
日
中
の
み

会
っ
て
い
る
子
ど
も
の
父
母
よ
り
も
︑
父
親
に
一
切
会
っ
て
い
な
い

子
ど
も
の
父
母
の
方
が
高
か
っ
た
︒
離
別
前
に
精
神
的
健
康
の
問
題
︑

ア
ル
コ
ー
ル
そ
の
他
薬
物
の
濫
用
の
懸
念
︑
及
び
︑
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等

の
依
存
症
の
懸
念
を
抱
え
て
い
た
と
い
う
回
答
割
合
も
︑
や
は
り
︑

父
親
に
日
中
の
み
会
っ
て
い
る
子
ど
も
の
父
母
よ
り
も
父
親
に
一
切

会
っ
て
い
な
い
子
ど
も
の
父
母
︵
特
に
母
親
︶
の
方
が
高
か
っ
た
︒

全
体
的
に
︑
以
上
の
よ
う
な
家
族
機
能
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

は
︑
父
親
が
日
中
の
み
子
ど
も
の
世
話
を
し
て
い
る
家
族
と
父
親
が

一
年
の
う
ち
わ
ず
か
な
夜
︵
年
間
一
～
三
四
％
の
夜
︶
の
み
子
ど
も

を
世
話
し
て
い
る
家
族
と
の
間
に
類
似
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
︒

子
ど
も
が
父
親
に
一
切
会
っ
て
い
な
い
家
族
は
︑
他
の
大
半
の
家
族

グ
ル
ー
プ
と
比
較
し
て
︑
家
族
機
能
に
関
す
る
問
題
点
を
抱
え
て
い

る
傾
向
に
あ
っ
た
︒

﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
っ
て
い
る
父
母
は
︑
自
身
の
養
育
措

置
が
子
ど
も
及
び
父
母
に
と
っ
て
有
益
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
割

合
が
︑
他
の
世
話
時
間
の
配
分
を
行
っ
て
い
る
父
母
と
同
程
度
か
︑

ま
た
は
︑
そ
れ
よ
り
高
か
っ
た
︵﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
っ
て

い
て
︑
同
措
置
の
父
母
及
び
子
ど
も
の
三
者
全
員
に
と
っ
て
持
つ
意

味
の
評
価
を
行
っ
た
父
母
の
う
ち
七
〇
～
八
〇
％
は
︑
同
措
置
は
父

母
及
び
子
ど
も
の
三
者
全
員
に
と
っ
て
有
益
な
も
の
で
あ
る
と
評
価

し
た
︶︒﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
っ
て
い
る
父
母
の
大
多
数
は
︑

父
母
間
の
関
係
は
友
好
的
ま
た
は
協
力
的
な
も
の
で
あ
る
と
答
え
た

が
︑
父
親
が
子
ど
も
と
共
に
過
ご
す
夜
が
よ
り
少
な
い
家
族
ま
た
は

父
親
が
日
中
の
み
子
ど
も
の
世
話
を
し
て
い
る
家
族
︵
特
に
後
者
グ

ル
ー
プ
︶
の
父
母
と
比
較
す
る
と
︑
家
族
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
め
ぐ
る

問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
回
答
割
合
が
高
か
っ
た
︒
例
え
ば
︑
父

親
が
日
中
の
み
子
ど
も
を
世
話
し
て
い
る
家
族
と
比
較
す
る
と
︑

﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
っ
て
い
る
家
族
で
は
︑
離
別
前
に
何
ら

か
の
形
で
家
庭
内
暴
力
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
と
回
答
す
る
傾
向
が
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父
母
共
に
高
か
っ
た
︒

大
体
の
と
こ
ろ
︑
現
在
の
他
方
親
と
の
面
会
交
流
に
伴
う
不
安
と

共
に
︑
離
別
前
に
暴
力
を
受
け
た
経
験
や
精
神
的
健
康
に
関
す
る
問

題
認
識
︑
ア
ル
コ
ー
ル
そ
の
他
薬
物
濫
用
ま
た
は
一
定
の
嗜
癖
行
動

が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
回
答
は
︑
他
の
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
︑
子
ど

も
が
父
親
に
一
切
会
っ
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
子
ど
も
が
母
親

と
共
に
過
ご
す
時
間
が
わ
ず
か
で
あ
る
か
︑
若
し
く
は
︑
一
切
な
い

と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
父
母
に
お
い
て
多
く
見
ら
れ
た
︒
以
上
の
よ
う

な
結
果
は
︑
子
ど
も
の
福
祉
を
保
護
す
る
と
い
う
家
族
法
制
度
の
目

標
に
適
っ
て
は
い
る
が
︑
裏
を
返
せ
ば
︑﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を

行
っ
て
い
る
子
ど
も
達
の
半
数
ま
で
は
い
か
ず
と
も
相
当
数
に
お
い

て
︑
家
庭
内
暴
力
に
見
舞
わ
れ
た
経
験
が
あ
っ
た
り
︑
そ
の
安
全
面

に
関
す
る
懸
念
を
一
方
親
が
抱
い
て
い
た
り
︑
さ
ら
に
は
︑
機
能
不

全
的
な
父
母
の
振
る
舞
い
及
び
関
係
に
さ
ら
さ
れ
た
り
し
て
い
る
︑

と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

七

親
責
任
│
│
子
ど
も
に
関
す
る
諸
事
項
の
決
定
及
び
扶
養

共
同
親
責
任
は
ど
の
程
度
行
わ
れ
て
い
る
か
︑
と
い
う
点
に
つ
い

て
の
分
析
は
︑
離
別
父
母
を
子
ど
も
の
生
活
へ
よ
り
一
層
関
与
さ
せ

よ
う
と
い
う
政
策
目
標
の
達
成
度
を
評
価
す
る
た
め
に
最
も
重
要
で

あ
る
︒
本
評
価
事
業
に
お
い
て
は
︑︵
L
S
S
F
W
1
2008
調
査
の
一

端
と
し
て
︑︶
子
ど
も
の
長
期
的
な
成
長
発
達
及
び
福
祉
に
影
響
を

及
ぼ
す
重
要
な
事
項
に
関
す
る
決
定
を
父
母
が
共
同
で
行
っ
て
い
る

か
否
か
︑
並
び
に
︑
子
ど
も
の
扶
養
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
し
た

︵
＊

︶
︒

15

⑴

父
母
に
よ
る
共
同
決
定㉑

父
母
に
よ
る
共
同
決
定
は
︑
子
ど
も
が
ほ
と
ん
ど
ま
た
は
全
て
の

夜
を
一
方
親
の
許
で
過
ご
す
と
い
う
世
話
時
間
の
配
分
を
行
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
よ
り
も
︑﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

に
お
い
て
遙
か
に
多
い
︒
例
え
ば
︑
子
ど
も
の
教
育
に
関
す
る
決
定

を
父
母
が
共
同
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
回
答
割
合
は
︑
子
ど
も
に
日

中
の
み
会
っ
て
い
る
父
親
で
は
三
二
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
に
対
し

て
︑﹁
世
話
時
間
の
均
分
﹂︵
子
ど
も
が
父
母
各
々
の
許
で
年
間
四
八

～
五
二
％
の
夜
を
過
ご
し
て
い
る
︶
を
行
っ
て
い
る
父
親
で
は
全
体

の
七
九
％
を
占
め
た
︒

ま
た
︑
父
母
に
よ
る
共
同
決
定
は
︑
離
別
前
に
父
親
が
子
ど
も
の

日
常
の
活
動
に
ど
の
程
度
関
与
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
も
密
接

に
関
連
し
て
い
た
︒
す
な
わ
ち
︑
離
別
前
の
父
親
に
よ
る
関
与
の
レ

ベ
ル
が
高
い
ほ
ど
︑
離
別
後
に
子
ど
も
に
関
す
る
決
定
を
父
母
共
同

で
行
っ
て
い
る
と
い
う
回
答
割
合
が
大
き
い
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
あ

る
︒父

母
に
よ
る
共
同
決
定
は
︑
離
別
父
母
が
共
に
子
ど
も
の
生
活
に
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関
与
し
続
け
る
た
め
の
重
要
な
手
段
に
な
る
が
︑
家
庭
内
暴
力
の
危

険
が
存
在
す
る
場
合
に
は
︑
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
削
が
れ
て
し
ま
う
︒

子
ど
も
の
他
方
親
か
ら
心
理
的
虐
待
若
し
く
は
身
体
的
暴
力
︵
特
に

後
者
︶
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
︑
ま
た
は
︑
現
在
︑
他
方
親
と
の
面

会
交
流
に
関
し
て
安
全
面
の
懸
念
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
回
答
の
あ

っ
た
ケ
ー
ス
で
は
︑
父
母
に
よ
る
共
同
決
定
を
行
っ
て
い
る
と
の
回

答
は
少
な
く
な
る
︒
し
か
し
︑
そ
れ
で
も
な
お
︑
過
去
に
お
け
る
家

庭
内
暴
力
の
経
験
ま
た
は
現
在
の
安
全
面
の
懸
念
を
訴
え
た
父
母
の

大
部
分
が
︑
共
同
決
定
を
行
っ
て
い
る
と
答
え
て
い
た
︒
例
え
ば
︑

安
全
面
の
懸
念
を
抱
い
て
い
る
母
親
の
う
ち
三
七
％
が
︑
教
育
に
関

す
る
決
定
を
父
母
共
同
で
行
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
︒

決
定
の
実
際
の
在
り
方
に
関
す
る
父
母
の
回
答
は
実
に
様
々
な
も

の
で
あ
っ
た
が
︑
親
責
任
に
関
す
る
法
的
命
令
に
お
い
て
は
︑
法
律

上
の
決
定
権
限
を
父
母
双
方
に
付
与
し
よ
う
と
い
う
二
〇
〇
六
年
法

制
改
革
以
前
か
ら
の
強
力
な
潮
流
が
現
れ
て
い
る
︒
共
同
親
責
任
命

令
が
行
わ
れ
る
程
度
に
重
要
な
変
化
が
生
じ
た
と
い
う
証
左
は
な
い
︒

な
お
︑
裁
判
所
の
決
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
命
令
は
︑
合
意
命
令
よ
り

も
︑
父
母
の
一
方
︵
母
親
が
多
い
︶
に
決
定
権
限
を
付
与
す
る
傾
向

が
高
い
︒
一
方
親
が
決
定
権
限
か
ら
排
除
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て

は
︑
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
の
懸
念
が
存
在
し
て
い
る
の
が
通

常
で
あ
る㉒
︒

︵
＊

︶

本
評
価
事
業
の
検
討
対
象
た
る
決
定
と
は
︑
子
ど
も
の
教

15育
・
健
康
管
理
・
宗
教
的
及
び
文
化
的
な
紐
帯
︑
並
び
に
︑
ス
ポ
ー

ツ
及
び
社
会
活
動
に
関
す
る
決
定
で
あ
る
︒

⑵

離
別
後
の
扶
養

父
母
の
離
別
後
も
子
ど
も
の
扶
養
を
継
続
す
る
と
い
う
こ
と
は
︑

父
母
の
子
ど
も
へ
の
関
与
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
重
要
な
側
面
で
あ

る
︒
子
ど
も
の
養
育
費
支
払
義
務
を
負
う
父
母㉓
の
過
半
数
が
︑︵
支

払
額
及
び
時
期
の
両
方
で
︶
そ
の
義
務
を
完
全
に
果
た
し
て
い
る
と

回
答
し
て
い
た
︒
そ
の
よ
う
な
回
答
は
養
育
費
受
領
者
側
よ
り
も
支

払
義
務
者
側
︵
特
に
父
親
︶
に
多
い
傾
向
が
あ
っ
た
︒
子
ど
も
が
主

に
母
親
と
共
に
暮
ら
し
て
い
る
ケ
ー
ス
に
お
け
る
養
育
費
支
払
者
た

る
父
親
と
受
領
者
た
る
母
親
で
は
︑﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
及
び
子
ど
も
が
主
に
父
親
と
共
に
暮
ら
し
て
い
る

ケ
ー
ス
の
父
母
よ
り
も
︑
養
育
費
の
支
払
い
ま
た
は
受
領
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
回
答
割
合
が
高
か
っ
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
子
ど
も
の

養
育
費
支
払
義
務
の
遵
守
と
世
話
時
間
の
配
分
と
の
間
に
明
白
な
相

関
は
な
か
っ
た
︒

支
払
額
ま
た
は
支
払
時
期
の
各
点
に
つ
い
て
支
払
義
務
を
遵
守
し

て
い
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
は
比
較
的
ま
れ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た

が
︑
支
払
者
た
る
父
親
の
二
一
％
は
︑
支
払
額
・
時
期
共
に
義
務
通
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り
に
支
払
っ
て
い
な
い
と
回
答
し
た
︒
子
ど
も
に
関
す
る
決
定
を
共

同
で
行
っ
て
い
る
父
母
は
︑
そ
う
で
な
い
父
母
よ
り
も
︑
支
払
義
務

を
全
う
し
て
い
る
と
の
回
答
割
合
が
高
か
っ
た㉔
︒

父
母
は
概
し
て
︑
現
在
の
子
ど
も
の
養
育
費
支
払
い
は
︑
自
身
及

び
他
方
親
に
と
っ
て
公
平
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
︒
但
し
︑

自
身
に
と
っ
て
公
平
で
あ
る
と
い
う
そ
の
認
識
は
︑
回
答
者
の
立
場

が
支
払
者
側
か
受
領
者
側
か
と
い
う
こ
と
や
︑
世
話
時
間
の
配
分
︑

及
び
︑
子
ど
も
に
関
す
る
決
定
の
実
際
の
在
り
方
に
よ
っ
て
様
々
に

異
な
っ
て
い
た
︒
例
え
ば
︑
養
育
費
に
関
す
る
措
置
は
自
身
に
と
っ

て
公
平
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
割
合
は
︑
受
領
者
た
る
母
親

よ
り
支
払
者
た
る
父
親
の
方
が
高
か
っ
た㉕
︒
そ
し
て
︑
支
払
者
た
る

父
親
の
中
で
も
︑﹁
世
話
時
間
の
均
分
﹂
を
行
っ
て
い
る
父
親
は
そ

の
公
平
感
が
最
も
低
く
︑
次
い
で
︑
子
ど
も
に
一
切
会
っ
て
い
な
い

父
親
が
低
か
っ
た㉖
︒
父
親
に
一
切
会
っ
て
い
な
い
子
ど
も
の
母
親
は
︑

養
育
費
支
払
い
が
母
親
自
身
に
と
っ
て
公
平
な
も
の
で
あ
る
と
い
う

回
答
割
合
が
受
領
者
た
る
母
親
の
全
グ
ル
ー
プ
中
最
低
で
あ
っ
た
︒

加
え
て
︑
子
ど
も
に
関
す
る
決
定
の
責
任
を
共
同
で
担
っ
て
い
る
父

母
は
︑
そ
う
で
な
い
父
母
と
比
べ
て
︑
現
在
の
養
育
費
支
払
い
を
公

平
な
も
の
と
評
す
る
割
合
が
高
か
っ
た
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
以
上
の
よ
う
な
児
童
扶
養
制
度
の
公
平
性
の
認

識
を
め
ぐ
る
諸
知
見
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
は
︑
本
調
査
デ
ー
タ

は
新
し
い
養
育
費
算
定
方
式
が
二
〇
〇
八
年
七
月
に
導
入
さ
れ
た
直

後
に
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
へ
の
留
意
が
重
要
で
あ

る
︒
す
な
わ
ち
︑
本
調
査
期
間
は
︑
多
く
の
父
母
に
と
っ
て
移
行
期

間
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

八

親
責
任
及
び
世
話
時
間
│
│
弁
護
士
及
び
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
の
視
点
と
実
務

父
母
は
離
別
後
も
子
ど
も
に
対
す
る
責
任
を
共
に
担
う
べ
き
で
あ

る
と
い
う
原
理
は
︑
父
母
︑
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
︑
及

び
︑
家
族
法
制
度
従
事
者
か
ら
非
常
に
強
力
な
支
持
を
得
て
い
た
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
提
供
ま
た
は
法
律
部
門

に
従
事
す
る
者
の
多
く
は
︑
制
定
法
上
の
共
同
親
責
任
概
念
の
規
定

の
在
り
方
に
よ
っ
て
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
︒
二
〇
〇

六
年
法
は
︑
離
別
後
の
養
育
措
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
際
の
出
発
点

は
﹁
平
等
な
共
同
親
責
任
﹂︵
“eq
u
alsh
ared
p
aren
talresp
on
si-

b
ility
”︶
の
推
定
で
あ
る
と
規
定
す
る
︵
同
法
第
六
一
条
Ｄ
Ａ
︶︒

こ
の
推
定
の
適
用
に
従
っ
て
命
令
が
行
わ
れ
る
場
合
︑
裁
判
所
は
︑

子
ど
も
が
父
母
各
々
と
﹁
平
等
な
﹂︵
“eq
u
al”︶
ま
た
は
﹁
十
分
か

つ
重
要
な
時
間
﹂︵
“su
b
stan
tial
an
d
sig
n
ifican
t
tim
e”︶
を
共

に
過
ご
す
と
い
う
命
令
に
つ
い
て
︑
そ
れ
が
子
ど
も
の
最
善
の
利
益

に
適
い
︵
第
六
五
条
Ｄ
Ａ
Ａ
一
項
ａ
号
︶︑
か
つ
︑
合
理
的
に
実
現
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可
能
で
あ
る
︵
同
項
ｂ
号
︶
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
︑

同
命
令
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
﹁
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂

︵
“m
u
st”︶︵
第
六
五
条
Ｄ
Ａ
Ａ
︶︒

平
等
な
共
同
親
責
任
の
推
定
は
︑
家
庭
内
暴
力
ま
た
は
児
童
虐
待

が
あ
っ
た
こ
と
を
﹁
認
め
る
べ
き
合
理
的
な
理
由
が
存
在
す
る
﹂

︵
“are
reason
ab
le
g
rou
n
d
s
to
b
eliev
e”︶
場
合
に
は
適
用
さ
れ

な
い
︒
さ
ら
に
︑
裁
判
所
は
︑
暫
定
命
令
手
続
に
お
い
て
は
︑
同
推

定
を
適
用
し
な
い
裁
量
を
有
す
る
︵
第
六
一
条
Ｄ
Ａ
三
項
︶︒
同
推

定
の
適
用
は
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
に
適
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
が
証
明
さ
れ
る
場
合
︑
同
推
定
の
適
用
を
否
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
︵
第
六
一
条
Ｄ
Ａ
四
項
︶︒
し
か
し
な
が
ら
︑
至
高
の
事
由
は

依
然
と
し
て
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
で
あ
る
︵
第
六
〇
条
Ｃ
Ａ
︶︒

す
な
わ
ち
︑
裁
判
官
は
個
別
具
体
的
な
ケ
ー
ス
の
事
実
を
考
慮
し
た

上
で
︑
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
に
適
う
と
自
ら
判
断
し
た
命
令
を
行

う
裁
量
を
保
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

多
く
の
家
族
法
制
度
従
事
者
が
言
う
に
は
︑
多
く
の
父
母
︑
特
に

父
親
は
︑
制
定
法
上
︑
親
責
任
及
び
共
に
過
ご
す
時
間
の
両
点
に
つ

い
て
父
母
は
五
〇
対
五
〇
の
﹁
世
話
の
分
担
﹂︵
“sh
ared
care”︶

を
行
う
﹁
権
限
を
有
す
る
﹂︵
“en
titled
”︶
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
と
い
う㉗
︒
と
り
わ
け
︑
法
律
部
門
従
事
者
は
︑
そ

の
よ
う
な
父
母
の
期
待
は
対
応
が
困
難
で
︑
そ
の
た
め
に
数
多
く
の

影
響
が
生
じ
て
い
る
と
の
考
え
で
あ
る
︒
例
え
ば
︑
そ
の
よ
う
な
期

待
を
抱
い
て
い
る
父
親
は
︑
制
定
法
上
︑
五
〇
対
五
〇
の
﹁
監
護
﹂

︵
“cu
stod
y
”︶
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
時
︑

家
族
法
制
度
に
対
し
て
よ
り
一
層
大
き
な
落
胆
を
感
じ
る
︒
す
る
と
︑

子
ど
も
を
中
心
と
す
る
取
り
決
め
を
目
指
し
て
父
母
に
支
援
を
行
う

こ
と
が
一
層
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る㉘
︒

弁
護
士
及
び
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
大
多
数
は
︑
親

責
任
と
世
話
時
間
と
の
区
別
を
理
解
す
る
こ
と
は
父
母
に
と
っ
て
容

易
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
︒
同
時
に
︑
父
母
は
︑
そ
し
て
︑
ひ
ょ
っ

と
す
る
と
一
部
専
門
家
さ
え
も
︑
平
等
な
共
同
親
責
任
の
推
定
が
適

用
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
場
面
あ
る
い
は
同
推
定
が
反
証
さ
れ
得
る
場

面
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
声
も
寄
せ
ら
れ
た㉙
︒

多
く
の
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
は
︑
大
部
分
の
父
母
│

と
り
わ
け
父
親
│
は
︑
最
初
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時
点
で
は
五

〇
対
五
〇
の
世
話
の
措
置
を
期
待
し
て
い
る
が
︑
五
〇
対
五
〇
の
措

置
が
不
適
切
で
あ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
多
く
に
お
い
て
は
︑
父
母
に

対
し
て
︑
子
ど
も
及
び
父
母
自
身
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
︑
よ
り

適
切
な
取
り
決
め
へ
向
け
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
回
答
し

た
︒
ま
た
︑
一
部
の
父
親
に
つ
い
て
は
︑﹁
子
ど
も
に
優
し
い
﹂

︵
“ch
ild
-frien
d
ly
”︶︑
す
な
わ
ち
子
ど
も
に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い

環
境
を
構
築
す
る
た
め
に
追
加
的
な
支
援
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
と
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い
う
指
摘
も
あ
っ
た㉚
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
法
制
度
従
事
者

︵
＊

︶
は
︑﹁
世

16

話
時
間
の
均
分
﹂
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
一
部
父
親
ら
の
期
待
を
覆

す
の
は
困
難
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
を
示
し
た
︒
多
く
の
法
律
部
門

従
事
者
か
ら
は
︑
法
制
改
革
以
降
︑
養
育
措
置
の
取
り
決
め
を
め
ぐ

る
交
渉
及
び
訴
訟
は
︑
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
よ
り
も
父
母
の
権
利
に
焦

点
を
当
て
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
︑
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
︒

父
母
の
関
心
が
自
身
の
法
的
権
利
と
し
て
認
識
す
る
と
こ
ろ
に
向
け

ら
れ
て
い
る
場
合
︑
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
一
次
的
性
格
︵
二
〇

〇
六
年
法
第
六
〇
条
Ｃ
Ａ
︶
に
焦
点
を
当
て
続
け
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る㉛
︒
裁
判
所
資
料
を
分
析
し
た
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
︑
二
〇
〇
六
年

法
制
改
革
以
降
に
裁
判
所
に
対
し
て
世
話
時
間
に
関
す
る
命
令
を
申

し
立
て
た
父
親
の
う
ち
︑
四
分
の
一
強
が
﹁
世
話
時
間
の
均
分
﹂
を

申
し
立
て
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る㉜
︒

E
very
P
ictu
re
T
ells
a
S
tory
報
告
書
は
︑
社
会
認
識
と
し
て
︑

父
母
の
離
別
後
に
子
ど
も
が
父
母
と
共
に
過
ご
す
時
間
の
取
り
決
め

に
つ
い
て
︑
大
抵
の
場
合
は
母
親
が
全
体
の
八
〇
％
の
時
間
を
子
ど

も
と
共
に
過
ご
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
八
〇
対
二
〇
ル
ー
ル
が
存
在

し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
た

︵
＊

︶
︒
本
評
価
事
業
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
れ

17

ば
︑
法
制
改
革
以
前
に
比
べ
て
︑
法
制
改
革
以
降
︑
弁
護
士
が
そ
の

よ
う
な
八
〇
対
二
〇
ル
ー
ル
に
則
っ
た
助
言
を
行
う
こ
と
は
激
減
し

た
と
い
う
︵
F
L
S
2006・
2009
調
査㉝
︶︒
全
体
的
に
︑
弁
護
士
及
び

司
法
官
か
ら
は
︑
法
制
改
革
以
降
︑
世
話
時
間
の
配
分
の
取
り
決
め

が
よ
り
創
造
的
な
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
︒
す
な

わ
ち
︑
以
前
よ
り
も
︑
父
親
が
子
ど
も
の
日
常
生
活
だ
け
で
な
く
特

別
な
活
動
に
も
関
わ
る
よ
う
努
力
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の

で
あ
る
︵
F
L
S
2006
調
査
及
び
Q
S
L
S
P
2008
調
査
︶︒
し
か
し
な

が
ら
︑
弁
護
士
は
︑
共
同
養
育
措
置
が
子
ど
も
に
と
っ
て
有
益
な
も

の
で
あ
る
た
め
に
は
父
母
の
協
働
体
制
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
︑
以
前
と
変
わ
ら
ず
に
助
言
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
︑
法

制
改
革
以
降
は
法
制
改
革
以
前
に
比
べ
る
と
︑
高
4
藤
ケ
ー
ス
に
お

い
て
﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
増
加
し
た
と
考
え

て
い
る
︵
F
L
S
2009
調
査㉞
︶︒

弁
護
士
と
家
族
関
係
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
で
は
︑
法
制
改
革
の
主

要
点
の
一
部
を
め
ぐ
る
捉
え
方
に
違
い
が
あ
っ
た
︒
こ
れ
は
︑
弁
護

士
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
職
業
上
の
義
務
︑
実
務

の
背
景
及
び
利
用
者
の
ベ
ー
ス
の
差
異
と
い
っ
た
諸
点
を
反
映
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
︒
例
え
ば
︑
家
族
関
係
支
援
従
事
者
は
一
般
的
に
︑

現
政
策
枠
組
み
に
つ
い
て
︑
子
ど
も
の
成
長
発
達
に
と
っ
て
適
切
な

措
置
の
取
り
決
め
を
促
進
で
き
る
も
の
と
し
て
肯
定
的
に
捉
え
て
い

た
︒
対
し
て
︑
家
族
法
専
門
弁
護
士
の
大
多
数
は
︑
現
法
政
度
枠
組

み
は
子
ど
も
の
成
長
発
達
に
と
っ
て
適
切
な
措
置
の
取
り
決
め
を
促

す
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
た㉟
︒
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多
く
の
法
律
部
門
従
事
者
は
︑
二
〇
〇
六
年
法
制
改
革
は
母
親
よ

り
も
父
親
を
︑
そ
し
て
︑
子
ど
も
よ
り
も
父
母
を
優
遇
し
て
し
ま
っ

て
お
り
︑
法
制
改
革
以
降
の
交
渉
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
は
︑
母
親
が

﹁
劣
勢
に
立
た
さ
れ
て
﹂︵
“on
th
e
b
ack
foot”︶
い
る
と
言
え
る
ほ

ど
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
︵
F
L
S
2008
調
査
及
び
Q
S
L
S
P

2008
調
査㊱
︶︒
一
部
の
法
律
部
門
従
事
者
か
ら
は
︑
子
ど
も
の
養
育

費
支
払
義
務
／
受
領
権
限
と
子
ど
も
の
世
話
時
間
の
増
加
の
希
望
ま

た
は
減
少
に
対
す
る
抵
抗
と
の
間
の
相
関
関
係
が
指
摘
さ
れ
た
︒
弁

護
士
の
う
ち
六
八
％
が
︑
一
部
の
潜
在
的
支
払
親
は
養
育
費
支
払
義

務
を
軽
減
さ
せ
る
目
的
で
子
ど
も
と
共
に
過
ご
す
時
間
を
増
や
そ
う

と
試
み
て
い
る
と
い
う
点
に
賛
同
し
た
︵
F
L
S
2008
調
査
︶︒
ま
た
︑

調
査
に
参
加
し
た
全
弁
護
士
中
約
半
数
︵
四
九
％
︶
が
︑
一
部
の
潜

在
的
支
払
受
領
親
は
養
育
費
の
受
領
額
の
減
額
を
回
避
す
る
べ
く
︑

子
ど
も
が
他
方
親
と
共
に
過
ご
す
時
間
を
増
や
す
こ
と
に
反
対
し
て

い
る
と
い
う
点
に
同
意
し
た
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
家
族
関
係
支
援

サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
大
多
数
は
︑
子
ど
も
の
扶
養
が
動
機
に
な
っ
て

い
る
の
は
利
用
者
の
四
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
考
え
を
示
し
た
︒

法
制
度
従
事
者
は
︑
二
〇
〇
六
年
家
族
法
制
改
革
及
び
二
〇
〇
八
年

の
児
童
扶
養
制
度
改
正
以
降
︑
こ
の
よ
う
な
類
の
交
渉
の
割
合
が
増

加
し
た
と
考
え
て
い
た
が
︑
実
際
に
増
加
し
た
の
か
否
か
︑
も
し
増

加
し
た
と
す
れ
ば
ど
の
程
度
増
加
し
た
の
か
を
判
断
す
る
に
は
︑
更

な
る
検
討
作
業
が
必
要
で
あ
る
︒

も
う
一
点
︑
養
育
措
置
の
取
り
決
め
の
交
渉
に
お
け
る
一
部
親
の

立
場
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
弁
護
士
ら
が
指
摘
す
る
の
は
︑
離
別
後

の
夫
婦
財
産
の
分
配
に
ま
つ
わ
る
点
で
あ
る
︒
一
部
弁
護
士
の
主
張

に
よ
れ
ば
︑
父
親
の
中
に
は
︑
離
別
後
の
財
産
分
配
の
取
り
分
を
最

大
化
す
る
と
い
う
動
機
で
﹁
世
話
時
間
の
均
分
﹂
を
求
め
る
者
が
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
︵
F
L
S
2008
調
査
及
び

Q
S
L
S
P
2008

調
査
︶︒
th
e
F
am
ily
L
aw
y
ers
S
u
rv
ey
2008
調
査
︵
F
L
S
2008

調
査
︑
筆
者
追
加
︶
の
統
計
デ
ー
タ
か
ら
は
︑
法
制
改
革
以
降
︑
全

体
的
に
︑
離
別
後
の
財
産
分
配
の
取
り
決
め
に
お
け
る
母
親
の
取
り

分
の
平
均
額
が
減
少
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
︒
変
動
額

の
推
定
値
は
様
々
で
あ
っ
た
が
︑
大
半
は
約
五
％
減
で
あ
っ
た
︵
例

え
ば
︑
法
制
改
革
以
前
に
は
母
親
と
父
親
で
七
〇
対
三
〇
と
い
う
分

配
割
合
で
あ
っ
た
の
が
︑
法
制
改
革
以
降
は
︑
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
母

親
と
父
親
で
六
五
対
三
五
と
い
う
分
配
割
合
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な

い
︑
と
い
う
具
合
で
あ
る㊲
︶︒

︵
＊

︶
﹁
法
制
度
従
事
者
﹂︵
“leg
al
sy
stem
p
rofession
als”︶
と

16い
う
語
は
︑
F
L
S
2008・
2009
調
査

ま
た
は
Q
S
L
S
P
2008
調
査

の
デ
ー
タ
に
関
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
︑
弁
護
士
︵
ソ
リ
シ
タ
ー

及
び
バ
リ
ス
タ
ー
︶︑
家
族
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
︑
レ
ジ
ス
ト
ラ
ー
並

び
に
司
法
官
︵
連
邦
治
安
判
事
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
庭
裁
判
所
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判
事
及
び
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
家
庭
裁
判
所
判
事
︶
を
意
味
す

る
︒

︵
＊

︶

H
ou
se
of
R
ep
resen
tativ
es
S
tan
d
in
g
C
om
m
ittee
on

17F
am
ily
an
d
C
om
m
u
n
ity
A
ffairs,2003,

2.13.

¶

九

家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
│
│
父
母
の
経
路
及
び
専
門
家
の

展
望

本
評
価
事
業
は
︑
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
へ
の
有
効
な
対
応

と
い
う
点
に
つ
い
て
︑
家
族
法
制
度
上
︑
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
︒
ま
た
︑
二
〇
〇
六
年
法
制
改
革
の
結
果
︑

一
部
で
は
︑
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
に
関
す
る
懸
念
を
抱
え
る

家
族
を
識
別
す
る
仕
組
み
の
在
り
方
が
改
善
し
た
と
い
う
こ
と
も
示

す
︒
具
体
的
に
は
︑
二
〇
〇
六
年
法
制
改
革
以
降
︑
家
族
関
係
支
援

サ
ー
ビ
ス
部
門
及
び
法
律
部
門
の
一
部
に
お
い
て
︑
か
か
る
家
族
を

識
別
す
る
取
組
み
の
体
系
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
︒

こ
の
よ
う
な
家
族
の
識
別
の
仕
組
み
の
効
果
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て

は
︑
家
族
関
係
支
援
及
び
法
律
部
門
従
事
者
の
間
で
も
様
々
な
意
見

が
示
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
を
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
︒
さ

ら
に
︑
本
評
価
事
業
に
お
け
る
家
庭
内
暴
力
に
関
す
る
知
見
を
解
釈

す
る
際
に
は
︑
家
庭
内
暴
力
の
問
題
は
お
そ
ら
く
は
家
族
法
制
度
が

取
り
組
む
べ
き
最
も
困
難
な
領
域
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
て

お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
︒
本
評
価
事
業
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
諸

問
題
の
多
く
は
︑
法
制
改
革
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
︒

二
〇
〇
六
年
法
制
改
革
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
連
邦
家
族
法
の

改
正
は
︑
子
ど
も
を
危
害
か
ら
保
護
し
︑
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐

待
に
さ
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
守
る
こ
と
の
必
要
性
を
一
層
強
調
す
る

も
の
で
あ
っ
た
︵
二
〇
〇
六
年
法
第
六
〇
条
Ｂ
一
項
ｂ
号
︑
第
六
〇

条
Ｃ
Ｃ
二
項
ｂ
号
︶︒
こ
の
子
ど
も
の
保
護
と
い
う
問
題
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
︑
改
正
法
規
上
︑
他
に
も
二
つ
の
重
要
な
点
が
あ
る
︒

す
な
わ
ち
︑
家
庭
内
暴
力
の
危
険
が
存
在
す
る
場
合
に
は
必
要
的
家

族
紛
争
解
決
手
続
︵
Ｆ
Ｄ
Ｒ
︶
が
例
外
的
に
免
除
さ
れ
る
こ
と
︵
第

六
〇
条
Ⅰ
九
項
︶︑
及
び
︑
一
方
親
に
よ
る
家
庭
内
暴
力
が
あ
っ
た

と
認
め
る
べ
き
合
理
的
な
理
由
は
︑
平
等
な
共
同
親
責
任
の
推
定
の

不
適
用
事
由
に
な
る
こ
と
︵
第
六
一
条
Ｄ
Ａ
二
項
︶
で
あ
る
︒
こ
れ

ま
で
に
示
し
た
通
り
︑
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
お
い
て
は
︑

そ
の
全
般
に
わ
た
っ
て
︑
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
に
関
す
る
問

題
を
識
別
す
る
た
め
の
体
系
的
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス
が
機

能
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑
法
律
部
門
に
お
い
て
は
︑
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
は
そ
こ
ま
で
体
系
的
に
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
︒
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
家
庭
裁
判
所
及
び
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
家
庭
裁
判
所
に

お
い
て
は
定
型
的
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
る
が㊳
︑
連
邦

治
安
判
事
裁
判
所
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
︵
但
し
︑
当
事
者
か
ら
裁
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判
所
職
員
に
対
し
て
安
全
面
の
懸
念
に
つ
い
て
訴
え
る
機
会
は
設
け

ら
れ
て
い
る
︶︒

弁
護
士
及
び
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
部
門
従
事
者
は
︑
多
く
の

離
別
家
族
が
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト
に
関
す
る

懸
念
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た㊴
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
弁
護
士

も
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
も
共
に
︑
家
族
法
制
度
の
効
果

に
対
す
る
評
価
と
し
て
︑
子
ど
も
を
危
害
︑
家
庭
内
暴
力
︑
児
童
虐

待
及
び
ネ
グ
レ
ク
ト
か
ら
保
護
す
る
こ
と
よ
り
も
︑
子
ど
も
が
父
母

各
々
と
有
意
義
な
関
わ
り
を
持
つ
と
い
う
こ
と
の
実
現
に
関
す
る
能

力
を
遙
か
に
高
く
評
価
し
て
い
た
︒

現
在
行
わ
れ
て
い
る
面
会
交
流
の
結
果
と
し
て
︑
少
な
く
と
も
一

方
親
が
︵
自
身
ま
た
は
子
ど
も
の
︶
安
全
面
に
関
す
る
懸
念
を
抱
い

て
い
る
場
合
︑
養
育
措
置
の
取
り
決
め
の
決
着
に
は
通
常
よ
り
も
時

間
を
要
す
る
と
共
に
︑
そ
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
も
増
え
て
行
く
︒

例
え
ば
︑
安
全
面
に
関
す
る
懸
念
を
抱
い
て
い
る
母
親
の
四
八
％
及

び
父
親
の
五
五
％
は
︑
少
な
く
と
も
三
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
た
︒
対
し
て
︑
安
全
面
に
関
す
る
懸
念
を
抱
い
て
い
な
い
父
母

の
場
合
は
︑
三
種
類
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
の
は
父
親

の
一
六
％
︑
及
び
母
親
の
二
〇
％
で
あ
っ
た
︵
L
S
S
F
W
1
2008
調

査
︶︒

﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
っ
て
い
る
父
母
の
う
ち
一
六
～
二
〇

％
が
︑
他
方
親
と
の
現
在
の
面
会
交
流
に
伴
う
安
全
面
の
懸
念
を
抱

い
て
い
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
安
全
面
に
関
す
る
懸
念
は
︑
大
半
の

夜
を
母
親
の
許
で
過
ご
し
て
い
る
子
ど
も
や
父
親
に
日
中
の
み
会
っ

て
い
る
子
ど
も
の
父
母
に
つ
い
て
も
同
程
度
に
認
め
ら
れ
た
︒

th
e
S
u
rv
ey
of
F
R
S
P
C
lien
ts
2009
調
査
に
参
加
し
た
父
母
の

う
ち
五
分
の
一
～
四
分
の
一
は
︑
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
中
に

他
方
当
事
者
に
対
す
る
恐
怖
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
た
︒

そ
の
よ
う
な
父
母
の
う
ち
約
三
五
％
︵
数
値
は
そ
の
利
用
サ
ー
ビ
ス

に
よ
っ
て
異
な
る
︶
は
︑
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
そ
う
し
た
安
全
面
に

関
す
る
懸
念
ま
た
は
恐
怖
に
つ
い
て
の
対
応
を
受
け
な
か
っ
た
と
答

え
た
︒
他
方
︑
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
側
は
︑
家
庭
内
暴

力
及
び
児
童
虐
待
の
経
験
を
持
つ
家
族
の
識
別
と
そ
の
よ
う
な
家
族

へ
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
︑
か
な
り
の
自
信
を
有
し
て
い
た
︒
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
大
多
数
は
︑
そ
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
は
同
サ
ー
ビ
ス
の

介
入
対
象
者
に
関
す
る
恐
怖
ま
た
は
安
全
面
の
懸
念
に
十
分
に
対
応

し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
が
︑
利
用
者
の
約
三
分
の
一
は
︑
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
対
応
は
不
十
分
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た㊵
︒

家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
実
務
で
は
︑
安
全
面
の
懸
念
に

つ
い
て
は
精
神
的
健
康
︑
依
存
症
及
び
家
庭
内
暴
力
と
い
っ
た
諸
領

域
の
専
門
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
の
提
携
ま
た
は
同
サ
ー
ビ
ス
へ
の
紹
介

も
含
め
た
対
応
を
行
う
と
い
う
形
で
︑
か
か
る
安
全
面
で
の
懸
念
を
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抱
え
る
家
族
の
支
援
に
あ
た
る
こ
と
が
多
い㊶
︒
こ
の
よ
う
な
支
援
介

入
は
︑
包
括
的
な
養
育
措
置
の
構
築
を
優
先
事
項
と
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
認
識
に
対
し
て
︑
幾
ら
か
の
緊
張
関
係
に
立
ち
得
る
も
の

で
あ
る
︒
家
族
関
係
支
援
部
門
の
職
員
は
︑
機
能
不
全
的
な
諸
行
動

及
び
態
度
へ
の
対
応
の
最
中
は
︑
父
母
及
び
子
ど
も
に
関
す
る
措
置

に
つ
い
て
は
﹁
保
留
﹂︵
“h
old
in
g
”︶
状
態
に
な
る
と
語
っ
て
い
た
︒

弁
護
士
ら
は
自
ら
の
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
能
力
の
方
は
か
な
り
自
信
を
持
っ
て
い
た
が
︑

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
能
力
に
つ
い
て
は
そ
こ
ま
で
で
は
な
か
っ
た
︵
し
︑

か
な
り
知
識
を
欠
い
て
い
た
︶︒
し
か
し
︑
弁
護
士
も
支
援
サ
ー
ビ

ス
従
事
者
も
共
に
︑
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
に
関
す
る
懸
念
が

浮
上
し
た
際
の
︑
家
族
法
制
度
上
の
対
応
の
十
分
さ
に
関
し
て
は
疑

念
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
た
︒
th
e
F
am
ily
L
aw
y
ers
S
u
rv
ey
2008

︵
F
L
S
2008︑
訳
者
追
加
︶
調
査
に
お
い
て
は
︑
半
数
近
く
の
弁
護

士
が
︑
法
制
度
上
︑
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
は
十
分
で
は
な
い
と
い
う
意
見
を
示
し
た
︒

制
度
従
事
者
は
︑
制
度
全
般
に
わ
た
る
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐

待
・
ネ
グ
レ
ク
ト
へ
の
対
応
の
実
効
性
の
欠
如
に
対
し
て
懸
念
を
抱

い
て
い
た
が㊷
︑
そ
の
背
景
に
は
諸
般
の
複
雑
な
問
題
が
横
た
わ
っ
て

い
る
︒
例
え
ば
︑
制
度
の
様
々
な
場
面
に
お
い
て
家
庭
内
暴
力
及
び

児
童
虐
待
に
対
す
る
理
解
不
足
が
あ
っ
た
り
︑
暴
力
や
虐
待
の
懸
念

に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
合
意
圧
力
を
感
じ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
い
る
等

の
問
題
で
あ
る
︒
ま
た
︑
州
法
制
と
連
邦
法
制
と
の
交
錯
に
よ
る
問

題
も
生
じ
て
お
り
︑
弁
護
士
︵
及
び
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
部
門

従
事
者
︶
は
︑
子
ど
も
に
対
す
る
危
険
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
に
お
け

る
児
童
保
護
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
困
難
を
感
じ
て
い
た
︒
こ
れ
ら

諸
問
題
は
︑
法
制
改
革
以
前
か
ら
長
き
に
わ
た
っ
て
存
在
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
一
部
の
専
門
家
は
︑
新
た
に
導
入
さ
れ
た

一
部
法
枠
組
み
の
た
め
に
︑
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
の
懸
念
を

主
張
す
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
︒
例

え
ば
︑
裁
判
所
は
︑
一
方
当
事
者
が
﹁
訴
訟
手
続
に
お
い
て
︑
故
意

に
虚
偽
の
嫌
疑
を
主
張
し
︑
ま
た
は
陳
述
を
行
っ
た
﹂
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
︑
そ
の
当
事
者
に
対
し
て
費
用
支
払
命
令
を
行
う
義
務

が
あ
る
こ
と
︵
二
〇
〇
六
年
法
第
一
一
七
条
Ａ
Ｂ
︶
や
︑
一
方
親
が

子
ど
も
の
他
方
親
と
の
関
係
を
ど
の
程
度
促
進
し
て
き
た
か
に
つ
い

て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
︵
第
六
〇
条
Ｃ
Ｃ
三
項
ｃ
号
︶

等
で
あ
る
︒

家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト
に
つ
い
て
は
︑
対
応

の
不
備
が
広
く
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
︑
他
方
で
︑
一
部
の
法
律
職
専

門
家
及
び
父
親
か
ら
は
︑
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
の
嫌
疑
が
︑

父
親
側
の
離
別
後
の
共
同
養
育
役
割
の
要
求
を
妨
げ
る
目
的
で
利
用

さ
れ
て
い
る
と
の
主
張
も
上
っ
て
い
た
︒
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一
〇

子
ど
も
の
福
祉

父
母
各
々
が
平
等
ま
た
は
十
分
な
時
間
を
子
ど
も
と
共
に
過
ご
す

こ
と
を
促
進
し
よ
う
と
い
う
動
き
に
つ
い
て
は
︑
父
母
双
方
と
有
意

義
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
多
く
の
子
ど
も
に
と
っ
て
有
益
で
あ
り
︑

そ
し
て
︑
そ
の
実
現
の
た
め
に
︑
子
ど
も
が
父
母
と
共
に
十
分
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
は
役
立
つ
と
い
う
考
え
が
︑
少
な
く
と
も
そ
の
一

つ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
制
定
法
は
ま
た
︑
子

ど
も
は
危
害
か
ら
保
護
さ
れ
︑
虐
待
及
び
家
庭
内
暴
力
を
受
け
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
守
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
認
め
て
い
る
︒

父
母
各
々
と
﹁
平
等
な
﹂
ま
た
は
﹁
十
分
か
つ
重
要
な
﹂
時
間
を

共
に
過
ご
す
こ
と
は
︑
子
ど
も
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
有
益
で
あ
る
の

だ
ろ
う
か
︒
子
ど
も
の
父
母
と
の
関
係
の
質
が
子
ど
も
の
成
長
に
と

っ
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
︑
強
力
な
証
拠
が
あ
る
︒

高
4
藤
や
恐
怖
︑
安
全
面
の
懸
念
あ
る
い
は
身
体
的
な
危
害
を
伴
う

よ
う
な
父
母
間
の
関
係
に
子
ど
も
が
さ
ら
さ
れ
れ
ば
︑
子
ど
も
の
福

祉
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
親
密

な
関
係
の
構
築
及
び
維
持
の
た
め
に
は
︑
共
に
時
間
を
過
ご
す
こ
と

︵
一
般
に
は
直
接
的
な
相
互
交
流
︶
が
必
要
で
あ
る
一
方
︑
先
行
文

献
に
お
い
て
は
︑﹁
よ
り
長
い
時
間
﹂
が
必
ず
し
も
子
ど
も
の
よ
り

良
い
成
長
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て

い
る
︒

父
母
が
高
4
藤
状
態
に
あ
る
か
︑
ま
た
は
︑
暴
力
の
過
去
が
あ
る

場
合
︑﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
は
︑
父
母
の
離
別
が
子
ど
も
の
福
祉

に
及
ぼ
す
悪
影
響
に
拍
車
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
懸
念
が
浮
上
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
十
分
な
世
話
時
間
の

分
担
措
置
は
︑
幼
い
子
ど
も
の
成
長
発
達
上
の
ニ
ー
ズ
に
と
っ
て
有

害
な
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
浮
上
し
て
い
る
︒

本
評
価
事
業
に
お
い
て
は
︑
子
ど
も
の
離
別
後
の
経
験
に
お
け
る

次
の
諸
点
が
子
ど
も
の
福
祉
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
評
価
を
行
っ

た
︒
す
な
わ
ち
︑

・
世
話
時
間
の
配
分

・
離
別
後
の
父
母
間
の
関
係
の
質

・
離
別
後
の
安
全
面
に
関
す
る
懸
念

・
離
別
前
の
暴
力
の
存
在

で
あ
る
︒

そ
の
分
析
作
業
は
︑
主
に
L
S
S
F
W
1
2008
調
査
の
統
計
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
行
っ
た
ほ
か
︑
th
e
L
on
g
itu
d
in
al
S
tu
d
y
of
A
u
s-

tralian
C
h
ild
ren
〔L
S
A
C
〕の
第
一
～
三
次
調
査
の
統
計
デ
ー
タ
も

補
足
的
に
用
い
た
︒

L
S
S
F
W
1
2008
調
査
は
︑
子
ど
も
及
び
そ
の
家
族
の
大
規
模
な

サ
ン
プ
ル
を
対
象
と
し
て
い
る
点
が
長
所
で
あ
る
一
方
︑
子
ど
も
の

福
祉
に
関
す
る
情
報
が
専
ら
父
母
に
よ
る
回
答
に
の
み
基
づ
く
も
の
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で
あ
る
と
い
う
点
が
そ
の
主
な
限
界
で
あ
る
︒
他
方
︑
L
S
A
C
調
査

は
︑
そ
れ
よ
り
遙
か
に
少
数
の
︑
父
母
が
離
別
し
た
子
ど
も
に
つ
い

て
の
調
査
で
あ
る
が
︑
子
ど
も
の
福
祉
に
関
す
る
情
報
資
料
を
父
母
︑

教
師
︑
及
び
子
ど
も
自
身
か
ら
収
集
し
て
い
る
︒

各
世
話
時
間
の
配
分
が
子
ど
も
の
福
祉
に
及
ぼ
す
影
響
を
評
価
す

る
に
あ
た
っ
て
は
︑
回
帰
モ
デ
リ
ン
グ
を
使
用
す
る
と
共
に
︑
子
ど

も
の
福
祉
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
他
の
諸
変
数
︵
例
：
父

母
の
学
歴
︑
職
業
︑
及
び
︑
母
国
︶
の
影
響
を
考
慮
に
入
れ
た
︵
す

な
わ
ち
規
定
値
と
し
た
︶︒
回
帰
モ
デ
リ
ン
グ
の
枠
組
み
は
︑
各
世

話
時
間
の
配
分
の
影
響
が
︑
⒜
離
別
後
の
父
母
間
の
関
係
の
質
︑
及

び
︑
⒝
暴
力
の
過
去
の
有
無
の
そ
れ
ぞ
れ
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
否
か
を
評
価
す
る
た
め
に
用
い
た
︒

L
S
S
F
W
1
2008
調
査
の
デ
ー
タ
及
び
L
S
A
C
調
査
の
検
討
を
分

析
し
た
結
果
︑
父
親
と
年
間
一
～
三
四
％
の
夜
を
共
に
過
ご
し
て
い

る
子
ど
も
ま
た
は
日
中
の
み
を
共
に
過
ご
し
て
い
る
子
ど
も
と
比
較

し
て
︑﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
っ
て
い
る
子
ど
も
は
同
等
︵
ま

た
は
僅
か
に
良
好
な
︶
成
長
を
示
し
た
よ
う
に
見
え
る
︒
他
方
︑
父

親
に
一
切
会
っ
て
い
な
い
子
ど
も
は
︑
そ
れ
よ
り
も
成
長
が
不
良
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
︒

家
庭
内
暴
力
の
過
去
︑
及
び
︑
高
4
藤
を
抱
え
た
父
母
間
の
関
係

は
︑
子
ど
も
を
大
き
く
害
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
︑

そ
の
悪
影
響
が
︑﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
っ
て
い
る
子
ど
も
に

お
い
て
︑
他
の
世
話
時
間
の
配
分
を
行
っ
て
い
る
子
ど
も
と
比
較
し

て
更
に
重
大
な
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
の
証
左
は
な
か
っ
た
︒
し

か
し
な
が
ら
︑
本
分
析
作
業
に
お
い
て
用
い
た
指
標㊸
は
精
巧
さ
に
欠

け
て
い
た
た
め
︑
こ
れ
ら
の
諸
点
に
お
い
て
現
れ
て
い
る
影
響
を
捉

え
き
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
は
残
っ
て
い
る

︵
＊

︶
︒
高
4
藤
を
抱
え
た

18

離
別
家
族
の
比
較
的
小
規
模
な
臨
床
サ
ン
プ
ル
を
用
い
た
長
期
的
な

研
究
︵
M
cIn
tosh
,
2009︶
に
よ
れ
ば
︑
一
二
カ
月
超
に
わ
た
り

﹁
世
話
の
分
担
﹂
が
継
続
し
て
い
る
パ
タ
ー
ン
で
は
︑
他
の
養
育
措

置
の
場
合
と
比
較
し
て
︑
父
母
間
の
高
4
藤
が
そ
も
そ
も
子
ど
も
に

及
ぼ
す
悪
影
響
︑
及
び
︑
一
方
親
が
子
ど
も
の
安
全
面
に
関
す
る
懸

念
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
状
況
が
及
ぼ
す
悪
影
響
に
︑
一
層
拍
車
が

か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
︒

母
親
が
安
全
面
の
懸
念
を
示
し
た
か
否
か
を
家
庭
内
暴
力
に
関
す

る
指
標
と
し
た
と
こ
ろ
︑
L
S
S
F
W
1
2008
調
査
の
分
析
結
果
よ
り
︑

﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
は
家
庭
内
暴
力
が
子
ど
も
に
及
ぼ
す
悪
影
響

を
一
層
悪
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
︒
母
親
の
評

価
に
よ
れ
ば
︑
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
は
︑﹁
世
話
時
間
の

分
担
﹂
を
行
っ
て
い
る
子
ど
も
の
福
祉
は
︑
年
間
一
～
三
四
％
の
夜

の
み
父
親
の
許
で
過
ご
し
て
い
る
子
ど
も
よ
り
も
不
良
で
あ
っ
た
︒

あ
ら
ゆ
る
世
話
時
間
の
配
分
に
お
い
て
︑
安
全
面
に
関
す
る
懸
念
が
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存
在
す
る
場
合
に
子
ど
も
の
福
祉
は
悪
化
し
て
い
た㊹
︒
こ
の
結
果
は

他
の
研
究
者
の
知
見
と
一
致
し
て
い
る
︒

︵
＊

︶

例
え
ば
︑
L
S
S
F
2008
調
査
に
お
け
る
﹁
家
庭
内
暴
力
﹂
の

18指
標
は
︑
子
ど
も
の
他
方
親
か
ら
心
理
的
な
虐
待
ま
た
は
身
体
的

な
加
害
を
受
け
た
か
否
か
に
関
す
る
︑
回
答
者
の
自
己
申
告
に
基

づ
い
て
い
る
︒
回
答
者
自
身
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
暴
力
の
加
害
者

で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
︑
確
認
を
試
み
な
か
っ
た
︒

一
一

祖
父
母
と
家
族
法
制
改
革

一
八
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
父
母
の
大
半
は
︑
子
ど
も
が
父
母

の
離
別
後
も
祖
父
母
と
の
交
流
を
離
別
前
の
レ
ベ
ル
で
維
持
す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
い
う
点
に
賛
成
し
て
い
た
︒
ま
た
︑
父
母
の
大

多
数
︑
特
に
母
親
は
︑
自
身
の
子
ど
も
と
祖
父
母
と
は
親
密
ま
た
は

非
常
に
親
密
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
て
い
た

︵
＊

︶
︒

19

二
〇
〇
六
年
︑
大
半
の
離
別
父
母
が
︑
自
身
の
父
母
と
子
ど
も
と

の
関
係
は
親
密
ま
た
は
非
常
に
親
密
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た

が
︑
子
ど
も
と
別
居
し
て
い
る
父
親
は
そ
の
よ
う
に
考
え
る
割
合
が

最
も
低
か
っ
た
︒
更
に
︑
二
〇
〇
九
年
︑
離
別
父
母
に
お
い
て
︑
自

身
の
父
母
が
子
ど
も
の
生
活
に
非
常
に
︑
ま
た
は
︑
か
な
り
関
わ
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
割
合
も
︑
別
居
父
親
が
最
低
で
あ
っ
た
︒

子
ど
も
が
主
に
母
親
の
許
で
暮
ら
し
て
い
る
ケ
ー
ス
に
お
け
る
母

方
の
祖
父
母
は
︑
孫
と
親
密
ま
た
は
非
常
に
親
密
な
関
係
に
あ
る
と

い
う
回
答
割
合
が
全
ケ
ー
ス
の
祖
父
母
中
最
高
で
あ
っ
た
︒
少
な
く

と
も
週
一
回
は
孫
と
共
に
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
と
い
う
回
答
割
合

も
︑
か
か
る
ケ
ー
ス
に
お
け
る
母
方
の
祖
父
母
が
最
高
で
あ
り
︑
同

じ
く
父
方
の
祖
父
母
が
最
低
で
あ
っ
た
︒
父
母
に
対
し
て
︑
子
ど
も

と
祖
父
母
と
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
質
問
を
行
っ
た
が
︑
や
は
り
同

様
の
回
答
パ
タ
ー
ン
が
現
れ
た
︒

ま
た
︑
父
母
及
び
祖
父
母
に
よ
る
回
答
か
ら
は
︑
以
上
の
回
答
傾

向
に
つ
い
て
︑
少
な
く
と
も
一
つ
に
は
︑
離
別
後
に
お
け
る
子
ど
も

の
世
話
時
間
の
配
分
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
も
窺
わ
れ

た
︒
例
え
ば
︑
子
ど
も
が
母
親
の
許
で
暮
ら
し
て
い
る
ケ
ー
ス
に
お

け
る
別
居
父
親
及
び
父
方
の
祖
父
母
は
︑
離
別
の
結
果
と
し
て
子
ど

も
と
祖
父
母
と
の
関
係
が
疎
遠
に
な
っ
た
と
い
う
回
答
割
合
が
今
回

対
象
グ
ル
ー
プ
中
最
高
で
あ
っ
た
︒

現
在
で
は
︑
法
制
改
革
以
前
よ
り
も
︑
養
育
措
置
の
取
り
決
め
に

関
し
て
︑
子
ど
も
が
祖
父
母
と
共
に
過
ご
す
時
間
を
考
慮
す
る
こ
と

が
増
え
た
こ
と
を
示
唆
す
る
証
拠
も
あ
る
︒
法
制
改
革
以
降
に
離
別

し
︑
養
育
措
置
の
取
り
決
め
に
至
っ
た
父
母
及
び
そ
の
子
ど
も
の
祖

父
母
の
半
数
強
は
︑
祖
父
母
と
共
に
過
ご
す
時
間
の
考
慮
が
あ
っ
た

と
考
え
て
い
た
︒
他
方
で
︑
法
制
改
革
以
前
に
離
別
し
た
父
母
で
は
︑

法
制
改
革
以
降
に
離
別
し
た
父
母
と
比
較
し
て
︑
祖
父
母
に
つ
い
て
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考
慮
し
た
と
い
う
割
合
が
低
か
っ
た
︵
四
〇
％

︵
＊

︶
㊺

︶︒

20

離
別
に
関
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
祖
父
母
は
ご
く
少
数
で
あ

っ
た
︒
そ
し
て
︑
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
い
う
場
合
は
︑
そ
の
他

の
公
的
支
援
よ
り
も
弁
護
士
及
び
法
律
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
遙
か
に
多
か
っ
た
︒
父
方
の
祖
父
母
は
︑
母
方
の
祖
父
母
と
比
較

し
て
︑
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
支
援
を
求
め
る
傾
向
が
あ
っ
た
︒
抽
出
調

査
に
参
加
し
た
祖
父
母
の
う
ち
︑
利
用
可
能
な
諸
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
把
握
ま
た
は
理
解
し
て
い
た
祖
父
母
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
︒

Ｆ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
及
び
意
見

調
査
の
結
果
︑
適
切
な
場
面
で
祖
父
母
を
交
渉
及
び
議
論
に
加
え
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
高
ま
り
が
明
ら
か
に
な
っ
た
︒

多
く
の
弁
護
士
も
︑
孫
と
の
面
会
交
流
に
関
す
る
助
言
を
求
め
て
く

る
祖
父
母
に
対
し
て
は
︑
改
正
法
の
下
で
は
祖
父
母
の
立
場
は
以
前

よ
り
も
強
力
に
な
っ
た
こ
と
を
教
え
て
い
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た

︵
F
L
S
2008
調
査
︶︒
ま
た
︑
Ｆ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
職
員
は
︑
一
部

拡
大
家
族
は
複
雑
な
情
況
に
あ
る
こ
と
を
理
解
し
︑
祖
父
母
の
関
与

は
子
ど
も
の
生
活
に
と
っ
て
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

当
然
視
す
る
こ
と
は
避
け
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
で
あ
っ
た
︒
祖

父
母
の
抽
出
調
査
に
よ
る
語
り
に
は
︑
そ
の
よ
う
な
複
雑
さ
が
現
れ

て
い
た
︒

要
す
る
に
︑
概
観
す
れ
ば
︑
祖
父
母
は
多
く
の
子
ど
も
及
び
そ
の

家
族
の
生
活
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

そ
し
て
︑
改
正
法
に
よ
っ
て
そ
の
点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
︒
家
族
の
離
別
そ
の
他
苦
難
の
時
に
︑
祖
父
母

が
重
要
な
頼
み
に
な
り
得
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
一
部

家
族
の
情
況
が
複
雑
化
す
る
中
で
︑
祖
父
母
が
関
わ
る
ケ
ー
ス
に
お

け
る
紛
争
解
決
手
続
及
び
決
定
は
︑
困
難
か
つ
時
間
を
要
す
る
も
の

に
な
り
そ
う
で
あ
る
︒

︵
＊

︶

本
節
の
統
計
デ
ー
タ
は
︑
G
P
P
S
2006・
2009
調
査
︑
th
e

19G
ran
d
p
aren
ts
in
S
ep
arated
F
am
ilies
S
tu
d
y
〔G
S
F
S
〕2009
調

査
︑
th
e
S
u
rv
ey
ofF
R
S
P
C
lien
ts
2009
調
査
︑
及
び
︑
家
族
関

係
支
援
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を
対
象
と
し
た
諸
調
査
に
よ
る
も
の
で

あ
る
︒

︵
＊

︶

こ
こ
で
は
︑﹁
法
制
改
革
以
降
に
離
別
し
た
父
母
﹂
と
は

20L
S
S
F
2008
調
査
に
参
加
し
た
父
母
を
︑﹁
法
制
改
革
以
前
に
離
別

し
た
父
母
﹂
と
は
L
B
S
2009
調
査
に
参
加
し
た
父
母
を
指
す
︒

一
二

二
〇
〇
六
年
法
制
改
革
と
裁
判
所

離
別
家
族
を
め
ぐ
る
紛
争
に
関
す
る
裁
判
権
は
︑
三
つ
の
主
な
裁

判
所
が
行
使
す
る
︒
唯
一
︑
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
は
︑
独
自
の
州

裁
判
所
で
あ
る
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
家
庭
裁
判
所
︵
以
下
︑﹁
西

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
家
裁
﹂
と
す
る
︒
訳
者
追
加
︶
を
有
し
て
い
る
︒
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そ
の
他
の
州
及
び
準
州
に
お
い
て
は
︑
一
九
七
六
年
に
創
設
さ
れ
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
庭
裁
判
所
︵
以
下
︑﹁
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
﹂

と
す
る
︒
訳
者
追
加
︶
及
び
二
〇
〇
〇
年
に
開
設
さ
れ
た
連
邦
治
安

判
事
裁
判
所
︵
以
下
︑﹁
連
邦
治
安
判
事
裁
﹂
と
す
る
︒
訳
者
追
加
︶

が
裁
判
管
轄
を
担
っ
て
い
る
︒
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
及
び
連
邦
治

安
判
事
裁
は
並
列
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
が
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家

裁
は
家
族
法
専
門
の
裁
判
所
で
あ
る
の
に
対
し
て
︑
連
邦
治
安
判
事

裁
は
広
範
な
連
邦
法
の
諸
領
域
に
関
す
る
裁
判
権
も
行
使
す
る
︒
家

族
法
に
関
す
る
検
討
作
業
が
よ
り
﹁
複
雑
な
﹂
部
類
に
属
す
る
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
は
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
︑
両
裁
判
所
共
に
︑
家
庭
内
暴
力
及
び
／
ま
た
は
児
童

虐
待
そ
の
他
諸
般
の
機
能
不
全
行
動
を
抱
え
る
ケ
ー
ス
を
数
多
く
処

理
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
︒
児
童
虐
待
に
関
す
る
嫌
疑
主

張
は
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
の
方
が
多
い
も
の
の
︑
連
邦
治
安
判

事
裁
で
も
多
く
の
ケ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
︒

連
邦
治
安
判
事
裁
に
対
し
て
な
さ
れ
た
子
ど
も
を
め
ぐ
る
事
項
に

関
す
る
終
局
命
令
の
申
立
件
数
は
︑
二
〇
〇
五
～
六
年
か
ら
二
〇
〇

八
～
九
年
に
か
け
て
増
加
し
た
が
︑
裁
判
制
度
全
体
に
お
け
る
同
命

令
申
立
の
総
件
数
は
こ
の
増
加
分
以
上
に
減
少
し
て
い
た
︒
具
体
的

に
は
︑
申
立
の
総
件
数
は
︑
二
〇
〇
五
～
六
年
の
一
八
︑七
五
二
件

か
ら
二
〇
〇
八
～
九
年
の
一
四
︑五
四
九
件
へ
と
減
少
し
た㊻
︒
こ
の

間
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
に
対
す
る
申
立
件
数
は
︑
七
︑四
七
九

件
か
ら
二
︑〇
八
六
件
へ
と
七
二
％
減
で
あ
っ
た
︒
連
邦
治
安
判
事

裁
に
対
す
る
申
立
件
数
は
︑
二
〇
〇
五
～
六
年
の
九
︑四
〇
五
件
か

ら
二
〇
〇
八
～
九
年
の
一
〇
︑九
八
七
件
へ
と
一
七
％
増
で
あ
っ
た
︒

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
家
裁
に
対
す
る
申
立
件
数
は
︑
同
一
︑八
六

八
件
か
ら
一
︑四
七
六
件
へ
の
二
一
％
減
で
あ
っ
た
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
財
産
に
関
す
る
終
局
命
令
の
申
立
件
数
は
︑
法

制
改
革
以
前
に
は
安
定
化
へ
向
か
っ
て
い
た
の
と
は
一
転
︑
法
制
改

革
以
降
増
加
し
た
と
い
う
点
も
留
意
す
る
べ
き
で
あ
る
︒
か
か
る
諸

傾
向
と
二
〇
〇
六
年
家
族
法
制
改
革
と
の
因
果
関
係
の
有
無
を
判
断

す
る
た
め
に
は
︑
更
な
る
調
査
研
究
が
必
要
で
あ
る
︒

法
制
改
革
以
降
︑
連
邦
治
安
判
事
裁
に
対
す
る
命
令
申
立
件
数
の

増
加
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
に
対
す
る
命
令
申
立
件
数
の
減
少
と

い
う
従
来
の
傾
向
に
一
層
拍
車
が
か
か
っ
た
︒
連
邦
治
安
判
事
裁
に

対
す
る
命
令
申
立
件
数
は
全
関
連
カ
テ
ゴ
リ
ー
︵
子
ど
も
の
み
に
関

す
る
命
令
︑
子
ど
も
及
び
財
産
に
関
す
る
命
令
︑
並
び
に
︑
財
産
の

み
に
関
す
る
命
令
︶
に
て
増
加
し
︑
同
時
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁

に
対
す
る
命
令
申
立
件
数
は
減
少
し
た
︒
裁
判
所
間
に
お
け
る
命
令

申
立
件
数
の
パ
タ
ー
ン
の
変
化
に
は
諸
般
の
理
由
が
あ
る
が
︑
主
に

は
二
つ
の
裁
判
所
間
に
お
け
る
資
源
︵
例
：
司
法
官
︶
の
配
分
に
お

け
る
変
化
と
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
司
法
官
の
人
員
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数
は
︑
連
邦
治
安
判
事
裁
の
方
は
増
加
し
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁

の
方
は
減
少
し
て
い
る
︒

い
ず
れ
の
裁
判
所
に
お
い
て
も
︑
第
四
番
書
式
︵
F
orm
4

n
otice

︵
＊

︶
︶
の
提
出
件
数
が
︑
割
合
と
し
て
増
加
し
た
︒
オ
ー
ス
ト
ラ

21

リ
ア
家
裁
で
は
︑
第
四
番
書
式
提
出
ケ
ー
ス
が
全
体
に
占
め
る
割
合

は
二
〇
〇
四
～
五
年
の
九
％
か
ら
二
〇
〇
八
～
九
年
の
二
一
％
に
増

加
し
た
︒
連
邦
治
安
判
事
裁
で
は
︑
二
〇
〇
四
～
五
年
の
四
％
か
ら

二
〇
〇
八
～
九
年
の
八
％
に
︑
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
家
裁
で
は
︑

同
じ
く
一
一
％
か
ら
二
三
％
に
増
加
し
た
︒

法
制
改
革
以
降
︑
子
ど
も
の
独
立
代
理
人
︵
in
d
ep
en
d
en
t
ch
il-

d
ren
’s
law
y
er︵
訳
者
追
加
︶︑
Ｉ
Ｃ
Ｌ
︶
選
任
命
令
が
行
わ
れ
た

ケ
ー
ス
が
全
体
に
占
め
る
割
合
も
︑
連
邦
治
安
判
事
裁
及
び
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
家
裁
共
に
増
加
し
た
︵
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
家
裁
に
つ

い
て
は
︑
デ
ー
タ
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
︶︒
例
え
ば
︑
二
〇
〇
四

～
五
年
︑
連
邦
治
安
判
事
裁
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
の
全
ケ
ー

ス
中
約
一
九
％
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｌ
選
任
命
令
が
行
わ
れ
た
︒
対
し
て
︑

二
〇
〇
八
～
九
年
に
は
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
で
は
三
三
％
︑
連

邦
治
安
判
事
裁
で
は
三
四
％
で
あ
っ
た㊼
︒

Q
S
L
S
P
2008
調
査
及
び

F
L
S
2008
調
査
に
参
加
し
た
法
制
度

従
事
者
か
ら
は
︑
連
邦
治
安
判
事
裁
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
と
の

並
行
的
運
営
に
関
す
る
懸
念
が
数
多
く
示
さ
れ
た
︒
例
え
ば
︑
同
じ

法
律
を
︑
そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
っ
た
一
連
の
手
続
に
則
っ
て
運
用
す

る
二
つ
の
裁
判
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
父
母
及
び
実
務
家
に
及
ぼ

す
影
響
等
が
指
摘
さ
れ
た
︒
こ
の
点
に
起
因
す
る
問
題
の
一
つ
と
し

て
︑
連
邦
治
安
判
事
裁
が
︑
伝
統
的
な
対
立
主
義
的
モ
デ
ル
で
の
処

理
を
好
む
実
務
家
に
対
し
て
︑
そ
の
舞
台
を
提
供
し
て
し
ま
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
︒
法
制
改
革
以
降
︑
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

州
を
除
く
全
て
の
州
及
び
準
州
で
は
︑
子
ど
も
に
関
す
る
ケ
ー
ス
の

約
八
四
％
が
連
邦
治
安
判
事
裁
に
お
い
て
処
理
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

を
考
え
た
時
︑
こ
の
こ
と
は
特
に
重
要
性
を
帯
び
て
く
る
︒

連
邦
治
安
判
事
裁
は
︑
そ
の
迅
速
か
つ
安
価
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
共
に
︑
き
わ
め
て
優
秀
な
連
邦
治
安
判

事
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
連
邦
治
安
判
事
の

業
務
に
お
け
る
時
間
的
制
約
︑
業
務
量
過
多
︑
及
び
︑
一
部
判
事
が

家
族
法
実
務
経
験
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
実
態
に
つ
い
て
懸
念
も
上

っ
て
い
た
︒
ま
た
︑
家
族
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
︑
司
法
官
及
び
弁
護
士
か

ら
は
︑
連
邦
治
安
判
事
裁
に
お
け
る
子
ど
も
の
養
育
を
め
ぐ
る
ケ

ー
ス
の
一
部
に
お
い
て
︑
取
り
決
め
の
成
立
に
際
し
て
家
族
報
告
書

︵
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ま
た
は
心
理
士
が
作
成
す
る
︶
が
果
た
す

役
割
に
関
し
て
も
懸
念
が
寄
せ
ら
れ
た
︒
こ
れ
は
つ
ま
り
︑
連
邦
治

安
判
事
裁
に
お
け
る
養
育
紛
争
の
一
部
で
は
︑
法
的
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
検
証
さ
れ
て
い
な
い
家
族
報
告
書
を
根
拠
に
取
り
決
め
が
成
立
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し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
対
す
る
懸
念
で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
︑

家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
の
嫌
疑
主
張
と
い
っ
た
事
実
に
関
す
る

問
題
に
つ
い
て
︑
裁
判
所
に
お
け
る
検
証
を
経
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
必
ず
し
も
全
て
の
ケ
ー
ス
に
当
て
は
ま
る
こ

と
で
は
な
い
が
︑
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
懸
念
で
あ
っ
た
︒

さ
ら
に
︑
一
部
の
連
邦
治
安
判
事
に
つ
い
て
︑
二
〇
〇
六
年
改
正

法
に
関
し
て
字
義
的
な
解
釈
を
行
い
が
ち
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
︒
つ
ま
り
︑
一
部
の
裁
判
結
果
は
︑
子
ど
も
︑
特
に
年
少
の
子
ど

も
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
考
慮
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の

で
あ
る
︒
ま
た
︑
時
間
的
制
約
の
た
め
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待

の
嫌
疑
主
張
に
つ
い
て
実
質
的
な
検
証
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
懸

念
も
上
っ
て
い
た
︒
二
〇
〇
六
年
七
月
一
日
の
法
制
度
改
革
以
降
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
︑
連
邦
治
安
判
事
裁
及
び
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
州
家
裁
の
裁
判
所
資
料
の
量
的
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
︑
こ
の
三
つ
の

裁
判
所
間
に
お
け
る
裁
判
結
果
の
パ
タ
ー
ン
に
幾
ら
か
の
変
化
が
見

ら
れ
る
も
の
の
︑
そ
れ
は
質
的
調
査
に
お
い
て
一
部
制
度
従
事
者
が

示
唆
す
る
ほ
ど
重
大
な
変
化
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
留
意
す
べ
き
は
︑
弁
護
士
は
利
用
者
に
対
し
て

助
言
を
行
う
に
あ
た
り
︑
同
様
の
事
実
関
係
を
抱
え
た
ケ
ー
ス
に
対

し
て
下
さ
れ
た
諸
決
定
か
ら
推
測
さ
れ
る
多
様
な
結
果
の
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
に
訓
練
を
受
け
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
な
訓
練
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
は
︑
す
な
わ
ち
︑
決
定
者

に
お
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
差
異
に
個
別
に
対
応
す
る
傾
向
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
︒
そ
れ
は
︑
弁
護
士
が
利
用
者
に
行
う

助
言
︑
及
び
︑
法
適
用
の
在
り
方
に
関
す
る
弁
護
士
自
身
の
見
解
に

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
︒

ケ
ー
ス
の
移
送
も
ま
た
困
難
視
さ
れ
て
い
た
︒
連
邦
治
安
判
事
は
︑

た
と
え
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
を
伴
う
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
︑

こ
れ
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
へ
移
送
す
る
こ
と
に
消
極
的
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
三
つ
の
裁
判
所
間
に
お
け

る
ケ
ー
ス
処
理
の
仕
組
み
の
違
い
の
結
果
と
し
て
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
家
裁
及
び
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
家
裁
係
属
ケ
ー
ス
は
︑
家
庭
内

暴
力
︑
児
童
虐
待
そ
の
他
複
雑
な
諸
問
題
に
つ
い
て
定
型
的
な
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
い
る
一
方
で
︑
連
邦
治
安
判
事
裁
係
属
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
は
︑
そ
の
よ
う
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
行
わ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
︒

︵
＊

︶

第
四
番
書
式
は
︑
裁
判
所
に
対
し
て
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童

21虐
待
に
関
す
る
懸
念
の
存
在
を
伝
え
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
︒

一
三

連
邦
家
族
法
第
七
章
第
一
二
Ａ
節
の
実
施
│
│
子
ど
も
に
関

連
す
る
ケ
ー
ス
の
訴
訟
指
揮
に
お
け
る
諸
原
則

二
〇
〇
六
年
に
お
け
る
一
連
の
法
制
改
革
の
目
標
の
一
つ
は
︑
裁
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判
所
に
申
し
立
て
ら
れ
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
︑
よ
り
子
ど
も
を
中
心

と
し
た
解
決
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
︒
こ
の
目
的
に
向
け
て
は
︑

連
邦
家
族
法
に
第
七
章
第
一
二
Ａ
節
が
創
設
さ
れ
た
︒
同
節
は
﹁
子

ど
も
に
関
連
す
る
ケ
ー
ス
の
訴
訟
指
揮
に
お
け
る
諸
原
則
﹂
の
概
容

を
規
定
す
る
︒
同
節
が
規
定
す
る
諸
原
則
は
︑
法
制
改
革
に
先
立
ち
︑

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
の
﹁
子
ど
も
に
関
す
る
ケ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
﹂︵
C
h
ild
ren
’s
C
ases
P
rog
ram
︶
に
お
い
て
試
行
さ
れ
た
新
た

な
ケ
ー
ス
処
理
シ
ス
テ
ム
の
一
部
内
容
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た

︵
H
arrison
,2007
参
照
︶︒
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
︑
子
ど
も
に
関
す

る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
︑
対
立
主
義
的
色
彩
を
抑
え
︑
焦
点
を
子
ど
も

に
よ
り
集
中
的
に
向
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
︒
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
家
裁
及
び
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
家
裁
は
共
に
︑
第
七
章

第
一
二
Ａ
節
の
創
設
を
支
持
し
て
︑
そ
の
ケ
ー
ス
管
理
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
変
更
し
た
︒
両
裁
判
所
の
モ
デ
ル
に
は
幾
つ
か
相
違
点
が
あ
る

が
︑
共
に
問
題
点
の
早
期
評
価
及
び
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
実
施
の
た
め

に
︑
家
族
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
家
族
と
の
初
回
面
接
を
行
う
点
で
共

通
し
て
い
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
連
邦
治
安
判
事
裁
は
︑
モ
デ
ル
変
更

の
た
め
に
必
要
な
家
族
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
人
的
資
源
を
欠
い
て
い

た
︒
但
し
︑
そ
の
積
極
的
な
訴
訟
管
理
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
第
七
章
第

一
二
Ａ
節
の
一
部
内
容
と
合
致
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
︒
な
お
︑

本
評
価
事
業
に
お
い
て
は
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
︑
西
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
州
家
裁
及
び
連
邦
治
安
判
事
裁
に
お
け
る
訴
訟
手
続
に
つ
い

て
は
︑
法
制
改
革
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
す
る
膨
大
な
設
問
群
の
一
端

と
し
て
検
討
し
た
︒
従
っ
て
︑
こ
の
点
に
つ
い
て
本
評
価
が
提
供
す

る
洞
察
は
︑
予
備
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
︒

第
七
章
第
一
二
Ａ
節
は
︑
養
育
命
令
に
関
す
る
訴
訟
手
続
の
管
理

運
用
に
お
け
る
裁
判
所
の
義
務
及
び
権
限
︵
並
び
に
同
義
務
及
び
権

限
の
行
使
の
指
針
と
な
る
諸
原
則
︶
に
つ
い
て
規
定
す
る
︒
主
な
原

則
は
次
の
通
り
で
あ
る
︒

・
裁
判
所
は
︑
訴
訟
指
揮
に
関
す
る
決
定
に
際
し
て
︑
子
ど
も
の

ニ
ー
ズ
及
び
そ
の
手
続
が
子
ど
も
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︵
第
六
九
条
Ｚ
Ｎ
三
項
︶

・
裁
判
所
は
︑
訴
訟
手
続
を
積
極
的
に
指
導
︑
指
揮
及
び
運
営
す

る
も
の
と
す
る
︵
同
条
四
項
︶

・
訴
訟
指
揮
は
︑
子
ど
も
を
家
庭
内
暴
力
︑
児
童
虐
待
及
び
ネ
グ

レ
ク
ト
か
ら
保
護
す
る
と
共
に
︑
当
事
者
を
家
庭
内
暴
力
か
ら

保
護
す
る
よ
う
に
執
り
行
う
べ
き
で
あ
る
︵
同
条
五
項
︶

・
訴
訟
指
揮
は
︑
当
事
者
に
よ
る
協
力
的
で
子
ど
も
を
中
心
と
す

る
養
育
を
促
進
す
る
よ
う
に
執
り
行
う
も
の
と
す
る
︵
同
条
六

項
︶

・
訴
訟
指
揮
は
︑
不
当
な
遅
延
な
く
し
て
︑
ま
た
︑
形
式
性
及
び

法
的
技
巧
性
を
可
能
な
限
り
押
え
て
執
り
行
う
も
の
と
す
る

オーストラリア二〇〇六年家族法制改革評価報告書（要約版）（翻訳）

87



︵
同
条
七
項
︶

裁
判
所
の
義
務
に
つ
い
て
は
︑
第
一
二
Ａ
節
は
次
の
通
り
規
定
す

る
︒・

略
式
の
処
理
が
可
能
な
事
項
と
精
査
を
必
要
と
す
る
事
項
と
を

区
別
す
る
こ
と
︵
第
六
九
条
Ｚ
Ｑ
一
項
ａ
号
︶

・
決
定
を
要
す
る
諸
事
項
に
関
す
る
命
令
を
決
定
す
る
こ
と
︵
同

ｂ
号
︶

・
手
続
的
な
措
置
に
関
し
て
︑
そ
の
予
測
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
と
コ

ス
ト
と
の
比
較
衡
量
の
上
で
︑
そ
の
措
置
を
執
り
行
う
べ
き
か

否
か
を
判
断
し
︵
同
ｄ
号
︶︑
そ
れ
に
基
づ
い
て
︑
指
示
を
与

え
︑
命
令
を
行
う
こ
と
︵
同
ｃ
号
︶

第
一
二
Ａ
節
が
規
定
す
る
裁
判
所
の
権
限
と
し
て
︑
訴
訟
開
始
か

ら
最
終
決
定
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お
い
て
︑
次
の
事
柄
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
︒
す
な
わ
ち
︑

・
事
実
認
定
を
行
う
こ
と
︵
第
六
九
条
Ｚ
Ｒ
一
項
ａ
号
︶

・
手
続
上
現
れ
た
争
点
を
決
定
す
る
こ
と
︵
同
ｂ
号
︶

・
手
続
上
現
れ
た
争
点
に
関
す
る
命
令
を
行
う
こ
と
︵
同
ｃ
号
︶

で
あ
る

︵
Q
S
L
S
P
2008
調
査
及
び
F
L
S
2008
調
査
に
参
加
し
た
︶
法
制

度
従
事
者
の
大
多
数
は
︑
第
七
章
第
一
二
Ａ
節
が
規
定
す
る
子
ど
も

中
心
主
義
的
な
諸
原
則
を
支
持
し
て
い
た
︒
そ
し
て
︑
こ
れ
ら
調
査

参
加
者
の
多
く
は
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
て
い
な
い
諸
地
域
で
は
こ
れ
ら
原
則
が
適
用
さ
れ
な
い
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
懸
念
を
示
し
た
︒

家
族
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
裁
判
官
は
︑
概
し
て
言
え
ば
︑
第
七

章
第
一
二
Ａ
節
︵
並
び
に
こ
れ
に
従
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
及

び
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
家
裁
の
ケ
ー
ス
管
理
モ
デ
ル
︶
に
つ
い
て
︑

一
歩
前
進
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
︑
弁
護
士
は
よ
り
慎
重
に
捉
え

て
い
た
︒
裁
判
官
は
︑
ど
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
決
定
す
る
べ
き

か
︑
そ
れ
を
訴
訟
の
ど
の
段
階
に
お
い
て
決
定
す
る
べ
き
か
︑
及
び
︑

い
か
な
る
証
拠
を
提
出
す
る
べ
き
か
︑
と
い
っ
た
諸
点
の
決
定
権
限

に
お
け
る
柔
軟
性
の
拡
大
を
歓
迎
し
て
い
た
︒
家
族
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
は
︑
手
続
に
お
い
て
子
ど
も
が
よ
り
中
心
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
指
摘
し
た
︒

F
L
S
2006・
2008
調
査
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
︑
第
一
二
Ａ
節
は

望
ま
し
い
改
正
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
賛
成
し
た
家
族
法
専
門
弁
護

士
は
︑
二
〇
〇
六
年
に
は
全
体
の
六
〇
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
︑

二
〇
〇
八
年
で
は
五
八
％
で
あ
っ
た
︒
半
数
ま
で
は
い
か
ず
と
も
相

当
数
が
一
貫
し
て
︵
二
〇
〇
六
年
及
び
二
〇
〇
八
年
共
に
二
九
％
︶︑

同
改
正
は
望
ま
し
い
と
い
う
点
に
反
対
し
て
い
た
︒
第
一
二
Ａ
節
の

他
の
部
分
に
関
し
て
も
︑
や
は
り
意
見
が
割
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
︒
す
な
わ
ち
︑
同
改
正
は
子
ど
も
に
と
っ
て
よ
り
良
い
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結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
︑
二
〇
〇
八
年

に
は
︑
全
弁
護
士
中
四
〇
％
が
賛
成
︑
三
四
％
が
反
対
で
あ
っ
た
︒

同
様
に
︑
第
一
二
Ａ
節
が
規
定
す
る
手
続
は
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童

虐
待
に
対
応
す
る
た
め
に
十
分
な
柔
軟
性
を
確
保
し
て
い
る
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
も
︑
二
〇
〇
八
年
で
は
︑
四
三
％
が
賛
成
︑
三
七
％

が
反
対
で
あ
っ
た
︒

弁
護
士
か
ら
は
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
に
お
け
る
第
七
章
第
一

二
Ａ
節
の
運
用
実
態
を
め
ぐ
る
様
々
な
懸
念
が
上
っ
た
︒
例
え
ば
︑

裁
判
所
の
対
処
事
項
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
︑
訴
訟
費
用
が
膨
ら

ん
だ
り
︑
訴
訟
の
遅
延
が
悪
化
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
︑
裁
判
官
の

権
限
行
使
に
お
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
し
ま
っ
て

い
る

︵
＊

︶
こ
と
︑
そ
し
て
︑
論
理
的
・
明
確
な
内
容
の
発
言
が
で
き
ず
教

22
育
を
受
け
て
い
な
い
当
事
者
ら
が
裁
判
官
に
語
り
か
け
る
こ
と
の
デ

メ
リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
の
懸
念
で
あ
る
︒
同
様
の
懸
念
は
西
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
州
家
裁
の
モ
デ
ル
に
関
し
て
も
上
っ
た
が
︑
数
・
内
容
共

に
そ
れ
ほ
ど
重
大
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
︒

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
及
び
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
家
裁
の
両
裁

判
所
の
モ
デ
ル
に
関
し
て
︑
一
部
の
弁
護
士
は
︑
当
事
者
ら
は
訴
訟

手
続
に
お
い
て
裁
判
官
に
対
し
て
直
接
話
し
か
け
る
機
会
を
与
え
ら

れ
︑
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
︑
自
分
の
意
見
を
聴
い
て
も
ら
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
指
摘
し
た
︒
弁
護
士
ら
は
ま
た
︑

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
家
裁
及
び
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
の
モ
デ
ル

に
お
け
る
︑
家
族
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
社
会
科
学
的
な
見
地
か

ら
の
助
言
に
つ
い
て
も
評
価
し
て
い
た
︒

︵
＊

︶

こ
の
点
は
︑
一
部
家
族
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
裁
判
官
に
お

22い
て
︑
事
実
認
識
が
持
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

一
四

二
〇
〇
六
年
共
同
親
責
任
法
︵
一
九
七
五
年
連
邦
家
族
法
の

改
正
︶
の
適
用

二
〇
〇
六
年
法
︵
共
同
親
責
任
法
︶
に
よ
る
連
邦
家
族
法
第
七
章

の
改
正
は
制
定
法
上
の
経
路
を
創
出
し
た
が
︑
そ
れ
は
複
雑
に
入
り

組
ん
で
お
り
︑
父
母
及
び
一
部
制
度
従
事
者
に
と
っ
て
容
易
に
は
理

解
し
難
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
Q
S
L
S
P

2008
調
査
に
参
加
し
た
裁
判
官
ら
は
︑
検
討
す
べ
き
条
文
数
が
増

え
た
こ
と
に
よ
り
︑
判
決
書
の
作
成
に
以
前
よ
り
も
時
間
を
要
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
︒
弁
護
士
ら
は
︑
父
母
に
と
っ
て

は
法
律
を
理
解
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
か
ら
︑
助
言
を
行
う
の
が
一

層
困
難
か
つ
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
共
に
︑
訴
訟
の

準
備
に
も
よ
り
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
た
︒
制

定
法
は
︑
司
法
官
が
諸
決
定
を
行
う
に
あ
た
っ
て
¡
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
経
路
を
規
定
し
て
い
る
︒
司
法
官
は
︑
そ
れ
に
従
っ
て
︑
数

多
く
の
条
文
を
事
実
に
対
し
て
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︵
例
え
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ば
︑
第
六
〇
条
Ｃ
Ｃ
二
項
︑
同
条
三
項
︑
第
六
〇
条
Ｄ
Ａ
︑
第
六
五

条
Ｄ
Ａ
Ａ
︶︒
こ
の
複
雑
さ
に
つ
い
て
は
︑
多
く
の
制
度
従
事
者
か

ら
︑
特
に
交
渉
に
よ
る
措
置
の
取
り
決
め
に
お
い
て
︑﹁
最
善
の
利

益
﹂︵
第
六
〇
条
Ｃ
Ａ
︶
原
則
の
一
次
性
を
曖
昧
な
も
の
に
し
て
し

ま
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒

同
じ
く
問
題
視
さ
れ
て
い
た
の
は
︑
暫
定
命
令
手
続
に
お
い
て
僅

か
な
証
拠
の
中
で
平
等
な
共
同
親
責
任
の
推
定
を
適
用
す
る
こ
と
で

あ
る
︒
法
制
改
革
後
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
︵
G
ood
e
an
d

G
ood
e
(2006)
F
am
C
A
1346︶
は
︑
暫
定
命
令
段
階
で
あ
っ
て
も

法
適
用
に
お
い
て
踏
む
べ
き
一
一
段
階
の
プ
ロ
セ
ス
を
概
略
し
て
い

る
︒
そ
れ
は
法
適
用
の
複
雑
さ
を
際
立
た
せ
る
も
の
で
あ
る
︒
裁
判

所
に
お
け
る
決
定
に
は
︑
親
責
任
及
び
世
話
時
間
に
関
す
る
命
令
を

行
う
に
あ
た
っ
て
の
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
現
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
原
則
︵
二
〇
〇
六
年
改
正
法
第
六
〇
条
Ｃ

Ａ
︶
の
下
︑
事
案
ご
と
に
個
別
具
体
的
な
判
断
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
の
現
れ
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
そ
の
一
方
で
︑
社
会
に
お
い
て
は
︑

制
定
法
は
平
等
な
共
同
親
責
任
の
推
定
に
基
づ
い
て
﹁
五
〇
対
五

〇
﹂
の
結
果
を
規
定
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
︒
こ
こ
に
︑
養

育
関
連
規
定
の
改
正
の
一
部
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
混
乱
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
︒

第
四
章

主
要
な
評
価
項
目
に
関
す
る
示
唆

本
評
価
事
業
の
結
果
と
し
て
︑
家
族
法
制
度
に
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
る
家
族
の
相
当
部
分
は
複
雑
な
ニ
ー
ズ
を
抱
え
て
お
り
︑
さ
ら

に
は
︑
家
庭
内
暴
力
︑
児
童
虐
待
︑
精
神
的
健
康
の
問
題
及
び
薬
物

濫
用
と
い
っ
た
問
題
に
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
︒
そ
し
て
︑
そ
の
よ
う
な
家
族
こ
そ
が
︑
離
別
後
支
援
サ
ー
ビ

ス
及
び
法
律
部
門
の
主
な
利
用
者
な
の
で
あ
る
︒

離
別
後
の
紛
争
へ
の
一
次
的
対
応
に
つ
い
て
︑
法
律
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
よ
る
対
応
が
減
少
し
︑
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
よ
る

対
応
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
︒
こ
れ
は
す

な
わ
ち
︑
離
別
後
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ
い
て
は
︑
一
次
的

に
は
家
族
関
係
的
な
観
点
か
ら
把
握
し
対
応
す
る
こ
と
の
割
合
が
拡
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項
目
㈠

新
設
拡
充
さ
れ
た
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
家
族
の

ニ
ー
ズ
に
ど
の
程
度
応
え
ら
れ
て
い
る
か
︒

家
族
関
係
支
援
を
求
め
る
家
族
に
お
い
て
︑
ど
の
よ
う
な
支

a.援
を
求
め
る
パ
タ
ー
ン
が
現
れ
て
い
る
か
︒

諸
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
︑職
員
及
び
利
用
者
か
ら
見
て
︑利
用
者

b.の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
い
う
点
で
ど
の
程
度
効
果
を
挙
げ
て
い
る
か
︒



大
し
て
い
る
と
い
う
文
化
的
な
変
革
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
︒

離
別
は
し
て
い
な
い
が
︑
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
上
の
深
刻
な
問
題
を

抱
え
て
い
た
と
い
う
父
母
の
約
半
数
が
初
期
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
︑
問
題
解
決
支
援
を
受
け
て
い
た
︒
深
刻
な
問
題
に
直
面
し
な
か

っ
た
カ
ッ
プ
ル
で
は
︑
初
期
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
関
係
支
援
の
利

用
は
そ
れ
よ
り
も
少
な
か
っ
た
︵
約
一
〇
％
︶︒
初
期
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
利
用
者
の
満
足
度
は
高
く
︑
利
用
者
の
大
多
数
が
同

サ
ー
ビ
ス
を
他
人
に
積
極
的
に
推
薦
し
た
い
と
回
答
し
て
い
た
︒

離
別
後
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
も
ま
た
︑
概
ね
好
評
価
を
与
え

て
い
た
︒
Ｆ
Ｒ
Ｃ
及
び
Ｆ
Ｄ
Ｒ
の
利
用
者
全
体
の
う
ち
七
〇
％
超
が

同
サ
ー
ビ
ス
は
当
事
者
全
員
に
対
し
て
公
平
で
あ
っ
た
︵
す
な
わ
ち
︑

Ｆ
Ｄ
Ｒ
士
ら
が
当
事
者
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
ひ
い
き
し
な
か
っ
た
︶

と
回
答
し
た
︒
ま
た
︑
利
用
者
の
過
半
数
が
︑
同
サ
ー
ビ
ス
は
自
身

が
求
め
て
い
た
支
援
を
提
供
し
た
と
答
え
た
︒
以
上
の
よ
う
な
評
価

は
︑
こ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
し
ば
し
ば
抱
え
る
強

烈
な
感
情
︑
高
レ
ベ
ル
の
4
藤
及
び
簡
単
な
解
決
策
の
不
在
と
い
う

こ
と
か
ら
す
れ
ば
︑
き
わ
め
て
高
い
評
価
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
は
︑
利
用
者
支
援
の
能
力
に
対

す
る
自
己
評
価
が
概
し
て
高
か
っ
た
︒
彼
ら
は
ま
た
︑
多
く
の
課
題

に
つ
い
て
も
言
及
し
た
︒
そ
れ
ら
は
︑
彼
ら
が
対
応
す
る
ケ
ー
ス
の

多
く
が
抱
え
る
複
雑
さ
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
彼
ら
は
さ
ら

に
︑
待
ち
時
間
の
問
題
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
り
︑
そ
れ
は
特
に
一

部
Ｆ
Ｒ
Ｃ
に
お
い
て
は
人
的
資
源
及
び
求
人
の
問
題
に
深
く
関
わ
っ

て
い
た
︒

法
制
改
革
の
一
つ
の
重
要
目
標
に
適
う
点
と
し
て
︑
家
族
関
係
支

援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
は
︑
一
般
的
に
︑
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
紹
介

に
か
な
り
重
き
を
置
い
て
い
た
︒
他
方
で
︑
家
族
が
適
切
な
時
機
に

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
点
は
︑

今
後
も
な
お
継
続
的
な
改
良
を
必
要
と
す
る
一
つ
の
重
要
な
領
域
で

あ
る
︒
制
度
全
般
に
お
け
る
経
路
に
つ
い
て
︑
よ
り
明
確
に
示
し
︑

そ
の
理
解
を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
家
庭
内
暴
力
及

び
／
ま
た
は
児
童
虐
待
の
問
題
を
抱
え
る
一
部
家
族
は
︑
家
族
関
係

支
援
サ
ー
ビ
ス
︑
弁
護
士
︑
裁
判
所
︑
及
び
︑
州
レ
ベ
ル
の
児
童
保

護
・
家
庭
内
暴
力
対
応
制
度
の
間
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
り
道
し
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
︒
複
雑
な
問
題
の
解
決
に

は
時
間
を
要
す
る
と
は
い
え
︑
経
路
の
不
明
確
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
機

関
︑
弁
護
士
及
び
裁
判
所
間
の
協
働
関
係
の
不
備
に
よ
る
問
題
解
決

の
遅
延
は
︑
子
ど
も
そ
の
他
家
族
構
成
員
の
福
祉
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
︒家

族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
と
家
族
法
弁
護
士
と
の
間
︑
そ

し
て
︑
家
族
法
制
度
従
事
者
と
裁
判
所
と
の
間
に
お
け
る
︑
よ
り
予

防
的
な
取
り
組
み
と
協
働
体
制
が
必
要
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
複
雑
な
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ケ
ー
ス
へ
の
対
応
に
お
い
て
特
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
︒

法
制
改
革
以
降
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
Ｒ
の
利
用
は
︑
父
母
が
裁
判
所
外

の
紛
争
解
決
手
続
及
び
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
支
援
の
下
で
紛
争
解
決
を

試
み
る
よ
う
に
求
め
る
と
い
う
目
的
に
広
く
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ

た
︒Ｆ

Ｄ
Ｒ
を
利
用
し
た
父
母
の
う
ち
約
五
分
の
二
は
合
意
に
達
し
︑

裁
判
所
を
利
用
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
三
分
の
一
近
く
は
合
意
に

至
ら
ず
︑
証
書
の
交
付
も
受
け
な
か
っ
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
そ
の

よ
う
な
父
母
の
大
半
は
︑
そ
の
後
︑
主
に
当
事
者
間
の
協
議
に
よ
っ

て
紛
争
解
決
に
至
っ
た
と
の
回
答
で
あ
っ
た
︒
そ
し
て
︑
約
五
分
の

一
は
︑
公
認
Ｆ
Ｄ
Ｒ
士
か
ら
︑
裁
判
制
度
を
利
用
す
る
た
め
の
証
書

の
交
付
を
受
け
た
︒
そ
の
大
半
は
主
に
裁
判
所
及
び
弁
護
士
を
利
用

し
︑
そ
し
て
︑
そ
の
大
多
数
は
離
別
後
約
一
年
の
時
点
で
は
紛
争
解

決
や
取
り
決
め
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
︒

Ｆ
Ｒ
Ｃ
も
ま
た
︑
恐
怖
及
び
虐
待
の
た
め
に
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
ひ
ど
く
困
難
で
あ
る
よ
う
な
相
当
数
の
父
母
に
と
っ
て
︑
最
初
の

接
触
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の

一
部
は
Ｆ
Ｄ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
︒
こ

れ
は
︑
紹
介
者
側
に
お
け
る
必
要
的
Ｆ
Ｄ
Ｒ
の
例
外
︵
二
〇
〇
六
年

法
第
六
〇
条
Ⅰ
九
項
︶
に
対
す
る
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ

と
の
現
れ
か
も
し
れ
な
い
︒
他
方
で
︑
こ
の
Ｆ
Ｄ
Ｒ
と
い
う
手
続
の

複
雑
さ
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
︒
例
外
事
由
の
存
否
の
判
断
の
最

適
任
者
は
誰
か
︒
そ
し
て
︑﹁
例
外
﹂
に
該
当
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
当
事
者
が
Ｆ
Ｄ
Ｒ
利
用
を
希
望
し
て
い
る
場
合
︑

制
度
従
事
者
は
こ
の
希
望
を
ど
の
程
度
尊
重
す
る
べ
き
か
︒
こ
れ
ら

の
点
に
関
す
る
決
定
は
︑
個
別
具
体
的
な
事
情
に
応
じ
て
行
う
必
要

が
あ
る
も
の
で
あ
る
︒

制
度
従
事
者
相
互
間
︵
Ｆ
Ｄ
Ｒ
従
事
者
︑
弁
護
士
︑
及
び
裁
判
所

間
︶
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
明
確
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
︑
こ

の
よ
う
な
問
題
の
処
方
箋
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
も
︑
可
能
な
限
り

迅
速
に
裁
判
制
度
を
利
用
す
る
べ
き
ケ
ー
ス
を
選
別
す
る
た
め
の
︑

よ
り
効
果
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
実
現
へ
向
け
た
戦
略
構
築
に
は
有
益
で

あ
ろ
う
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
こ
の
点
に
お
け
る
前
進
の
た
め
に
は
︑

裁
判
所
利
用
の
早
期
化
と
共
に
︑
利
用
者
が
﹁
家
族
法
制
度
の
中
で

迷
子
に
な
る
﹂
こ
と
は
な
い
と
い
う
弁
護
士
及
び
サ
ー
ビ
ス
従
事
者

側
の
確
信
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
︒
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項
目
㈡

Ｆ
Ｄ
Ｒ
は
︑
父
母
間
の
養
育
措
置
の
取
り
決
め
を
め
ぐ

る
紛
争
の
処
理
を
ど
の
程
度
支
援
で
き
て
い
る
か
︒

項
目
㈢

父
母
は
扶
養
義
務
の
履
行
と
い
っ
た
親
責
任
の
行
使
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
︒



平
た
く
言
え
ば
︑
親
責
任
は
︑
世
話
時
間
︑
子
ど
も
に
影
響
を
及

ぼ
す
諸
事
項
に
関
す
る
決
定
︑
及
び
︑
子
ど
も
の
扶
養
と
い
っ
た
数

多
く
の
側
面
を
備
え
て
い
る
︒
父
母
に
よ
る
共
同
決
定
が
行
わ
れ
る

割
合
が
最
も
高
い
の
は
︑
父
母
が
﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
っ
て

い
る
場
合
で
あ
る
︒

過
去
に
家
庭
内
暴
力
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
︑
ま
た
は
︑
現
在
も

子
ど
も
の
安
全
面
に
つ
い
て
懸
念
が
あ
る
と
答
え
た
父
母
は
︑
共
同

決
定
を
行
う
こ
と
が
遙
か
に
少
な
か
っ
た
︒
そ
れ
で
も
︑
家
庭
内
暴

力
の
過
去
を
持
つ
父
母
の
う
ち
︑
か
な
り
の
割
合
が
共
同
決
定
を
行

っ
て
い
る
と
回
答
し
て
い
た
︒

子
ど
も
に
関
す
る
決
定
の
実
際
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
︑
様
々
な

世
話
時
間
の
配
分
を
行
っ
て
い
る
父
母
か
ら
︑
そ
の
多
様
な
在
り
方

が
報
告
さ
れ
た
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
親
責
任
に
関
す
る
法
的
命
令
に

つ
い
て
は
︑
父
母
双
方
に
決
定
権
限
を
付
与
し
よ
う
と
い
う
法
制
改

革
以
前
か
ら
の
強
力
な
潮
流
が
現
れ
て
い
た
︒
二
〇
〇
六
年
法
制
改

革
以
降
に
裁
判
所
に
係
属
し
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
︑
共
同
親
責
任

命
令
が
幾
ら
か
増
加
し
て
い
る
と
い
う
証
左
が
あ
る
︒
対
し
て
︑
父

母
の
い
ず
れ
か
一
方
の
単
独
親
責
任
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
占
め
る
割

合
の
減
少
幅
は
︑
比
較
的
小
さ
い
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
︒

一
般
的
に
︑
父
親
が
子
ど
も
の
扶
養
義
務
を
果
た
し
て
い
る
か
否

か
に
つ
い
て
は
︑
世
話
時
間
の
配
分
の
在
り
方
に
よ
る
差
は
な
か
っ

た
︵
唯
一
の
例
外
と
し
て
︑
子
ど
も
に
一
切
会
っ
て
い
な
い
父
親
は

子
ど
も
の
扶
養
義
務
の
履
行
率
が
低
い
傾
向
が
あ
っ
た
︶︒
養
育
費

を
支
払
っ
て
い
る
父
親
の
中
で
は
︑﹁
世
話
時
間
の
均
分
﹂
を
行
っ

て
い
る
父
親
︑
及
び
︑
子
ど
も
に
一
切
会
っ
て
い
な
い
父
親
は
︑
そ

の
他
の
世
話
時
間
の
配
分
を
行
っ
て
い
る
父
親
に
比
べ
て
︑
養
育
費

支
払
い
を
不
公
平
と
考
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
︒
子
ど
も
の
扶
養
義
務

の
履
行
率
は
︑
父
母
の
一
方
が
全
決
定
責
任
を
担
う
ケ
ー
ス
よ
り
も

父
母
の
共
同
決
定
が
行
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
の
方
が
高
か
っ
た
︒

﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
っ
て
い
る
子
ど
も
は
ご
く
少
数
派
で

あ
っ
た
が
︑
そ
の
割
合
は
増
加
し
て
い
た
︒
こ
れ
は
︑
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
国
内
外
に
お
け
る
長
期
的
な
傾
向
の
一
端
で
あ
る
︒
法
制
改
革

以
降
︑
合
意
命
令
だ
け
で
な
く
︑
裁
判
所
の
決
定
に
よ
る
命
令
と
し

て
も
﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
の
命
令
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
増
加
し
た
︒

﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
っ
て
い
る
父
母
の
大
多
数
は
︑
そ
の
分

担
は
父
母
及
び
子
ど
も
の
両
方
に
と
っ
て
有
益
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
た
︒﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
っ
て
い
る
父
母
に
お
い
て

は
︑
平
均
的
に
父
母
間
の
関
係
が
良
好
で
あ
る
が
︑
一
部
で
は
暴
力
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項
目
㈣

離
別
家
族
の
子
ど
も
が
父
母
各
々
と
共
に
過
ご
す
時
間

に
つ
い
て
︑
ど
の
よ
う
な
配
分
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
か
︒
こ

の
点
に
関
し
て
何
ら
か
の
変
化
を
示
す
証
拠
は
あ
る
か
︒



及
び
機
能
不
全
的
な
行
動
も
見
ら
れ
た
︒

一
般
的
に
は
︑﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
が
子
ど
も
の
福
祉
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
︒
世
話
時
間
の
配
分
の

如
何
に
か
か
わ
ら
ず
︑
安
全
面
に
関
す
る
懸
念
を
示
し
て
い
た
母
親

及
び
父
親
は
︑
そ
の
よ
う
な
懸
念
を
抱
い
て
い
な
い
母
親
及
び
父
親

と
比
較
し
て
︑
子
ど
も
の
福
祉
に
対
す
る
評
価
が
低
い
傾
向
が
あ
っ

た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
母
親
ら
の
回
答
か
ら
は
︑﹁
世
話
時
間
の
分

担
﹂
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
︑
安
全
面
の
懸
念
が
子
ど
も
の
福
祉
に

及
ぼ
す
悪
影
響
に
拍
車
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
︒

二
〇
〇
六
年
家
族
法
制
改
革
以
降
に
離
別
し
た
父
母
の
半
数
強
は
︑

養
育
措
置
の
取
り
決
め
に
際
し
て
︑
子
ど
も
が
祖
父
母
と
共
に
過
ご

す
時
間
に
つ
い
て
も
考
慮
に
入
れ
た
と
感
じ
て
い
た
︒
祖
父
母
の
半

数
強
も
こ
の
よ
う
な
見
解
を
認
め
て
い
た
︒
二
〇
〇
六
年
家
族
法
制

改
革
以
前
に
離
別
し
た
父
母
で
は
︑
養
育
措
置
の
取
り
決
め
に
際
し

て
祖
父
母
に
つ
い
て
も
考
慮
に
入
れ
た
記
憶
が
あ
る
と
い
う
割
合
は

そ
れ
よ
り
も
低
か
っ
た
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
父
母
及
び
祖
父
母
の
回
答
か
ら
は
︑
子
ど
も
が

主
に
母
親
の
許
で
暮
ら
し
て
い
る
ケ
ー
ス
︵
最
も
一
般
的
な
世
話
時

間
の
配
分
で
あ
る
︶
で
は
︑
子
ど
も
と
父
方
の
祖
父
母
と
の
関
係
は

往
々
に
し
て
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
︒
本
調
査
の

対
象
と
な
っ
た
家
族
の
大
半
は
︑
法
制
改
革
以
前
に
父
母
が
離
別
し

た
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
本
法
制
改
革
が
祖
父
母
│
孫
間

の
関
係
の
展
開
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
レ
ベ
ル
は
︑
今
後
調
査
研
究
が

求
め
ら
れ
る
重
要
な
領
域
で
あ
る
︒

家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
職
員
及
び
家
族
法
弁
護
士
の
間
で
は
︑

養
育
措
置
の
取
り
決
め
に
際
し
て
祖
父
母
に
つ
い
て
考
慮
す
る
こ
と

は
子
ど
も
に
と
っ
て
有
益
か
つ
重
要
で
あ
り
得
る
と
い
う
認
識
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
︒
た
い
て
い
の
場
合
︑
祖
父
母

は
子
ど
も
の
福
祉
に
大
い
に
寄
与
し
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
︑
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
は
︑
多
く
の
拡
大
家
族
の
状

況
が
複
雑
な
も
の
で
あ
る
こ
と
も
認
め
て
い
た
︒
こ
の
点
に
伴
っ
て
︑

一
部
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
︑
養
育
措
置
の
取
り
決
め
に
際
し
て
祖

父
母
に
過
度
に
焦
点
を
当
て
る
と
逆
効
果
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う

評
価
も
示
さ
れ
た
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
概
観
と
し
て
は
︑
祖
父
母
は
多
く
の
子
ど
も
と

そ
の
家
族
の
生
活
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
︒
改
正
法
は
こ
の

点
を
際
立
た
せ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
︒
家
族
が
離
別
そ
の

他
の
苦
難
に
あ
る
時
︑
祖
父
母
が
貴
重
で
頼
り
に
な
る
場
合
も
あ
る
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項
目
㈤

離
別
家
族
の
子
ど
も
が
祖
父
母
と
共
に
過
ご
す
時
間
に

つ
い
て
︑
ど
の
よ
う
な
措
置
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
か
︒
こ
の

点
に
関
し
て
何
ら
か
の
変
化
を
示
す
証
拠
は
あ
る
か
︒



こ
と
は
疑
い
な
い
︒
し
か
し
︑
情
況
が
複
雑
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
︑

祖
父
母
が
関
わ
る
ケ
ー
ス
に
お
け
る
紛
争
解
決
及
び
決
定
は
︑
よ
り

困
難
か
つ
時
間
の
か
か
る
も
の
に
な
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
︒

離
別
父
母
の
う
ち
か
な
り
の
部
分
は
︑
暴
力
︑
安
全
面
の
懸
念
︑

精
神
的
な
健
康
︑
及
び
︑
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
濫
用
に
関
す
る
問
題

を
抱
え
て
い
る
︒
本
評
価
事
業
は
︑
家
族
法
制
度
と
し
て
︑
こ
れ
ら

の
問
題
へ
の
効
果
的
な
対
応
を
目
指
す
上
で
︑
依
然
と
し
て
改
良
の

余
地
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
二
〇

〇
六
年
法
制
改
革
に
よ
っ
て
︑
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
に
関
す

る
懸
念
を
抱
え
た
家
族
を
識
別
す
る
仕
組
み
の
在
り
方
が
改
善
し
た

と
い
う
こ
と
を
示
す
証
拠
も
あ
る
︒
特
に
︑
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ

ス
部
門
及
び
一
部
法
律
部
門
に
お
け
る
︑
そ
の
よ
う
な
家
族
を
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
し
よ
う
と
い
う
制
度
的
な
試
み
に
つ
い
て
︑
そ
の
暴
力

や
虐
待
の
問
題
の
捕
捉
能
力
が
向
上
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
︒し

か
し
な
が
ら
︑
家
庭
内
暴
力
を
経
験
し
た
家
族
に
お
い
て
﹁
世

話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
っ
て
い
る
割
合
は
︑
家
庭
内
暴
力
の
経
験
が

な
い
家
族
と
比
較
し
て
も
差
が
な
か
っ
た
︒
同
様
に
︑
安
全
面
で
の

懸
念
を
訴
え
た
家
族
と
か
か
る
懸
念
の
な
い
家
族
の
間
で
も
︑﹁
世

話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
っ
て
い
る
割
合
に
差
は
な
か
っ
た
︵
安
全
面

の
懸
念
を
抱
え
て
い
る
家
族
の
う
ち
一
六
～
二
〇
％
が
﹁
世
話
時
間

の
分
担
﹂
を
行
っ
て
い
た
︶︒
安
全
面
の
懸
念
は
︑
子
ど
も
が
ほ
と

ん
ど
の
夜
を
母
親
の
許
で
過
ご
し
︑
父
親
と
は
日
中
の
み
面
会
交
流

を
行
う
家
族
に
お
い
て
も
同
様
の
割
合
で
見
ら
れ
て
い
た
︒
こ
の
よ

う
な
世
話
時
間
の
配
分
の
取
り
決
め
へ
と
至
る
経
路
と
し
て
は
︑
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
な
く
取
り
決
め
に
至
っ
た
場
合
や
︑

家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
︑
弁
護
士
及
び
裁
判
所
の
支
援
の
下
で
取

り
決
め
に
至
っ
た
場
合
等
が
あ
っ
た
︒

安
全
面
の
懸
念
を
訴
え
た
母
親
及
び
父
親
は
︑
他
の
父
母
と
比
べ

て
︑
子
ど
も
の
福
祉
に
対
す
る
評
価
が
低
い
傾
向
が
あ
っ
た
︒
こ
の

傾
向
は
︑
子
ど
も
が
主
に
母
親
と
共
に
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
最
も

一
般
的
な
場
合
を
含
め
︑
あ
ら
ゆ
る
世
話
時
間
の
配
分
を
行
っ
て
い

る
父
母
に
現
れ
て
い
た
︒
し
か
し
︑
子
ど
も
の
福
祉
に
関
す
る
低
評

価
は
︑
安
全
面
の
懸
念
を
示
す
母
親
の
中
で
は
︑
特
に
﹁
世
話
時
間

の
分
担
﹂
を
行
っ
て
い
る
母
親
に
お
い
て
き
わ
め
て
目
立
っ
て
い
た
︒

さ
ら
に
︑
非
法
律
的
な
解
決
策
の
利
用
を
推
奨
し
︑
特
に
︑
大
半

の
父
母
の
Ｆ
Ｄ
Ｒ
参
加
を
期
待
す
る
こ
と
は
︑
す
な
わ
ち
︑
家
庭
内

暴
力
及
び
安
全
面
に
関
す
る
非
常
に
深
刻
な
懸
念
が
存
在
す
る
ケ
ー
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項
目
㈥

家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
に
関
す
る
問
題
は
︑
養
育

責
任
及
び
世
話
時
間
の
配
分
に
関
す
る
取
り
決
め
に
際
し
て
ど
の

程
度
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
︒



ス
の
一
部
が
Ｆ
Ｄ
Ｒ
を
行
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
︒

弁
護
士
の
大
半
︑
及
び
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
大
部

分
が
︑
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
へ
の
効
果
的
な
対
応
の
実
現
を

目
指
し
て
︑
制
度
上
幾
ら
か
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
い
う
意
見
を
示

し
て
い
た
︒
彼
ら
が
言
及
し
た
問
題
の
一
部
は
︑
法
制
改
革
以
前
か

ら
現
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
︒
例
え
ば
︑
弁
護
士
や
司
法
官
と
い
っ

た
制
度
従
事
者
に
お
け
る
︑
家
庭
内
暴
力
及
び
そ
の
子
ど
も
や
父
母

へ
の
影
響
に
対
す
る
理
解
不
足
に
由
来
す
る
諸
問
題
等
で
あ
る
︒
改

正
法
は
︑
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
に
関
す
る
懸
念
を
識
別
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
一
層
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
る
︵
例
え
ば
︑
二
〇

〇
六
年
法
第
六
〇
条
Ｂ
一
項
ｂ
号
︑
第
六
〇
条
Ｃ
Ｃ
二
項
ｂ
号
等
︶

が
︑
他
方
で
︑
そ
の
一
部
内
容
に
つ
い
て
は
︑
一
部
の
弁
護
士
と
そ

の
依
頼
人
に
よ
る
暴
力
や
虐
待
の
懸
念
の
主
張
を
封
じ
込
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
︒
例
え
ば
︑
二
〇
〇
六
年
法

︵
共
同
親
責
任
法
︶
第
一
一
七
条
Ａ
Ｂ
は
︑
裁
判
所
は
︑
一
方
当
事

者
が
訴
訟
に
お
い
て
﹁
故
意
に
虚
偽
の
嫌
疑
主
張
ま
た
は
陳
述
を
行

っ
た
﹂
と
認
め
ら
れ
る
場
合
︑
同
当
事
者
に
対
し
て
費
用
支
払
命
令

を
行
う
義
務
を
負
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
裁
判
所
は
︑

一
方
親
が
他
方
親
と
子
ど
も
と
の
関
係
を
ど
の
程
度
促
進
し
て
き
た

か
に
つ
い
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
︵
第
六
〇

条
Ｃ
Ｃ
三
項
ｃ
号
︶︒

安
全
面
で
の
懸
念
と
子
ど
も
の
福
祉
の
悪
化
と
の
関
連
性
︑
特
に
︑

﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
が
行
わ
れ
て
い
た
場
合
に
お
け
る
両
者
の
結

び
つ
き
は
︑
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
及
び
法
律
部
門
に
お
け
る
実

務
モ
デ
ル
の
変
更
の
必
要
性
を
突
き
つ
け
る
︒
と
り
わ
け
︑
こ
れ
ら

部
門
は
︑
そ
の
子
ど
も
ま
た
は
父
母
の
安
全
面
に
関
す
る
懸
念
に
つ

い
て
︑
世
話
時
間
の
配
分
に
関
す
る
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と

し
て
認
知
を
要
す
る
よ
う
な
家
族
を
効
果
的
に
識
別
す
る
と
い
う
こ

と
に
︑
よ
り
明
確
に
焦
点
を
当
て
る
必
要
が
あ
る
︒

以
上
の
知
見
は
︑
綿
密
な
調
整
を
施
さ
れ
た
上
で
︑
高
度
な
訓
練

と
経
験
を
積
ん
だ
専
門
家
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
る
評
価
及
び
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
の
仕
組
み
を
︑
制
度
全
般
に
か
か
る
従
事
者
が
大
い
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
整
え
る
必
要
性
を
示
し
て
い
る
︒
州
ベ
ー
ス
の

諸
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
︵
児
童
保
護
制
度
等
︶
と
建
設
的
か
つ
効
果
的

に
協
働
す
る
た
め
の
プ
ロ
ト
コ
ル
に
つ
い
て
も
︑
更
な
る
検
討
作
業

が
必
要
で
あ
る
︒
他
方
で
︑
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
実
務
の
継
続
的
な
改

善
作
業
と
並
行
し
て
︑
一
部
暴
力
及
び
虐
待
の
被
害
者
の
支
援
を
行

っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
︒
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項
目
㈦

養
育
措
置
の
取
り
決
め
に
際
し
て
︑
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ

及
び
利
益
は
ど
の
程
度
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
︒



こ
の
問
題
は
︑
本
法
制
改
革
の
諸
目
標
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
も

の
で
あ
る
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
及
び
利
益
が
ど
の
程
度

考
慮
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
の
評
価
に
は
︑
本
評
価
事
業
に
お
け

る
多
く
の
設
問
が
関
わ
っ
て
く
る
︒
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
︑
家
庭

内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
に
関
す
る
問
題
点
は
︑
養
育
責
任
及
び
世
話

時
間
の
配
分
を
取
り
決
め
る
に
あ
た
っ
て
ど
の
程
度
考
慮
さ
れ
て
い

る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
︒

こ
の
領
域
に
つ
い
て
は
︑
本
評
価
事
業
の
結
果
︑
幾
ら
か
の
進
展

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
同
時
に
︑
や
は
り
幾
つ
か
の
問
題
点
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
︒
多
く
の
父
母
は
ア
ク
セ
ス
可
能
な
関
係

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
お
り
︑
そ
の
結
果
と
し
て
︑
従
来
よ
り

も
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
焦
点
を
当
て
た
措
置
を
取
り
決
め
る
に
至
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
︑
利
用
者
及
び
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者

の
双
方
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
一
部
ケ
ー
ス
で
は
︑

可
能
な
限
り
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
︒

多
く
の
父
母
は
︑
平
等
な
共
同
親
責
任
に
つ
い
て
︑﹁
平
等
な
﹂

世
話
時
間
の
配
分
を
認
め
る
も
の
と
誤
解
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

示
す
証
拠
が
あ
る
︒﹁
世
話
時
間
の
均
分
ま
た
は
分
担
﹂
が
不
適
切

で
あ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
︑
こ
の
誤
解
の
た
め
に
︑
関
係

支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
︑
弁
護
士
及
び
裁
判
所
が
︑
父
母
の
焦
点
を

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
へ
と
差
し
向
け
る
こ
と
が
一
層
困
難
に
な
り

か
ね
な
い
︵
詳
細
は
後
述
︶︒

二
〇
〇
六
年
改
正
法
は
︑
第
七
章
第
一
二
Ａ
節
│
子
ど
も
に
関
連

す
る
訴
訟
指
揮
に
お
け
る
諸
原
則
を
設
置
し
た
︒
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
州
家
裁
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
は
こ
れ
を
支
持
し
て
︑
訴
訟

管
理
実
務
を
新
た
に
し
た
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
大
半
の
子
ど
も
を
め

ぐ
る
ケ
ー
ス
を
処
理
す
る
裁
判
所
で
あ
る
連
邦
治
安
判
事
裁
は
︑
訴

訟
管
理
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変
更
し
な
か
っ
た
︒

共
同
親
責
任
の
理
念
は
︑
父
母
︑
法
制
度
従
事
者
及
び
サ
ー
ビ
ス

従
事
者
よ
り
圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
て
い
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
多

く
の
父
母
は
共
同
親
責
任
と
﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
と
の
差
異
︑
ま

た
は
︑
反
証
可
能
な
︵
若
し
く
は
適
用
し
な
い
可
能
性
の
あ
る
︶
共

同
親
責
任
の
推
定
を
理
解
し
て
い
な
い
︒
よ
く
あ
る
誤
解
は
︑
共
同

親
責
任
と
は
﹁
平
等
な
﹂﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
意
味
し
て
い
る
︑

そ
し
て
︑
も
し
共
同
親
責
任
と
な
れ
ば
︑
裁
判
所
は
﹁
世
話
時
間
の

分
担
﹂
を
命
令
す
る
こ
と
に
な
る
︑
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒
こ
れ
ら

の
誤
解
は
︑
少
な
く
と
も
一
つ
に
は
︑
平
等
な
共
同
親
責
任
と
世
話

時
間
と
の
連
関
に
つ
い
て
の
改
正
法
の
規
定
の
在
り
方
に
起
因
し
て

い
る
︒
こ
の
点
に
関
す
る
混
乱
の
結
果
と
し
て
︑
一
部
の
父
親
が
︑
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項
目
㈧

二
〇
〇
六
年
法
に
よ
る
諸
改
正
は
実
務
上
ど
の
よ
う
に

機
能
し
て
い
る
か
︒



制
定
法
は
五
〇
対
五
〇
の
﹁
監
護
﹂
を
規
定
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
︑
幻
滅
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
生
じ
て
い
る
︒
こ

の
幻
滅
の
せ
い
で
︑﹁
世
話
時
間
の
均
分
ま
た
は
分
担
﹂
が
非
現
実

的
ま
た
は
不
適
切
で
あ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
︑
子
ど
も
に
焦

点
を
当
て
た
措
置
の
取
り
決
め
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ

る
︒
特
に
法
律
部
門
従
事
者
は
︑
そ
の
見
解
と
し
て
︑
法
改
正
に
よ

っ
て
︑
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
よ
り
も
父
母
の
権
利
に
目
が
向
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
︑
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
原
則
の
一
次
性

︵
第
六
〇
条
Ｃ
Ａ
︶
が
幾
分
か
弱
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
︑
と
指
摘
し

て
い
た
︒
さ
ら
に
︑
彼
ら
か
ら
見
れ
ば
︑
改
正
法
の
枠
組
み
は
︑
子

ど
も
の
成
長
発
達
に
と
っ
て
適
切
な
措
置
を
取
り
決
め
る
こ
と
を
十

分
に
促
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
法
制
改
革
に
よ
っ
て
︑
交
渉
に
せ
よ
訴
訟
に
せ

よ
︑
措
置
の
取
り
決
め
が
よ
り
創
造
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
点
も
あ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
父
親
が
子
ど
も
の
特
別
な
活
動
だ
け
で

な
く
︑
日
常
生
活
に
も
関
わ
る
と
い
う
措
置
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
︒
法
制
改
革
以
降
︑
弁
護
士
ら
が
事
実
上
の
﹁
八
〇
対

二
○
﹂
ル
ー
ル
に
則
っ
て
助
言
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
激
減
し
て

い
る
と
い
う
︒

子
ど
も
に
関
す
る
ケ
ー
ス
の
裁
判
所
へ
の
申
立
件
数
の
総
数
は
減

少
し
た
︒
そ
し
て
︑
連
邦
治
安
判
事
裁
へ
の
申
立
て
が
増
加
し
︑
そ

れ
に
従
っ
て
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
へ
の
申
立
て
が
減
少
す
る
と

い
う
法
制
改
革
以
前
か
ら
の
傾
向
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
︒

法
律
部
門
従
事
者
は
︑
連
邦
治
安
判
事
裁
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家

裁
と
の
並
行
的
な
運
営
に
つ
い
て
︑
例
え
ば
︑
各
裁
判
所
に
お
け
る

法
的
及
び
手
続
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
を
懸
念

し
て
い
た
ほ
か
︑
適
切
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
最
も
適
切
な
場
に
お
い

て
審
理
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
︑
等
と
い
っ
た
懸
念
も
抱
い
て
い
た
︒

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
︑
連
邦
治
安
判
事
裁
及
び
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
州
家
裁
は
︑
第
七
章
第
一
二
Ａ
節
の
実
施
に
つ
い
て
各
々
異
な
っ

た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
っ
て
い
た
︒
連
邦
治
安
判
事
裁
の
手
続
は
以
前

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
︵
但
し
︑
連
邦
治
安
判
事
裁
は
︑
法

制
改
革
以
前
か
ら
積
極
的
な
訴
訟
管
理
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
っ
て
い

る
も
の
と
見
ら
れ
る
︶︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁

及
び
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
家
裁
が
運
用
し
て
い
る
モ
デ
ル
に
は
︑

幾
つ
か
の
共
通
点
が
あ
る
︒
例
え
ば
︑
宣
誓
陳
述
書
提
出
に
対
す
る

諸
制
限
︑
審
理
前
の
家
族
評
価
に
基
づ
い
た
家
族
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
役
割
︑
及
び
︑
訴
訟
手
続
全
般
に
わ
た
っ
て
必
要
に
応
じ
て
行
わ

れ
る
介
入
等
で
あ
る
︒
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
家
裁
を
除
け
ば
︑

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
に
お
け
る
︑
よ
り
子
ど
も
を
中
心
に
置
く
手

続
は
︑
子
ど
も
に
関
す
る
ケ
ー
ス
の
う
ち
少
数
に
適
用
さ
れ
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
︒
大
多
数
の
ケ
ー
ス
は
︑
連
邦
治
安
判
事
裁
に
お
け
る
︑
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よ
り
伝
統
的
な
対
立
主
義
的
手
続
の
下
で
処
理
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
︒家

族
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
大
半
の
裁
判
官
は
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
家
裁
の
モ
デ
ル
を
改
良
型
と
考
え
て
い
た
が
︑
弁
護
士
の
意
見
は

と
り
わ
け
子
ど
も
を
中
心
に
置
く
と
い
う
点
を
め
ぐ
っ
て
割
れ
て
お

り
︑
弁
護
士
の
多
く
は
モ
デ
ル
変
更
を
支
持
す
る
こ
と
へ
の
躊
躇
を

示
し
て
い
た
︒
例
え
ば
︑
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
裁
に
お
い
て
は
︑
人

的
資
源
の
不
足
の
た
め
に
︑
訴
訟
の
遅
延
の
深
刻
化
及
び
長
期
化
が

生
じ
て
い
る
こ
と
や
︑
裁
判
官
の
間
で
訴
訟
管
理
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
︒
同
様
の
懸
念
は
︑

そ
れ
ほ
ど
重
大
な
も
の
で
は
な
い
が
︑
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
家
裁

の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
て
い
た
︒
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
に
は
︑

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
︑
幾
ら
か
緻
密
な
調
整
を
加
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
︑
本

評
価
事
業
は
︑
き
わ
め
て
大
規
模
な
評
価
設
問
群
の
一
端
と
し
て
検

討
し
︑
ご
く
断
片
的
に
眺
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
︒

二
〇
〇
六
年
法
に
よ
っ
て
連
邦
家
族
法
第
七
章
に
新
た
に
置
か
れ

た
多
数
の
養
育
関
連
規
定
に
つ
い
て
︑
弁
護
士
及
び
司
法
官
の
間
で

は
︑
複
雑
で
︑
助
言
提
供
及
び
決
定
の
実
務
に
お
い
て
適
用
し
に
く

い
と
い
う
評
価
傾
向
が
あ
る
︒
主
要
な
条
文
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
︑

及
び
︑
検
討
ま
た
は
説
明
を
要
す
る
条
文
数
が
多
い
こ
と
か
ら
︑
判

決
書
作
成
及
び
助
言
提
供
が
一
層
困
難
か
つ
時
間
を
要
す
る
も
の
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
制
定
法
は
利
用
者
│
父
母
│
に

と
っ
て
理
解
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
べ
き
な
の
に
︑
一
部
制
度
従
事

者
に
と
っ
て
さ
え
一
層
理
解
し
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
︒

﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
行
っ
て
い
る
父
母
の
大
多
数
は
︑
法
制

改
革
は
父
母
及
び
子
ど
も
に
と
っ
て
有
益
な
も
の
で
あ
る
と
回
答
し

た
︒
し
か
し
︑
全
体
の
五
分
の
一
に
も
の
ぼ
る
離
別
父
母
が
︑
養
育

措
置
と
関
連
し
た
安
全
面
の
懸
念
を
抱
え
て
い
た
︒
そ
し
て
︑
安
全

面
の
懸
念
を
抱
え
て
い
る
ケ
ー
ス
に
お
け
る
﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂

は
︑
子
ど
も
の
福
祉
の
低
下
と
結
び
つ
い
て
い
た
︒

同
様
に
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
を
行
っ
た
父
母
の
大
多
数
は
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
は
有
益

で
あ
る
と
回
答
し
た
︒
大
半
の
父
母
は
︑
既
に
措
置
の
取
り
決
め
に

至
っ
て
い
た
︒
ま
た
︑
や
は
り
大
半
は
︑
弁
護
士
や
裁
判
所
を
紛
争

解
決
の
た
め
の
一
次
的
な
経
路
と
し
て
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
︒
し

か
し
︑
多
く
の
Ｆ
Ｄ
Ｒ
利
用
者
は
暴
力
︑
虐
待
︑
安
全
面
及
び
精
神

的
健
康
ま
た
は
薬
物
濫
用
の
問
題
に
関
す
る
懸
念
を
抱
え
て
い
た
︒

こ
う
し
た
父
母
の
中
に
は
︑
こ
れ
ら
懸
念
の
レ
ベ
ル
が
非
常
に
高
く
︑
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項
目
㈨

法
制
改
革
は
︑
何
ら
か
の
予
期
せ
ぬ
結
果
│
肯
定
的
若

し
く
は
否
定
的
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
か
︒



そ
れ
ゆ
え
に
父
母
自
身
ま
た
は
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
主
張
出

来
な
い
可
能
性
が
あ
る
中
で
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
者
も
あ
っ
た
︒
但
し
︑
暴
力
が
発
生
し
た
と
い
う
情
況
に
お
い

て
も
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
が
適
切
な
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
︒

ほ
か
に
も
︑
予
想
外
の
諸
結
果
が
現
れ
て
い
る
︒
す
な
わ
ち
︑
法

制
改
革
は
母
親
よ
り
も
父
親
を
︑
そ
し
て
子
ど
も
よ
り
も
父
母
を
優

遇
し
て
い
る
と
い
う
の
が
︑
弁
護
士
の
大
多
数
の
認
識
で
あ
っ
た
︒

母
親
は
財
産
上
の
取
り
決
め
に
関
す
る
交
渉
を
は
じ
め
︑
多
く
の
点

で
不
利
に
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
︑
家
族
法
制
度
従
事
者
の

間
で
広
く
懸
念
さ
れ
て
い
た
︒
母
親
へ
の
財
産
分
配
の
平
均
額
が
減

少
し
た
よ
う
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
︒
子
ど
も
の
扶
養
義
務
及
び

財
産
分
配
へ
の
権
利
資
格
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
面
の
懸
念
に
つ
い

て
は
︑
多
く
の
弁
護
士
及
び
一
部
の
家
族
関
係
支
援
従
事
者
か
ら
︑

一
部
の
父
母
に
お
け
る
世
話
時
間
の
配
分
を
め
ぐ
る
交
渉
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
︒
こ
れ
ら
の
懸
念
が
離
別
父
母
一

般
に
ど
の
程
度
当
て
は
ま
る
か
は
︑
明
ら
か
で
は
な
い
︒
本
評
価
事

業
は
︑
父
母
の
大
多
数
は
離
別
後
の
養
育
措
置
に
つ
い
て
迅
速
に
解

決
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
離
別
後
の

措
置
の
取
り
決
め
が
﹁
合
意
﹂︵
“ag
reein
g
”︶
よ
り
も
﹁
交
渉
﹂

︵
“b
arg
ain
in
g
”︶
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
結
果
で
あ
る
よ
う
な
父
母

も
一
部
に
存
在
し
て
い
る
︒
こ
う
し
た
父
母
に
つ
い
て
は
︑
二
〇
〇

六
年
法
制
改
革
は
交
渉
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
お
け
る
変
化
を
も
た
ら

し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
映
る
︒
こ
の
点
に
つ
い
て
は
︑
さ
ら
な
る
検

討
調
査
が
必
要
で
あ
る
︒

第
五
章

結
論

本
評
価
事
業
の
結
果
は
︑
二
〇
〇
六
年
家
族
法
制
改
革
が
肯
定
的

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
領
域
と
そ
れ
ほ
ど
肯
定
的
で
な
い
影
響
を
及
ぼ

し
た
領
域
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒
概
し
て
︑
関
係

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
増
加
し
︑
子
ど
も
に
関
す
る
ケ
ー
ス
の
裁

判
所
に
対
す
る
申
立
て
件
数
が
減
少
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
離
別
後
の

家
族
関
係
に
関
す
る
諸
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
︑
当
然
に
法
的
解
決

策
に
頼
る
と
い
う
こ
と
か
ら
の
脱
却
も
一
部
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
︒離

別
父
母
の
大
部
分
は
︑
公
的
制
度
に
つ
い
て
は
最
小
限
の
利
用

に
留
め
な
が
ら
︑
離
別
後
の
措
置
に
つ
い
て
解
決
処
理
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
︒
Ｆ
Ｄ
Ｒ
は
離
別
父
母
に
お
け
る
養
育
措
置
の
成
功
を

支
援
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
最
も
重
要
な
点
は
︑
多
く
の
離
別
家
族
は
家
庭

内
暴
力
︑
安
全
面
に
関
す
る
懸
念
︑
精
神
的
健
康
及
び
薬
物
濫
用
の

法学研究 84 巻 3 号（2011：3）

100



問
題
と
い
っ
た
諸
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
︑
そ
し
て
︑
こ

う
し
た
家
族
こ
そ
︑
サ
ー
ビ
ス
及
び
法
律
部
門
の
主
な
利
用
者
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
家
族
に
関
し
て
は
︑
離
別
後

の
紛
争
解
決
は
家
族
法
制
度
全
体
に
対
し
て
幾
つ
か
の
複
雑
な
問
題

を
突
き
つ
け
る
︒
本
評
価
事
業
は
︑
こ
の
点
に
お
け
る
現
在
の
諸
課

題
を
確
認
し
た
︒
と
り
わ
け
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
を
行
う
べ
き
で
な
い
ケ
ー
ス

の
識
別
を
め
ぐ
る
制
度
従
事
者
の
実
務
及
び
理
解
に
つ
い
て
は
︑
今

後
も
継
続
的
な
進
展
が
求
め
ら
れ
る
︒
こ
の
領
域
に
お
い
て
は
︑
ど

の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
ケ
ー
ス
が
Ｆ
Ｄ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
に
不
適
当
か
と
い

う
点
の
共
通
理
解
を
構
築
し
︑
他
の
選
択
肢
の
推
奨
を
一
層
適
切
に

行
う
と
い
う
こ
と
を
目
指
し
て
︑
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
︑

家
族
法
制
度
従
事
者
及
び
裁
判
所
の
間
に
お
け
る
協
働
体
制
を
整
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

効
果
的
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ほ
か
に
は
︑
次
の
よ
う
な
諸
点
の

進
展
が
求
め
ら
れ
よ
う
︒
す
な
わ
ち
︑

・
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
部
門
内
︑
部
門
相
互
間
︑
及
び
児
童

保
護
と
い
っ
た
そ
の
他
重
要
領
域
と
の
間
に
お
け
る
情
報
共
有

の
た
め
の
プ
ロ
ト
コ
ル
の
継
続
的
構
築

・
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
と
子
ど
も
の
独
立
代
理
人
と

の
協
働
の
た
め
の
プ
ロ
ト
コ
ル
の
構
築

・
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
と
父
母
各
々
の
代
理
人
を
務

め
る
弁
護
士
と
の
協
働
の
た
め
の
プ
ロ
ト
コ
ル
の
構
築

︵
＊

︶
23

・
裁
判
所
に
お
い
て
︑
特
に
暫
定
命
令
手
続
レ
ベ
ル
に
て
︑
安
全

で
時
機
を
得
た
︑
か
つ
︑
子
ど
も
を
中
心
に
置
い
た
決
定
を
促

す
よ
う
な
質
の
高
い
評
価
を
︑
要
求
ま
た
は
提
供
す
る
能
力
の

大
幅
な
改
善

・
家
族
関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
内
部
で
︑
時
に
大
規
模
に
展
開
さ
れ

る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
手
続
に
よ
っ
て
既
に
獲
得
さ
れ
た
情
報

を
︑
司
法
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
︑
司
法
官
︑
ま
た
は
︑

裁
判
所
に
お
け
る
評
価
担
当
者
が
利
用
で
き
て
い
る
か
否
か

︵
も
し
で
き
て
い
る
と
す
れ
ば
︑
ど
の
よ
う
に
利
用
で
き
て
い

る
か
︶
に
つ
い
て
の
検
討

で
あ
る
︒

家
族
評
価
及
び
Ｆ
Ｄ
Ｒ
手
続
に
お
け
る
秘
密
情
報
の
開
示
に
関
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
っ
て
は
︑
複
雑
な
問
題
が
数
点
上

っ
て
い
る
も
の
の
︑
そ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
の
よ

う
に
し
て
行
わ
れ
得
る
か
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
の
考
究
は
︑
協

働
体
制
の
拡
充
及
び
こ
れ
ら
ケ
ー
ス
の
迅
速
な
処
理
の
実
現
へ
と
向

か
う
途
と
な
る
で
あ
ろ
う
︒
確
か
に
︑
現
在
で
も
︑
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
及
び
評
価
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
︑
多
く
の
関
連
情
報
が
家
族
関

係
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
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部
門
内
の
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
と
の
間
︑
及
び
︑
法
律
部
門
従
事
者
と

の
間
︑
ま
た
は
︑
他
の
支
援
機
関
及
び
サ
ー
ビ
ス
と
の
間
に
お
い
て
︑

そ
の
よ
う
な
情
報
を
や
り
と
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
︒

実
際
︑
家
族
が
制
度
の
他
の
部
分
へ
と
移
動
す
る
場
合
に
︑
再
び
ゼ

ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
往
々
に
し

て
あ
る
︒
家
族
は
既
に
︑
家
庭
内
暴
力
︑
安
全
面
で
の
懸
念
そ
の
他

複
雑
な
問
題
の
た
め
に
ス
ト
レ
ス
下
に
置
か
れ
て
い
る
の
に
︑
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
解
決
が
遅
れ
︑
そ
の
不
利
益
が
増
大
し
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
︒

複
雑
な
問
題
点
を
抱
え
た
家
族
に
効
果
的
に
対
応
す
る
た
め
に
は
︑

そ
の
よ
う
な
家
族
に
お
け
る
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
︒
そ
れ
は
︑
養
育
に
関
す
る
問
題
の
解
決
だ
け

で
な
く
︑
広
く
家
族
に
影
響
を
及
ぼ
す
諸
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
︒
そ
の
よ
う
な
対
応
の
た
め
に
は
︑
諸
般
の
懸
念
を
識

別
し
︑
父
母
が
そ
の
状
況
に
応
じ
て
最
も
適
切
な
紛
争
解
決
の
仕
組

み
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
︒

効
果
的
な
対
応
に
よ
っ
て
︑
複
雑
な
問
題
を
抱
え
た
家
族
に
お
け

る
子
ど
も
の
養
育
措
置
は
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
適
っ
た
も
の
と
な
り
︑

子
ど
も
の
短
期
的
ま
た
は
長
期
的
な
福
祉
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
は

な
く
な
る
︒
Ｆ
Ｄ
Ｒ
が
不
適
当
な
家
族
の
ニ
ー
ズ
及
び
軌
跡
に
関
し

て
更
に
検
討
調
査
を
重
ね
る
こ
と
は
︑
こ
れ
ら
家
族
の
支
援
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
施
策
が
必
要
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
の
に
役
立
つ
で

あ
ろ
う
︵
L
S
S
F
W
2
2009
調
査
は
︑
こ
の
点
で
幾
ら
か
役
に
立
つ

か
も
し
れ
な
い
︶︒
重
要
な
問
題
点
は
︑
そ
の
上
で
︑
そ
の
よ
う
な

家
族
が
︑
法
律
／
裁
判
所
制
度
を
ど
の
程
度
利
用
す
る
か
︑
そ
し
て
︑

そ
の
利
用
を
阻
む
障
壁
ま
た
は
障
害
︵
例
え
ば
︑
経
済
的
ま
た
は
個

人
的
な
も
の
︶
が
あ
る
か
否
か
︑
と
い
う
点
で
あ
る
︒

安
全
面
の
懸
念
が
存
在
す
る
場
合
に
︑
子
ど
も
の
福
祉
が
悪
化
す

る
│
各
種
養
育
措
置
に
お
い
て
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
︑
と
り
わ

け
﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
│
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
︒
そ
れ
は
︑
安
全
面
の
懸
念
を
抱
え
て
い
る

家
族
を
識
別
し
︑
子
ど
も
の
福
祉
を
促
す
よ
う
な
措
置
の
取
り
決
め

を
支
援
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
︒

本
評
価
事
業
は
︑
離
別
父
母
と
そ
の
子
ど
も
が
直
面
す
る
複
雑
多

様
な
問
題
点
︑
そ
し
て
︑
子
ど
も
に
と
っ
て
可
能
な
限
り
最
善
の
結

果
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
諸
サ
ー
ビ
ス
を
明
ら
か
に
し
た
︒
結

局
の
と
こ
ろ
︑
家
族
法
制
度
内
に
お
い
て
は
多
く
の
視
点
が
存
在
し
︑

多
く
の
相
反
す
る
ニ
ー
ズ
が
存
在
す
る
が
︑
子
ど
も
の
最
善
の
利
益

に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
及
び
あ
ら
ゆ
る
家
族
構
成
員
を
危
害
か
ら
保

護
す
る
こ
と
の
一
次
的
重
要
性
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
︒

︵
＊

︶
﹁
円
卓
で
の
紛
争
解
決
﹂
は
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
士
及
び
部
門
内
の
そ

23の
他
専
門
家
に
よ
り
更
に
考
究
す
る
こ
と
の
で
き
る
一
つ
の
︵
決
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し
て
唯
一
で
は
な
い
と
し
て
も
︶
モ
デ
ル
で
あ
る
︒

︿
参
考
文
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﹀
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L
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ep
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em
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attach
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A
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C
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E
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S
creen
in
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en
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creen
in
g
+
an
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+
A
ssessm
en
t
+

F
ram
ew
ork
+
-+
Ju
ly
+
2008.P
D
F
>
.

︻
訳
者
注
︼

①

例
え
ば
︑
L
S
S
F
W
1
2008
調
査
対
象
で
あ
る
︵
つ
ま
り
︑
二
〇

〇
六
年
法
制
改
革
以
降
に
離
別
し
た
︶
離
別
父
母
で
は
︑
調
査
時

点
で
の
末
子
の
年
齢
が
四
歳
以
下
で
あ
る
父
母
が

・
父
親
：
全
体
の
六
五
・
二
％

・
母
親
：
同

六
七
・
三
％

で
あ
っ
た
︒
同
じ
く
学
歴
に
つ
い
て
︑
大
学
を
卒
業
し
て
い
な
い
割

合
が
︑

・
父
親
：
全
体
の
四
七
・
四
％

・
母
親
：
同

五
三
・
〇
％

で
あ
っ
た
︒︵
L
S
S
F
W
1
2008
調
査
︑
全
体
版
︻
T
ab
le
2.1︼・
二

五
頁
︶︒

②

表
⑴
報
告
書
全
体
版
︻
T
ab
le
2.2/2.9︼・
二
六
︑
二
九
︑
三
三

頁
参
照
︒
な
お
︑
以
降
︑
訳
者
注
に
お
い
て
︑
適
宜
︑
報
告
書
全

体
版
の
︻
T
ab
le︼・︻
F
ig
u
re︼
な
ど
の
図
表
を
は
じ
め
と
す
る
内

容
を
引
用
・
紹
介
し
︑
補
足
説
明
を
行
う
︒
特
に
︻
T
ab
le︼・

︻
F
ig
u
re︼
の
紹
介
に
際
し
て
は
︑
報
告
書
全
体
版
の
該
当
頁
を
付

記
す
る
が
︑
報
告
書
全
体
版
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
は
逐
一
示

さ
な
い
︒
ま
た
︑
そ
の
便
宜
上
︑︻
T
ab
le︼・︻
F
ig
u
re︼
の
一
部
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の
み
を
抜
粋
す
る
場
合
や
︑
本
件
表
⑴
の
よ
う
に
︑
二
つ
の
︻
T
a-

b
le︼・︻
F
ig
u
re︼
を
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
の
表
と
し
て
紹
介
す
る

場
合
も
あ
る
が
︑
特
に
そ
の
旨
の
記
載
の
な
い
限
り
は
︑
各
︻
T
a-

b
le︼・︻
F
ig
u
re︼
を
全
部
抜
粋
し
た
も
の
と
す
る
︒

③

Ｅ
Ｉ
Ｓ
と
は
具
体
的
に
は
︑
S
p
ecialised
F
am
ily
V
iolen
ce

S
erv
ices︵
Ｓ
Ｆ
Ｖ
Ｓ
︶︑
M
en
an
d
F
am
ily
R
elation
sh
ip
S
erv
-

ices︵
Ｍ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
︶︑
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
︑
及
び
︑
F
am
ily
R
ela-

tion
sh
ip
E
d
u
cation
an
d
S
k
ills
T
rain
in
g
︵
Ｅ
Ｄ
Ｓ
Ｔ
︶
の
こ

と
で
あ
る
︒
な
お
︑
Ｅ
Ｉ
Ｓ
利
用
者
の
利
用
目
的
は
︑
離
別
後
の

養
育
紛
争
解
決
よ
り
も
む
し
ろ
家
族
関
係
問
題
一
般
の
解
決
に
あ

る
と
さ
れ
る
︒

④

表
⑵
︻
T
ab
le
3.18︼・
五
〇
頁
参
照
︒
な
お
︑
各
利
用
者
の
利
用

サ
ー
ビ
ス
種
類
数
は
複
数
種
に
わ
た
る
こ
と
が
多
い
︵
後
掲
訳
者

注
⑥
参
照
︶︒

⑤

表
⑶
︻
T
ab
le
3.17︼
の
一
部
抜
粋
・
四
九
頁
参
照
︒

⑥

利
用
サ
ー
ビ
ス
種
類
数
別
に
見
る
父
母
の
割
合
は
︑

・
〇
件
：
父
母
全
体
の
三
二
・
一
％

・
一
件
：
同

二
二
・
四
％

・
二
件
：
同

二
一
・
一
％

・
三
件
以
上
：
同

二
四
・
四
％

で
あ
っ
た
︵
L
S
S
F
W
1
2008
調
査
︑︻
T
ab
le
3.16︼・
四
八
頁
︶︒

⑦

表
⑷
︻
T
ab
le
4.12・
4.13︼・
七
七
︑
七
八
頁
参
照
︒
本
統
計
デ

ー
タ
に
つ
い
て
︑
全
体
版
九
一
頁
は
︑﹁
何
ら
か
の
暴
力
ま
た
は
虐

待
の
過
去
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
多
く
の
父
母
が
主
に
前
パ
ー
ト
ナ

ー
と
の
協
議
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
に
至
っ
て
お
り
︑
そ
の

際
︑
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
支
援
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
少

な
く
な
い
﹂
こ
と
を
指
摘
す
る
︒
な
お
︑
全
般
的
に
既
解
決
ケ
ー

ス
よ
り
も
処
理
中
の
ケ
ー
ス
の
方
が
家
庭
内
暴
力
の
被
害
経
験
が

あ
る
割
合
が
多
い
と
さ
れ
る
︵
L
S
S
F
W
1
2008
調
査
︑︻
T
ab
le
4.

14︼・
七
八
頁
︶︒

⑧

表
⑸
︻
T
ab
le
4.20/4.21︼・
八
二
～
八
三
頁
参
照
︒

⑨

例
え
ば
︑
Ｆ
Ｒ
Ｃ
職
員
で
は
︑
同
要
件
を
誤
解
し
て
い
る
利
用
者

が
Ｆ
Ｒ
Ｃ
利
用
者
全
体
中
ど
れ
位
の
割
合
を
占
め
て
い
る
か
に
関

す
る
回
答
率
は
︑

・
全
利
用
者
の
四
分
の
一
未
満
：
全
職
員
中
二
六
・
六
％

・
全
利
用
者
の
四
分
の
一
以
上
：
同

三
〇
・
三
％

・
全
利
用
者
の
約
半
分
：
同

二
〇
・
九
％

・
全
利
用
者
の
約
四
分
の
三
：
同

九
・
八
％

・
全
利
用
者
の
四
分
の
三
以
上
：
同

六
・
二
％

で
あ
っ
た
︵
O
n
lin
e
S
u
rv
ey
of
F
R
S
P
S
taff
2009
調
査
︑︻
F
ig
-

u
re
4.2︼・
八
五
頁
︶︒

⑩

本
調
査
︵
L
S
S
F
W
1
2008
調
査
︶
の
設
問
文
は
﹁
あ
な
た
は
こ

れ
ま
で
に
家
族
紛
争
解
決
手
続
ま
た
は
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

︵
fam
ily
d
isp
u
te
resolu
tion
or
m
ed
iation
︶
を
利
用
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
﹂
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
︑
こ
の
﹁
家
族

紛
争
解
決
手
続
ま
た
は
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
︵
fam
ily
d
isp
u
te
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resolu
tion
or
m
ed
iation
︶﹂
は
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
狭
義
の
﹂
Ｆ
Ｄ
Ｒ

︵
家
族
紛
争
解
決
手
続
︶
を
指
す
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
広
義
の
紛
争

解
決
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
﹁
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
︑
メ
デ
ィ
エ

ー
シ
ョ
ン
ま
た
は
紛
争
解
決
手
続
支
援
サ
ー
ビ
ス
︵
cou
n
sellin
g
,

m
ed
iation
or
d
isp
u
te
resolu
tion
s
serv
ice︶﹂
の
利
用
の
有
無

を
尋
ね
た
際
は
︑
全
回
答
者
中
五
〇
％
が
利
用
経
験
あ
り
と
答
え

た
︵
全
体
版
九
五
～
九
六
頁
︶︒

⑪

な
お
︑
全
体
版
九
八
頁
は
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
に
お
け
る
子
ど
も
の
世
話
時

間
の
措
置
に
関
す
る
合
意
内
容
の
特
徴
と
し
て
︑
合
意
締
結
前
の

措
置
を
維
持
す
る
か
︑
ま
た
は
︑
締
結
前
措
置
よ
り
も
父
親
と
共

に
過
ご
す
時
間
を
増
や
す
も
の
が
多
く
︵
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
四
〇

％
強
を
占
め
る
︶︑
特
に
後
者
の
傾
向
が
Ｆ
Ｒ
Ｃ
で
行
わ
れ
た
Ｆ
Ｄ

Ｒ
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
合
意
に
強
く
現
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

す
る
︵
S
u
rv
ey
ofF
R
S
P
C
lien
ts
2009
調
査
︑︻
T
ab
le
5.4︼・
九

九
頁
︒
但
し
︑
同
調
査
は
︑
子
ど
も
の
主
た
る
世
話
者
と
な
っ
た

父
親
の
参
加
者
が
比
較
的
多
い
こ
と
も
合
わ
せ
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
注
意
︶︒

⑫

Ｆ
Ｄ
Ｒ
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
に
お
け
る
調
査
時
点
で
の
最
終
的
な
養

育
措
置
の
取
り
決
め
達
成
率
は
︑

・
Ｆ
Ｄ
Ｒ
に
お
い
て
合
意
締
結
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
：
七
四
・
四
％

・
Ｆ
Ｄ
Ｒ
に
お
い
て
合
意
締
結
は
な
ら
な
か
っ
た
が
︑
証
書
の
交

付
を
受
け
た
ケ
ー
ス
：
三
六
・
三
％

・
Ｆ
Ｄ
Ｒ
に
お
い
て
合
意
締
結
も
な
ら
ず
︑
証
書
の
交
付
も
受
け

な
か
っ
た
ケ
ー
ス
：
六
五
・
二
％

で
あ
っ
た
︵
L
S
S
F
W
1
2008
調
査
︑︻
T
ab
le
5.9︼・
一
〇
三
頁
︶︒

全
体
版
一
〇
四
～
一
〇
五
頁
は
︑
合
意
締
結
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て

Ｆ
Ｄ
Ｒ
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
︑
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
︒

﹁
統
計
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
︑﹃
Ｆ
Ｄ
Ｒ
ま
た
は
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

︵
つ
ま
り
狭
義
の
Ｆ
Ｄ
Ｒ
︶
を
行
っ
た
﹄
と
回
答
し
た
離
別
父
母
の

半
分
強
が
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
の
直
接
の
結
果
と
し
て
正
式
な
合
意
を
締
結
し

た
訳
で
は
な
い
が
︑
そ
れ
で
も
︑
大
多
数
の
場
合
は
合
意
に
達
し
︑

そ
の
う
ち
大
半
は
当
事
者
間
の
協
議
を
そ
の
主
た
る
経
路
と
し
て
い

た
︒
こ
の
こ
と
は
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
手
続
は
︑
何
ら
の
支
援
も
受
け
ず
に
行

わ
れ
る
交
渉
だ
け
で
な
く
そ
の
他
公
的
な
支
援
を
受
け
て
い
る
交
渉

に
お
い
て
も
重
要
な
一
歩
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
り
︑
将
来
的
な
紛

争
の
芽
を
摘
む
の
に
有
益
な
場
合
が
あ
る
と
い
う
認
識
の
裏
付
け
と

な
る
︒
⁝
⁝
統
計
デ
ー
タ
か
ら
は
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
は
合
意
締
結
の
た
め
に

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
離
別
父
母
の
大
半
を
直
接
ま
た
は
間
接
に
支

援
出
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
︒﹂

⑬

Ｆ
Ｄ
Ｒ
等
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
率
を
︑
離
別
前
に
お
け
る
暴

力
等
の
被
害
経
験
の
有
無
別
に
眺
め
る
に
︑

離
別
前
に
身
体
的
暴
力
︵
及
び
心
理
的
虐
待
の
両
方
︶
を
受
け
た

経
験
の
あ
る
父
母
で
は
︑

・
狭
義
の
Ｆ
Ｄ
Ｒ
：
四
一
・
二
％

・
広
義
の
Ｆ
Ｄ
Ｒ
︵
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
心
理
士
︑
そ
の
他
精
神
科

医
療
専
門
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
︶：
六
五
・
一
％
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離
別
前
に
心
理
的
虐
待
の
み
を
受
け
た
経
験
の
あ
る
父
母
で
は
︑

・
狭
義
の
Ｆ
Ｄ
Ｒ
：
三
四
・
六
％

・
広
義
の
Ｆ
Ｄ
Ｒ
︵
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
心
理
士
︑
そ
の
他
精
神
科

医
療
専
門
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
︶：
五
九
・
五
％

暴
力
や
虐
待
を
受
け
た
経
験
の
な
い
父
母
で
は
︑

・
狭
義
の
Ｆ
Ｄ
Ｒ
：
一
五
・
二
％

・
広
義
の
Ｆ
Ｄ
Ｒ
︵
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
心
理
士
︑
そ
の
他
精
神
科

医
療
専
門
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
︶：
三
三
・
一
％

で
あ
っ
た
︵
L
S
S
F
W
1
2008
調
査
︑︻
F
ig
u
re
5.1︼・
一
〇
〇
頁
︶︒

⑭

特
に
母
親
か
ら
セ
ッ
シ
ョ
ン
中
ま
た
は
セ
ッ
シ
ョ
ン
外
に
お
け
る

恐
怖
心
が
報
告
さ
れ
た
場
合
︑
そ
れ
が
証
書
交
付
に
結
び
つ
く
傾

向
が
あ
る
︵
S
u
rv
ey
of
F
R
S
P
C
lien
ts
2009
調
査
︑︻
T
ab
le
5.

8︼・
一
〇
三
頁
︶
と
さ
れ
る
一
方
で
︑
父
母
か
ら
脅
迫
︑
恐
怖
心

ま
た
は
虐
待
の
被
害
経
験
が
報
告
さ
れ
て
い
な
が
ら
︑
証
書
が
交

付
さ
れ
な
か
っ
た
り
︑
合
意
が
締
結
さ
れ
た
り
し
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︵
全
体
版
一
〇
二
頁
︶︒
ま
た
︑

Ｆ
Ｒ
Ｃ
及
び
Ｆ
Ｄ
Ｒ
職
員
に
お
い
て
Ｄ
Ｖ
及
び
児
童
虐
待
ゆ
え
に

Ｆ
Ｄ
Ｒ
が
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
い
う
回
答
割
合
は
︑
当

事
者
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
及
び
虐
待
被
害
経
験
の
申
告
割
合
よ
り
も
か
な

り
低
い
こ
と
か
ら
︑
サ
ー
ビ
ス
機
関
職
員
側
は
︑
Ｆ
Ｄ
Ｒ
が
不
適

切
な
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
経
験
と
Ｆ
Ｄ
Ｒ
可
能
な
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
と
を
区
別

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
う
︵
全
体
版
一
〇
六
～
一
〇
七

頁
︶︒

⑮

本
評
価
事
業
に
お
い
て
︑﹁
世
話
時
間
﹂︵
‘care
tim
e’︶
の
語
は
︑

離
別
父
母
と
子
ど
も
と
の
間
の
直
接
の
面
会
交
流
︵
face-to-face

con
tact︶
を
指
し
︑
そ
れ
は
宿
泊
付
き
の
場
合
と
日
中
の
み
の
場

合
の
い
ず
れ
も
含
む
も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
る
︵
全
体
版
一
一
一

頁
︶︒

⑯

全
体
版
一
一
二
頁
は
︑﹁
二
〇
〇
六
年
法
制
改
革
は
幼
児
が
父
母

と
共
に
過
ご
す
時
間
の
適
切
な
長
さ
に
関
す
る
活
発
な
議
論
を
引

き
起
こ
し
た
﹂
と
し
︑
幼
児
に
お
け
る
﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
措

置
に
関
す
る
代
表
的
な
賛
成
説
と
反
対
説
を
紹
介
す
る
︒
ま
ず
︑

反
対
説
と
し
て
︑
M
cIn
tosh
an
d
C
h
ish
olm
(2008)が
﹁
愛
着
に

関
す
る
理
論
及
び
研
究
に
依
拠
し
て
︑
幼
児
期
の
子
ど
も
が
一
人

の
親
︵
ま
た
は
世
話
者
︶
に
対
す
る
確
固
た
る
愛
着
を
形
成
す
る

こ
と
は
︑
そ
の
子
ど
も
の
長
期
的
な
精
神
的
健
康
に
と
っ
て
き
わ

め
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
﹂
す
る
と
共
に
︑﹁
確
固
た

る
愛
着
を
構
築
す
る
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
た
め
に
は
︑
幼
児
期
に

一
人
の
親
／
世
話
者
か
ら
信
頼
の
出
来
る
世
話
を
途
切
れ
な
く
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
︑
幼
児
が
父
母
間
を
頻
繁
に
行
き
来
す

る
﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
措
置
は
幼
児
の
愛
着
形
成
を
阻
害
す
る

こ
と
に
な
り
か
ね
ず
︑
特
に
父
母
が
敵
対
的
な
関
係
に
あ
る
時
に

そ
の
危
険
が
あ
る
︑
と
主
張
し
て
い
る
﹂
と
紹
介
す
る
︒
他
方
︑

賛
成
説
と
し
て
は
︑
B
u
rret
an
d
G
reen
(2008)が
︑﹁
文
献
を
参

照
し
た
上
で
︑
父
子
が
泊
ま
り
が
け
で
共
に
過
ご
す
こ
と
が
母
子

間
の
愛
着
を
阻
害
す
る
と
い
う
証
左
は
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
﹂
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と
紹
介
し
て
い
る
︒

⑰

全
体
版
一
一
一
頁
は
︑﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
措
置
は
︑
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
よ
り
も
英
米
の
方
が
割
合
的
に
多
い
と
い
う

S
m
ith

(2009)の
指
摘
を
紹
介
す
る
︒
S
m
ith
(2009)に
よ
る
と
︑
英
国
で
は
︑

二
〇
〇
六
～
七
年
︑
父
母
の
離
別
後
に
世
話
時
間
の
ほ
ぼ
均
分

︵
一
週
間
の
う
ち
少
な
く
と
も
三
日
分
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
昼
夜
︑

ま
た
は
一
年
の
う
ち
約
半
分
を
︑
父
母
各
々
の
許
で
過
ご
す
こ
と
︶

を
行
っ
て
い
る
一
八
歳
未
満
の
子
ど
も
の
割
合
は
全
体
の
九
～
一

七
％
で
あ
り
︵
P
eacy
&
H
u
n
t
(2008)︶︑
米
国
で
は
︑
父
母
の
離

婚
後
の
共
同
養
育
︵
子
ど
も
が
父
母
各
々
と
三
〇
％
以
上
の
時
間

を
共
に
過
ご
す
こ
と
︶
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
全
体
の
約
二
○

％
︵
二
〇
〇
一
年
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
で
は
三
二
％
︶
で
あ
る

と
い
う
︵
M
elli
an
d
B
row
n
(2008)︶︒

⑱

表
⑹
︻
T
ab
le
6.1︼・
一
一
九
頁
参
照
︒
な
お
︑
全
体
版
一
二
一

頁
は
︑
こ
の
よ
う
な
年
齢
別
の
傾
向
の
実
態
と
社
会
一
般
に
お
け

る
意
識
と
の
ず
れ
に
つ
い
て
︑
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
︒﹁
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
社
会
に
お
け
る
大
半
の
父
母
は
︑﹃
世
話
時
間
の
均
分
﹄

が
三
歳
未
満
の
子
ど
も
に
と
っ
て
有
益
な
場
合
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
が
︑
実
際
に
は
︑
二
〇
〇
六
年
七
月
一
日
以
降
に
離
別
し
︑

Ｃ
Ｓ
Ａ
に
登
録
し
て
い
る
父
母
の
間
で
は
︑
そ
の
よ
う
な
措
置
は

珍
し
い
も
の
で
あ
っ
た
︒
そ
の
範
囲
を
﹃
世
話
時
間
の
分
担
﹄︵
三

五
～
六
五
％
の
夜
を
父
母
各
々
の
許
で
過
ご
す
こ
と
︶
に
ま
で
広

げ
て
み
た
と
し
て
も
︑
非
常
に
珍
し
い
の
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
父

母
は
一
般
的
に
︑﹃
世
話
時
間
の
均
分
﹄
は
子
ど
も
の
年
齢
が
上
が

る
に
つ
れ
て
よ
り
適
切
な
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
︑﹃
世
話
時
間
の
均
分
﹄
を
行
っ
て
い
る
子
ど
も
の
割
合
は
︑

一
五
～
一
七
歳
の
子
ど
も
の
方
が
五
～
一
四
歳
の
子
ど
も
よ
り
も

少
な
か
っ
た
﹂︒

⑲

子
ど
も
が
夜
に
一
方
親
の
許
で
過
ご
す
こ
と
な
く
︑
日
中
の
み
面

会
交
流
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
お
け
る
そ
の
交
流
頻
度
と
し
て

は
︑
大
半
の
子
ど
も
が
少
な
く
と
も
年
に
二
六
日
は
そ
の
親
の
世

話
を
受
け
て
い
た
︵
平
均
頻
度
は
二
週
間
に
一
日
以
上
で
︑
少
な

く
と
も
週
一
日
と
い
う
ケ
ー
ス
が
最
も
多
か
っ
た
︶︒
し
か
し
︑
月

一
日
あ
る
い
は
そ
れ
以
下
と
い
う
ケ
ー
ス
も
全
体
の
約
二
〇
％
を

占
め
て
い
た
︒︵
L
S
S
F
W
1
2008
調
査
︑︻
T
ab
le
6.2︼・
一
二
二

頁
︶︒

⑳

表
⑺
︻
T
ab
le
6.6︼・
一
二
七
頁
参
照
︒

㉑

表
⑻
︻
T
ab
le
8.1︼・
一
七
六
頁
参
照
︒
本
デ
ー
タ
に
つ
い
て
全

体
版
一
七
七
頁
は
︑﹁
四
つ
の
事
項
全
部
に
つ
い
て
父
母
が
共
同
決

定
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
全
体
の
一
五
％
に
過
ぎ
ず
︑
離
別
後

の
子
ど
も
の
大
半
に
お
い
て
は
父
母
に
よ
る
共
同
決
定
は
行
わ
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
﹂
と
し
て
い
る
︒

㉒

表
⑼
︻
T
ab
le
8.2./8.3/8.7︼・
一
八
七
︑
一
九
〇
頁
参
照
︒
な

お
︑
裁
判
所
の
決
定
に
よ
っ
て
単
独
親
責
任
命
令
が
行
わ
れ
た
ケ

ー
ス
に
お
け
る
そ
の
理
由
は
︑
多
い
順
に
︑

・
家
庭
内
暴
力
：
全
体
の

三
一
・
〇
％
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・
虐
待
：
同

一
八
・
七
％

・
精
神
的
健
康
の
問
題
：
同
一
七
・
七
％

・
薬
物
濫
用
：
同

一
一
・
六
％

・
合
意
：
同

三
・
八
％

・
深
刻
な
不
和
4
藤
：
同

一
・
一
％

・
そ
の
他
：
同

二
七
・
四
％

・
不
明
：
同

三
三
・
四
％

で
あ
っ
た
︵
裁
判
所
資
料
︑︻
T
ab
le
8.5︼・
一
八
八
頁
︶︒
し
か
し
︑

全
体
版
一
八
九
頁
は
︑﹁
家
庭
内
暴
力
ま
た
は
児
童
虐
待
の
嫌
疑
が

主
張
さ
れ
た
場
合
で
も
︑
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
大
半
に
お
い
て
父

母
の
共
同
親
責
任
命
令
が
行
わ
れ
て
い
る
﹂
こ
と
︑
そ
し
て
︑﹁
家

庭
内
暴
力
ま
た
は
児
童
虐
待
の
嫌
疑
が
主
張
さ
れ
た
末
に
単
独
親
責

任
命
令
が
な
さ
れ
た
場
合
は
︑
通
常
︑
母
親
に
単
独
親
責
任
が
付
与

さ
れ
て
い
る
﹂
こ
と
を
合
わ
せ
て
指
摘
す
る
︒

㉓

父
母
の
い
ず
れ
が
養
育
費
支
払
義
務
者
側
で
あ
る
か
に
つ
い
て
︑

世
話
時
間
の
配
分
別
に
見
た
と
こ
ろ
︑
次
の
通
り
で
あ
っ
た

︵
L
S
S
F
W
1
2008
調
査
︑
全
体
版
一
九
三
頁
︶︒

ま
ず
︑
父
親
が
養
育
費
支
払
義
務
者
で
あ
る
と
の
回
答
割
合
は
︑

・
子
ど
も
が
父
親
に
一
切
会
わ
な
い
ケ
ー
ス
：
父
親
の
八
七
％
︑

母
親
の
七
九
％

・
子
ど
も
が
父
親
に
日
中
の
み
会
う
ケ
ー
ス
︑
ま
た
は
︑
六
六
％

以
上
の
夜
を
母
親
の
許
で
過
ご
す
ケ
ー
ス
：
父
親
の
九
〇
～
九

一
％
︑
母
親
の
八
七
％

・﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂︵
母
親
の
許
で
過
ご
す
夜
の
方
が
多
い
パ

タ
ー
ン
︶
の
ケ
ー
ス
：
父
親
の
八
〇
％
︑
母
親
の
七
三
％

・﹁
世
話
時
間
の
均
分
﹂
の
ケ
ー
ス
：
父
親
の
六
〇
％
︑
母
親
の

五
四
％

・﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂︵
父
親
の
許
で
過
ご
す
夜
の
方
が
多
い
パ

タ
ー
ン
︶
の
ケ
ー
ス
：
父
親
の
五
一
％

・
子
ど
も
が
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
夜
を
父
親
の
許
で
過
ご
す

ケ
ー
ス
：
父
親
の
一
四
％
未
満

・
子
ど
も
が
母
親
に
日
中
の
み
会
う
ケ
ー
ス
：
母
親
の
一
四
％
未

満
以
上
の
よ
う
に
︑
世
話
時
間
の
配
分
と
養
育
費
支
払
義
務
の
所
在

と
が
連
動
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
︑
養
育
費
算
定
方
式
に
お

い
て
子
ど
も
が
父
母
各
々
と
共
に
過
ご
す
時
間
が
考
慮
さ
れ
る
点
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
︵
全
体
版
二
〇
二
頁
︶︒

他
方
︑
母
親
が
養
育
費
支
払
義
務
者
で
あ
る
と
の
回
答
割
合
は
︑

・﹁
世
話
時
間
の
均
分
﹂
の
ケ
ー
ス
：
父
親
の
八
％

・﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂︵
父
親
の
許
で
過
ご
す
夜
の
方
が
多
い
パ

タ
ー
ン
︶
の
ケ
ー
ス
：
父
親
の
一
三
％

・
子
ど
も
が
母
親
に
一
切
会
わ
な
い
ケ
ー
ス
：
父
親
の
六
一
％

で
あ
っ
た
︒
こ
の
よ
う
な
父
母
の
支
払
義
務
の
有
無
の
差
異
は
︑
男

女
の
資
力
の
差
及
び
母
親
側
に
お
い
て
他
の
子
ど
も
を
抱
え
て
養
育

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︵
全
体
版
一
九
三

頁
︶︒
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㉔

こ
の
傾
向
は
︑
父
親
よ
り
も
母
親
の
回
答
に
強
く
現
れ
て
い
る
と

さ
れ
る
︒
例
え
ば
︑
父
親
の
支
払
状
況
に
つ
い
て
︑
額
・
時
期
共

に
義
務
内
容
通
り
に
支
払
わ
れ
て
い
る
と
い
う
回
答
割
合
は
︑

・
子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て
共
同
決
定
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
：

父
親
の
七
八
・
一
％
︑
母
親
の
六
一
・
五
％

・
子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て
共
同
決
定
を
行
っ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
：
父
親
の
七
三
・
四
％
︑
母
親
の
五
三
・
一
％

で
あ
っ
た
︵
L
S
S
F
W
1
2008
調
査
︑︻
F
ig
u
re
8.19︼・
一
九
八

頁
︶︒

㉕

養
育
費
支
払
い
は
自
身
に
と
っ
て
公
平
な
も
の
で
あ
る
と
の
回
答

割
合
は
︑

・
支
払
者
た
る
父
親
：
全
体
の
六
七
・
七
％

・
支
払
者
た
る
母
親
：
同

五
五
・
八
％

・
受
領
者
た
る
父
親
：
同

五
八
・
九
％

・
受
領
者
た
る
母
親
：
同

五
六
・
四
％

で
あ
っ
た
︵
L
S
S
F
W
1
2008
調
査
︑︻
F
ig
u
re
8.21︼・
一
九
九

頁
︶︒

㉖

支
払
者
た
る
父
親
に
お
い
て
養
育
費
支
払
い
は
自
身
に
と
っ
て
公

平
な
も
の
で
あ
る
考
え
て
い
る
と
い
う
回
答
割
合
は
︑

・﹁
世
話
時
間
の
均
分
﹂
を
行
っ
て
い
る
父
親
：
全
体
の
約
四
七

％
・
子
ど
も
に
一
切
会
っ
て
い
な
い
父
親
：
同
約
五
八
％

・
日
中
の
み
子
ど
も
に
会
っ
て
い
る
父
親
ま
た
は
子
ど
も
と
共
に

過
ご
す
夜
が
少
な
い
父
親
：
同
約
七
〇
～
七
二
％

で
あ
っ
た
︵
L
S
S
F
W
1
2008
調
査
︑︻
F
ig
u
re
8.23︼・
二
〇
一

頁
︶︒

㉗

全
体
版
二
一
二
～
二
一
四
頁
は
︑﹁
世
話
時
間
の
均
分
﹂
に
対
す

る
期
待
の
高
ま
り
の
原
因
は
﹁
法
制
改
革
を
め
ぐ
る
喧
伝
﹂
に
あ

り
︑
新
法
制
度
及
び
世
話
時
間
の
配
分
に
関
す
る
誤
解
は
社
会
全

体
に
広
が
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
専
門
家
の
指
摘
が
多
い
こ

と
を
紹
介
す
る
︵
Q
S
L
S
P
2008
調
査
︵
家
族
法
制
度
従
事
者
を
対

象
と
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
及
び
フ
ォ
ー
カ
ス
グ
ル
ー
プ
調
査

等
の
質
的
調
査
︶
よ
り
︶︒

㉘

全
体
版
二
一
四
頁
は
︑
家
族
法
に
対
す
る
誤
解
や
﹁
世
話
時
間
の

均
分
﹂
へ
の
期
待
の
高
ま
り
に
よ
る
他
の
問
題
点
と
し
て
︑

Q
S
L
S
P
2008
調
査
の
知
見
か
ら
︑
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
︒﹁
弁

護
士
か
ら
上
っ
て
い
た
さ
ら
な
る
懸
念
と
し
て
は
︑
父
母
が
法
規

定
の
正
確
な
意
味
内
容
に
関
す
る
法
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ

と
な
く
︑
自
力
で
︑
ま
た
は
Ｆ
Ｄ
Ｒ
部
門
の
支
援
の
下
で
の
交
渉

を
経
て
取
り
決
め
に
至
る
場
合
に
︑︵
法
に
対
す
る
︶
誤
解
が
父
母

に
及
ぼ
し
得
る
影
響
が
あ
っ
た
︒
子
ど
も
の
成
長
発
達
に
と
っ
て

不
適
切
な
措
置
が
取
り
決
め
ら
れ
た
り
︑
家
庭
内
暴
力
の
過
去
が

存
在
し
た
り
し
て
い
る
場
合
に
は
︑
そ
の
措
置
の
取
り
決
め
は
︑

結
局
の
と
こ
ろ
実
際
に
は
機
能
不
全
に
陥
っ
て
し
ま
う
と
い
う
懸

念
を
家
族
法
専
門
弁
護
士
は
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒﹂

㉙

全
体
版
二
〇
九
～
二
一
〇
頁
は
︑
Q
S
L
S
P
2008
調
査
の
知
見
よ
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り
︑
次
の
よ
う
な
裁
判
官
の
指
摘
を
紹
介
す
る
︒

・
裁
判
実
務
に
お
い
て
は
︑
単
独
親
責
任
命
令
は
︑
家
庭
内
暴
力
︑

児
童
虐
待
︑
精
神
的
健
康
及
び
薬
物
濫
用
に
関
す
る
非
常
に
深

刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
に
限
ら
れ
る
と
い

う
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
︒

・
裁
判
で
は
︑
家
庭
内
暴
力
及
び
父
母
間
の
不
和
4
藤
の
過
去
等

の
た
め
に
平
等
な
共
同
親
責
任
の
推
定
を
適
用
す
べ
き
で
な
い

よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
︑
当
事
者
及
び
代
理
人
が
同
推
定

の
適
用
を
認
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
︒
そ
れ
は
﹁
父
母
ら
は

恐
怖
心
か
ら
︑
も
し
推
定
適
用
を
争
え
ば
︑
裁
判
所
は
そ
の
父

母
に
つ
い
て
何
か
特
定
の
見
方
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
し
ま
う
﹂
か
ら
で
あ
る
︒

・
一
部
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
︑
紛
争
当
事
者
及
び
代
理
人
の
議
論

の
焦
点
は
︑
親
責
任
の
所
在
よ
り
も
﹁
子
ど
も
と
共
に
過
ご
す

時
間
﹂
の
方
に
向
け
ら
れ
て
お
り
︑
共
同
親
責
任
を
受
け
容
れ

る
代
わ
り
に
︑
世
話
時
間
の
措
置
に
つ
い
て
優
位
に
立
と
う
と

い
う
戦
略
︵
但
し
︑
そ
れ
は
共
同
親
責
任
推
定
の
適
用
結
果
に

関
す
る
理
解
不
足
を
露
呈
す
る
も
の
で
あ
る
が
︶
が
採
ら
れ
て

い
る
︒

㉚

全
体
版
二
一
二
～
二
一
三
頁
は
︑
Q
S
L
S
P
2008
調
査
の
知
見
と

し
て
︑﹁
世
話
時
間
の
均
分
﹂
を
求
め
る
父
母
の
主
張
に
関
し
て
︑

関
係
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
及
び
法
律
支
援
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
共

に
︑
一
貫
し
て
﹁
現
実
を
直
視
す
る
こ
と
﹂︵
“reality
ch
eck
”︶

の
必
要
性
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
︒﹁
世
話
時
間
の
均

分
﹂
を
求
め
る
父
母
︑
特
に
父
親
は
︑
子
ど
も
の
成
長
発
達
や
そ

の
親
の
そ
れ
ま
で
の
養
育
経
験
か
ら
見
て
非
現
実
的
な
期
待
を
描

く
こ
と
が
あ
り
︑
同
措
置
の
実
際
の
意
味
内
容
を
検
討
す
る
よ
う

に
促
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
︒

㉛

二
〇
〇
八
～
九
年
当
時
︑﹁
共
同
親
責
任
を
目
指
し
た
立
法
改
革

は
︑
大
方
︑
子
ど
も
に
と
っ
て
有
益
な
も
の
で
あ
っ
た
﹂
と
い
う

点
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
︑
家
族
法
専
門
弁
護
士
の
回
答
割
合

は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
︵
F
L
S
2008
調
査
︑︻
F
ig
u
re
9.6︼・
二
一

六
頁
︶︒

・﹁
強
く
賛
成
す
る
﹂：

二
・
五
％

・﹁
概
ね
賛
成
す
る
﹂：
二
七
・
○
％

・﹁
概
ね
反
対
す
る
﹂：
三
八
・
六
％

・﹁
強
く
反
対
す
る
﹂：
一
八
・
八
％

・﹁
分
か
ら
な
い
﹂：

一
三
・
二
％

ま
た
︑
各
支
援
サ
ー
ビ
ス
機
関
に
対
し
て
︑
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
た

る
父
母
全
体
の
う
ち
ど
の
程
度
の
父
母
が
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
十
分

に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
︑
そ
の
割
合
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
︑
各
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
回
答
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
︵
O
n
lin
e

S
u
rv
ey
of
F
R
S
P
S
taff
2009︑︻
F
ig
u
re
9.7︼・
二
一
七
頁
︶︒

・
Ｆ
Ｒ
Ｃ
⁝
⁝
父
親
：
四
三
・
八
％
︑
母
親
：
五
六
・
〇
％

・
Ｆ
Ｄ
Ｒ
⁝
⁝
父
親
：
四
四
・
七
％
︑
母
親
：
五
七
・
六
％

・
そ
の
他
の
Ｐ
Ｓ
Ｓ
︵
Ｃ
Ｓ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｏ
Ｐ
︶
⁝
⁝
父
親
：
四
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三
・
一
％
︑
母
親
：
五
○
・
一
％

・
Ｅ
Ｉ
Ｓ
⁝
⁝
父
親
：
四
○
・
二
％
︑
母
親
：
五
八
・
四
％

全
体
版
二
一
四
頁
は
︑
父
母
に
お
け
る
権
利
意
識
の
高
ま
り
が
子

の
利
益
・
福
祉
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
︑
Q
S
L
S
P
2008
調
査
の

知
見
か
ら
︑
次
の
よ
う
な
法
制
度
従
事
者
の
指
摘
を
紹
介
す
る
︒

﹁
多
く
の
調
査
参
加
者
は
︑
権
利
︑
公
平
︑
及
び
五
〇
対
五
〇
の
世

話
時
間
の
配
分
と
い
っ
た
類
の
措
置
へ
の
期
待
の
た
め
に
︑
交
渉
及

び
裁
判
の
両
場
面
に
お
い
て
︑
子
ど
も
中
心
の
取
り
決
め
内
容
と
少

な
く
と
も
一
方
親
に
お
け
る
当
初
の
期
待
と
の
間
の
距
離
が
︑
法
制

改
革
以
前
よ
り
も
拡
大
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
︒
⁝
⁝
法
制
改
革

以
降
︑
子
ど
も
の
福
祉
は
大
幅
に
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
評
価
に
つ

い
て
︑
あ
る
裁
判
官
は
︑﹃
子
ど
も
達
は
︑
実
際
の
と
こ
ろ
︑
子
ど

も
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
財
産
の
よ
う
に
二
つ
に
分
割
さ
れ
て
い

る
﹄
と
述
べ
て
︑
こ
れ
を
支
持
し
た
﹂︒

㉜

他
方
︑
母
親
の
申
立
て
に
お
い
て
は
︑﹁
世
話
時
間
の
均
分
﹂
の

申
立
て
は
申
立
全
体
の
一
〇
％
で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
各
サ
ー
ビ
ス

機
関
に
お
い
て
︑
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
た
る
父
母
の
う
ち
﹁
世
話
時

間
の
均
分
﹂
を
希
望
す
る
父
母
が
占
め
る
割
合
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
︑

各
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
回
答
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
︵
家
族
法
弁
護

士
は

F
L
S
2008
調
査
︑
Ｆ
Ｒ
Ｃ
及
び
Ｆ
Ｄ
Ｒ
は

F
R
S
P
S
taff

2009
調
査
︑︻
F
ig
u
re
9.4︼・
二
一
一
頁
︶︒

・
家
族
法
弁
護
士
⁝
⁝
父
親
：
六
五
・
〇
％
︑
母
親
：
三
二
・
〇

％

・
Ｆ
Ｒ
Ｃ
⁝
⁝
父
親
：
五
〇
・
〇
％
︑
母
親
：
三
〇
・
六
％

・
Ｆ
Ｄ
Ｒ
⁝
⁝
父
親
：
五
六
・
六
％
︑
母
親
：
二
九
・
一
％

弁
護
士
を
利
用
す
る
父
母
の
方
が
﹁
世
話
時
間
の
均
分
﹂
の
希
望

者
の
割
合
が
大
き
い
理
由
の
分
析
と
し
て
︑
同
措
置
の
希
望
者
が
弁

護
士
に
相
談
す
る
傾
向
が
高
い
こ
と
︑
あ
る
い
は
︑
既
に
関
係
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
︑
交
渉
や
合
意
の
結
果
と
し
て
﹁
世
話
時
間
の

均
分
﹂
の
成
立
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
に
︑
弁
護
士
に
相
談
し
て
い

る
こ
と
︑
等
が
考
え
ら
れ
て
い
る
︒

㉝

弁
護
士
が
利
用
者
に
対
し
て
︑﹁
離
別
前
に
主
な
子
ど
も
の
世
話

の
責
任
を
担
っ
て
い
た
母
親
は
︑
通
常
子
ど
も
の
居
所
を
認
め
ら

れ
る
﹂︑
及
び
︑﹁
通
常
の
結
論
は
︑
父
親
が
隔
週
末
と
長
期
休
暇

の
半
分
に
て
子
ど
も
に
会
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
﹂
と
い
う
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
は
︑
法
制
改
革
以
降
︑
大
幅
に
減
少
し
た
と

さ
れ
る
︵
F
L
S
2006・
2008
調
査
︑
全
体
版
二
一
八
頁
︶︒

㉞

﹁
法
制
改
革
の
結
果
︑
高
度
な
4
藤
が
存
在
す
る
場
合
に
﹃
世
話

時
間
の
分
担
﹄
を
行
う
子
ど
も
が
増
加
し
た
﹂

と
い
う
点
に
対
す

る
賛
否
に
つ
い
て
︑
家
族
法
弁
護
士
の
回
答
割
合
は
︑﹁
賛
成
す

る
﹂
が
七
九
％
︑﹁
反
対
す
る
﹂
が
一
六
％
で
あ
っ
た
︵
F
L
S
2008

調
査
︑
全
体
版
二
一
九
頁
︶︒

㉟

﹁
現
在
の
政
策
枠
組
み
の
下
︑
父
母
に
対
し
て
︑
子
ど
も
の
成
長

発
達
に
と
っ
て
適
切
な
措
置
の
取
り
決
め
に
向
け
た
支
援
を
行
う

こ
と
は
容
易
に
な
っ
た
︒﹂
と
い
う
点
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
︑

各
支
援
従
事
者
の
回
答
割
合
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
︵
Ｆ
Ｒ
Ｃ
職
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員
及
び
Ｆ
Ｄ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
職
員
は
O
n
lin
e
S
u
rv
ey
of
F
R
S
P
S
taff

2009
調
査
︑
家
族
法
専
門
弁
護
士
は

F
L
S
2008
調
査
︑︻
F
ig
u
re

9.4︼・
二
一
五
頁
︶︒

・
Ｆ
Ｒ
Ｃ
職
員
⁝
⁝﹁
強
く
賛
成
す
る
﹂：

四
・
八
％

﹁
概
ね
賛
成
す
る
﹂：
六
二
・
三
％

﹁
概
ね
反
対
す
る
﹂：
二
一
・
七
％

﹁
強
く
反
対
す
る
﹂：

三
・
九
％

・
Ｆ
Ｄ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
職
員
⁝
⁝﹁
強
く
賛
成
す
る
﹂：

一
・
二
％

﹁
概
ね
賛
成
す
る
﹂：
六
〇
・
二
％

﹁
概
ね
反
対
す
る
﹂：
二
八
・
九
％

﹁
強
く
反
対
す
る
﹂：

四
・
八
％

・
家
族
法
専
門
弁
護
士
⁝
⁝﹁
強
く
賛
成
す
る
﹂：

二
・
五
％

﹁
概
ね
賛
成
す
る
﹂：
一
七
・
九
％

﹁
概
ね
反
対
す
る
﹂：
四
二
・
三
％

﹁
強
く
反
対
す
る
﹂：
三
一
・
七
％

㊱

全
体
版
二
二
一
頁
は
︑
Q
S
L
S
P
2008
調
査
の
知
見
と
し
て
︑
母

親
ら
の
交
渉
力
の
低
下
を
め
ぐ
っ
て
︑
法
制
度
従
事
者
か
ら
は
︑

母
親
に
生
じ
る
合
意
圧
力
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
︒
す
な
わ
ち
︑﹁
多
く
の
女
性
利
用
者
は

も
し
裁
判
に
な
っ
た
ら
起
こ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
恐
れ
て
︑
何
と

か
取
り
決
め
に
持
ち
込
も
う
と
必
死
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
﹂︑

﹁
女
性
は
子
ど
も
の
利
益
に
適
う
と
自
ら
感
じ
ら
れ
な
い
交
渉
結
果

に
も
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
圧
力
を
感
じ
て
い
る
﹂

等
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
そ
の
背
景
と
し
て
は
︑
家
庭
内
暴
力
の
過

去
︑
及
び
︑
父
母
各
々
の
代
理
人
の
有
無
・
能
力
等
の
差
異
が
父

母
の
交
渉
力
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
拍
車
を
か
け
る
場
合
が
あ
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
︒

ま
た
︑
全
体
版
二
二
二
頁
は
︑
や
は
り
Q
S
L
S
P
2008
調
査
の
知

見
を
基
に
︑
母
親
ら
の
﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
に
対
す
る
懸
念
の
内

容
を
整
理
し
︑
主
に
次
の
二
点
を
指
摘
す
る
︒
す
な
わ
ち
︑
父
親
に

お
け
る
従
前
の
育
児
経
験
の
乏
し
さ
か
ら
︑﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂

及
び
﹁
均
分
﹂
が
実
際
に
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
の
か
を

危
惧
し
て
い
る
こ
と
︑
及
び
︑
母
親
が
従
前
担
っ
て
い
た
︑
子
ど
も

の
主
た
る
世
話
者
と
し
て
の
母
親
の
役
割
が
軽
視
さ
れ
る
よ
う
に
感

じ
て
い
る
こ
と
︑
で
あ
る
︒

㊲

表
⑽
︻
F
ig
u
re
9.15/9.16︼・
二
二
六
頁
参
照
︒
な
お
︑
全
体
版

二
二
五
～
二
二
九
頁
は
︑
Q
S
L
S
P
2008
調
査
の
知
見
と
し
て
︑
財

産
分
配
の
取
り
決
め
と
世
話
時
間
の
配
分
の
取
り
決
め
と
の
連
動

性
に
つ
い
て
︑
一
旦
両
措
置
を
取
り
決
め
た
後
︑
世
話
時
間
の
配

分
に
つ
い
て
の
み
︑
大
体
は
母
親
の
世
話
時
間
を
増
や
す
形
で
変

更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
法
制
度
従
事
者
か
ら
の
指
摘
を
紹

介
す
る
︒
す
な
わ
ち
︑
一
方
で
﹁
世
話
時
間
の
分
担
﹂
を
前
提
と

し
た
財
産
分
配
措
置
は
残
り
な
が
ら
︑
他
方
で
世
話
時
間
の
配
分

に
つ
い
て
は
母
親
の
時
間
が
増
加
す
る
形
で
変
更
さ
れ
︑
結
局
の

と
こ
ろ
︑
母
親
に
と
っ
て
不
利
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

問
題
状
況
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
︒
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㊳

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
は
“C
h
ild
R
esp
on
-

siv
e
M
od
el”
の
︑
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て

は
“C
h
ild
R
elated
P
roceed
in
g
s”の
︑
そ
れ
ぞ
れ
一
端
と
し
て
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
︒

㊴

サ
ー
ビ
ス
部
門
従
事
者
に
対
し
て
︑﹁
直
近
一
二
カ
月
間
に
対
応

し
た
子
ど
も
を
抱
え
た
家
族
の
う
ち
︑
家
庭
内
暴
力
ま
た
は
虐
待

が
問
題
に
な
っ
て
い
た
家
族
の
割
合
﹂
を
︑
弁
護
士
に
対
し
て
︑

﹁
直
近
一
二
カ
月
間
に
対
応
し
た
子
ど
も
に
関
す
る
案
件
の
う
ち
︑

家
庭
内
暴
力
ま
た
は
虐
待
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
ケ
ー
ス
の
割
合
﹂

を
そ
れ
ぞ
れ
尋
ね
た
と
こ
ろ
︑
利
用
者
家
族
の
半
数
ま
た
は
そ
れ

以
上
に
お
い
て
暴
力
ま
た
は
虐
待
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
と
回
答

し
た
割
合
は
︑
次
の
通
り
で
あ
っ
た
︵
弁
護
士
は

F
L
S
2008
調
査
︑

そ
れ
以
外
は

O
n
lin
e
S
u
rv
ey
of
F
R
S
P
S
taff
2009
調
査
よ
り
︑

︻
F
ig
u
re
10.1︼・
二
三
四
頁
︶︒

・
Ｆ
Ｒ
Ｃ
従
事
者
：
全
体
の
六
二
％

・
Ｆ
Ｄ
Ｒ
従
事
者
：
同
四
一
％

・
そ
の
他
の
Ｐ
Ｓ
Ｓ
︵
Ｐ
Ｏ
Ｐ
・
Ｃ
Ｓ
Ｓ
︶
従
事
者
：
同
八
四
％

・
Ｅ
Ｉ
Ｓ
従
事
者
：
同
約
四
〇
％

・
弁
護
士
：
同
五
〇
％

Ｆ
Ｒ
Ｃ
従
事
者
と
Ｆ
Ｄ
Ｒ
従
事
者
と
の
差
に
つ
い
て
は
︑
従
来
で

あ
れ
ば
Ｆ
Ｄ
Ｒ
に
流
れ
た
で
あ
ろ
う
多
く
の
家
族
法
制
度
利
用
者
家

族
に
つ
い
て
︑
Ｆ
Ｒ
Ｃ
が
窓
口
と
な
っ
て
︑
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
機

能
を
果
た
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
Ｐ
Ｏ
Ｐ
及

び
Ｃ
Ｓ
Ｓ
従
事
者
に
お
い
て
回
答
割
合
が
高
い
点
は
︑
高
4
藤
及
び

安
全
面
の
懸
念
を
抱
え
る
家
族
に
特
に
対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
性
格

内
容
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
弁
護
士
に
つ

い
て
は
︑
法
制
改
革
以
前
よ
り
も
法
制
改
革
以
降
の
方
が
︑
か
か
る

家
族
が
多
い
と
い
う
回
答
割
合
が
全
体
的
に
高
か
っ
た
︒
こ
れ
に
つ

い
て
は
︑
弁
護
士
に
お
け
る
家
庭
内
暴
力
及
び
児
童
虐
待
に
対
す
る

意
識
の
高
ま
り
と
共
に
︑
必
要
的
Ｆ
Ｄ
Ｒ
の
運
用
開
始
に
よ
る
弁
護

士
利
用
者
層
の
変
化
│
つ
ま
り
︑
複
雑
性
の
低
い
ケ
ー
ス
は
Ｆ
Ｄ
Ｒ

に
流
れ
︑
法
律
部
門
︵
特
に
裁
判
部
門
︶
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
総

じ
て
複
雑
化
し
て
い
る
た
め
で
は
な
い
か
と
分
析
さ
れ
て
い
る
︵
以

上
︑
全
体
版
二
三
四
頁
︶︒

㊵

表
⑾
︻
T
ab
le
10.3︼・
二
四
一
頁
参
照
︒

㊶

表
⑿
︻
T
ab
le
10.6/10.7︼・
二
四
四
頁
参
照
︒

㊷

全
体
版
二
四
五
頁
は
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※１ 出典は LSSF W1 2008調査。
※２ 安全面の懸念の有無につき未回答分を含む。従って、安全面の懸念ありの回答数と懸念なしの回答数と
を合計しても、全体の回答数の総計にはならない。

※３ 身体的暴力の被害経験者のほとんどが心理的虐待も経験していることから、本項目は、身体的暴力と心
理的虐待の両方を受けたことを指すものとする。

※４ 設問文の具体的内容は次の通りである。「最終的に離別する前に、アルコールまたは薬物の使用、精神
的健康の問題、その他依存症といった問題はありましたか？」また、もし上記例示以外の依存症を回答し
た場合には、その内容を尋ねた。その中では、ギャンブルが最多であった（全体版 28 頁）。

※５ なお、LSSF W1 2008調査の対象者の離別時期は、82％が 2007 年、13％が 2006 年後半、５％が 2008 年
であった。同調査インタビューは 2008 年８〜10 月にかけて行われた。

※６ 端数処理の関係上、各項の合計が厳密に 100.0％にはならない場合がある。
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※１ 出典は、LBS 2009調査（改革以前離別ケース）、及び LSSF W1 2008調査（改革以降
離別ケース）。

※２ LBS 2009調査における設問文は次の通りである。「離別時または離別後において、以
下のうちいずれかを利用しましたか？ 〔サービスの一覧表を提示〕」（複数回答可）

※３ LSSF W1 2008調査における設問文は次の通りである。「離別時または離別後において、
以下のうちいずれかを利用しましたか？ カウンセリング、メディエーションまたは
FDR、家庭内暴力支援サービス、弁護士、法律サービス（電話法律相談、私的または法
律扶助等）、裁判所問題、家族、その他（具体的に＿＿＿＿＿）」（複数回答可）

※４ 「その他」は、カウンセラー、心理学者、精神科医療の利用を回答したケース（全体
の２％未満）。

※５ 複数回答可としたので、各回答割合の合計は 100％を超える。
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※１ 出典は LSSF W1 2008調査。
※２ 父母のサービス利用経験の有無については、次の⒜〜⒞のいずれかに

該当する者を「サービス利用経験あり」として分類した。⒜離別時若し
くは離別後に、家族構成員若しくは友人以外の何らかのサービスに接触
したことを認めた者、⒝「カウンセリング・家族紛争解決手続」、「弁護
士」若しくは「裁判所」が当該子どもに関する取り決めに至った経緯を
最も良く示していると回答した者、または、⒞ FDR 若しくはメディエ
ーションを、単独で、若しくは、他方親と共に利用した者。

※３ データは加重平均した値である。
※４ 父母における「サービス利用経験あり」グループと「なし」グループ

の差は、カテゴリ変数についてはカイ２乗検定を、連続変数については
t検定をそれぞれ行った。

※５ P＜.001
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※１ 出典は LSSF W1 2008調査。
※２ 表記の経路以外の経路を利用したという回答者分を含む。
※３ 端数処理の関係上、各項の合計が厳密に 100.0％にはならない場合がある。
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※１ 出典は、LBS 2009調査（法制改革以前離別ケース）、及び LSSF W1 2008調査（法制改革以降離別ケー
ス）。なお、両調査はサンプルが異なるので、単純比較はできないこと、及び質問項目も一部異なってい
ることに注意を要する。

※２ 具体的な質問文としては、上記表記載の各評価項目について、それぞれ賛否を尋ねた。その回答のうち、
「賛成する」及び「強く賛成する」という回答を賛成回答として数えた。なお、「分からない」という回答
は、「（強く）反対する」・「賛成も反対もしない」という回答と共に、賛成回答から除外した。

※３ 法制改革以前に離別したケースのデータはFDRのみ。
※４ データは加重平均した値である。
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※１ 出典は LSSF W1 2008調査。
※２ 本データは、父母が共に LSSF W1 2008調査に参加した合計 1,800 名の子どもを対象としたデータであ

る。一人の子どもについて父母各々が重複して回答し、二重に算入されることのないように、父母のうち
一方親の回答を無作為に除外している。なお、本文注（＊ 14）参照。

※３ 端数処理の関係上、各項の合計が厳密に 100.0％にはならない場合がある。
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※１ 出典は LBS 2009調査（法制改革以前に離別したケース）。
※２ 調査対象たる子どもの父母双方にインタビューを行った場合、父母のうち一方の回答を無作為に除外し
た。また、父親の許で過ごす夜が全体の 53〜65％のケースはサンプル数が少ないため、統計的に信頼のお
ける数値の算出が不可能であった。

※３ 端数処理の関係上、各項の合計が厳密に 100.0％にはならない場合がある。
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※１ 出典は LSSF W1 2008調査。
※２ 本調査においては、父母に対して次の質問を行った。「……に関する決定に主として関与しているのは

誰ですか」。「……」の部分には、（子どもの）教育、（子どもの）健康管理、（子どもの）宗教的または文
化的紐帯並びに（子どもの）スポーツ及び社会活動といった各事項を挙げた。回答の選択肢は、次の通り
用意した。⒜「主に回答者」、⒝「主に……（子どもの他方親の仮名）」、⒞「父母が両方平等に」、⒟「そ
の時々で子どもと共にいる方の親」、または、⒠「その他」。父母以外の第三者が主に決定を行っていると
回答した場合は、それが誰であるかを尋ねた。

※３ 父母の 10％は「分からない」という回答で、1％は未回答であった。これらの父母については、本分析
から除外した。本設問に対して「分からない」と回答した父母の多くは、おそらくは、当該事項が自分達
とは無関係な事項である（例えば、無宗教等）ために、父母のどちらかが決定することがなかったという
のがその理由であろう。

※４ 「その他」としては、「その時々で子どもといる方の親」及び「その他第三者」という回答を含む。
※５ 端数処理の関係上、各項の合計が厳密に 100.0％にはならない場合がある。
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※１ 出典は、法制改革以前のケースはオーストラリア家庭裁判所・連邦治安判事裁判所（以上、メルボル
ン・パースの各州）・西オーストラリア州家庭裁判所の裁判所記録、法制改革以降のケースはオーストラ
リア家庭裁判所・連邦治安判事裁判所（以上、シドニー・ブリスベン・メルボルン・パースの各州）・西
オーストラリア州家裁の裁判所記録である。

※２ 家庭内暴力及び児童虐待の嫌疑主張の有無別の統計データは、裁判手続を経ることなく合意に至ったケ
ース（525 名分）を除く。「家庭内暴力の嫌疑主張あり」とは、父母において、家庭内暴力（性的暴力）、
家庭内暴力（身体的暴力）、家庭内暴力（感情的／心理的な暴力・脅迫）、または家庭内暴力保護命令が主
張された場合を指す。「児童虐待の嫌疑主張あり」とは、子どもを性的な危害から保護する必要性、感情
的／心理的な危害から子どもを保護する必要性、ネグレクトから子どもを保護する必要性、または家庭内
暴力の目撃から子どもを保護する必要性のいずれかの必要性が訴えられた場合を指す。

※３ 「共同親責任」命令は、一部事項について例外を定める命令を含む（但し、全体の１％未満）。
※４ 「その他」の命令は、法制改革以降のケースについてのみ、母方祖父母、父方祖父母、その他親族にそ

れぞれ単独親責任を認める命令や、父母に加えてこれら親族に親責任を付与する命令を含む。
※５ 本統計データは、親責任に関する決定が実施可能であり、かつ裁判所記録に残っているものに限ってい

る。法制改革以前のケースについては子ども 1,297 名中 1,159 名分が、法制改革以降のケースについては
1,672 名中 1,341 名分が対象となっている。

※６ 割合は加重平均した値である。
※７ 端数処理の関係上、各項の合計が厳密に 100.0％にはならない場合がある。
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※１ 出典は FLS2008調査。
※２ 端数処理の関係上、各項の合計が厳密に 100.0％にはならない

場合がある。
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※１ 出典は Survey of FRSP Clients 2009調査。
※２ 本調査の回答者は、自身にとっての現パートナー、前パートナー、及び／または孫の父

母に関する問題をめぐってサービスを利用した者等である。
※３ 各設問事項に対する回答選択肢は、「はい」、「いいえ」または「回答したくない」であ
った。「回答したくない」という回答はごく少数であり（５％未満）、本表における賛成回
答の割合算出にあたって総計数に含めている。

※４ 本設問事項は、サービスの対応対象である者と共にいることについて恐怖を示したとい
う回答者に対してのみ尋ねた。

※５ 本設問事項は、自身の安全面に関する懸念を示し、かつ、FRC、FDR 及び POP 利用者
であった回答者に対してのみ尋ねた。祖父母に対しては、自身が孫と共に過ごす時間措置
の取り決めの能力に関して尋ねた。
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※１ 出典は Online Survey of FRSP Staff 2009調査。
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※１ 出典は LSSF W1 2008調査。
※２ 表記の数値は、世話時間の配分と安全面の懸念の有無以外の説明変数を、各世話時間の配分及び安全

面懸念の有無の組み合わせ別にサンプルの平均値（父母合算）に既定化した上で算出した予測値である。
数値が高ければ高いほど、子どもの福祉は不良ということになる。

※３ 安全面の懸念の有無は、母親の回答に基づく。

※１ 出典はオーストラリア家裁、連邦治安判事裁及び西オーストラリア州家裁の裁判所記録。
※２ ICL 選任数は最終的な申立てに基づく。
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※１ 出典はオーストラリア家裁、連邦治安判事裁、及び、西オーストラリア州家裁の裁判所統計
（2004〜09 年）。

※２ 三つの裁判所における、①子どもに関する命令、及び、②子ども及び財産に関する命令のそれぞれの
申立件数の合計は、本報告書全体版には記載されていないので、その他の数字を基に訳者において計算
したものである。

※３ 報告書要約版 18 頁のグラフは本表と同内容なので、本稿においては省略する。
※４ 端数処理の関係上、各項の合計が厳密に 100.0％にはならない場合がある。


